
 

現場説明書（技術的事項） 

 

工事名     新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）    

 

１． 現場の状況 

・新涯ポンプ場は雨水排水施設であり、降雨に伴うポンプ稼働時以外は無人の施設です。 

・降雨時は内水排除（ポンプ運転）を優先します。 

・工事対象は、新涯ポンプ場のうち、道路側の建物（旧棟）です。 

・工事期間中、近隣にて次の工事の施工が予定されているため、相互に連絡・調整等を密

にし、重機や資材の搬入等に支障がないように努めてください。 

 工事名称：道路改良工事（新涯箕島線（橋梁下部）・7-1） 

 工事期間：2025 年 9 月下旬～2026 年 3 月 31 日（予定） 

 工事内容：橋脚整備 N=1 基 

 発注機関：福山市建設局土木部道路整備課 

 

２． 留意事項 

①本工事受注者は、地元企業・地場製品の活用に努めてください。 

②本工事は建設リサイクル法対象工事に該当しませんが、特定建設資材の再利用化に努

めると共に建設副産物入力システム（COBRIS）の計画・実施報告書を提出してください。 

③現場代理人及び主任技術者については、契約約款、建設業法等に違反とならないよう適

切に配置し、当該工事の施工管理を行ってください。 

 ④契約後、14 日以内に実施工程表を提出し、監督員の承諾を受けてください。 

⑤新涯ポンプ場は危険物一般取扱所です。本工事に伴う変更申請・検査等に要する費用は

受注者の負担とします。 

⑥その他、工事の施工上、官公署への手続きが必要な場合は、受注者の責任において速や

かに行ってください。 

 ⑦施工計画、実施工程により監守人へ工事内容の説明を行う予定としていますので、資料

の作成をお願いします。 

⑧工事で既存工作物等に損傷を与えないように対策を講じてください。 

 

３．その他 

 ①本工事は、受注者希望型の週休２日適用対象工事です。詳細については、別紙（福山市

上下水道局週休２日適用工事の実施について）によるものとします。 

②本工事は、インターネットを利用して、受発注者間の情報を電子的に交換・共有するこ

とにより、効率化を図る情報共有システムの対象工事です。 

本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、当該



サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとします。 

運用に当たっては、「福山市上下水道局発注工事における情報共有システム利用実施

要領」及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとします。 

本工事は発注者指定型であり、共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込ん

でいます。 

受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事

由を記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利

用しないことができます。その場合の請負金額の変更については、情報共有システムの

利用料を計上しないもので変更契約を行うものとします。 

③墜落制止用器具の着用について 

  労働安全衛生法施行令第 13 条第 3項第 28 号における墜落制止用器具の着用は、「墜落

制止用器具の規格」（平成 31 年 1 月 25 日厚生労働省告示第 11 号）による墜落制止用

器具（フルハーネス型墜落制止用器具、胴ベルト型墜落制止用器具及びランヤード等）

とする。 

④法定外の労災保険の付保について 

本工事は、法定外の労災保険を見込んでいる。 

⑤疑義が生じた場合は、監督員と協議すること。 



 

（別紙）  

 

福山市上下水道局週休２日適用工事の実施について 

 

１ 福山市上下水道局週休２日適用工事の実施に係る用語の定義は次の各号に定めるものと

する。  

（１）「週休２日」とは、次のアからイまでに定める区分に応じ、各条件を満たすものをいう。 

ア 「完全週休２日（土日）」とは、対象期間の全ての週（原則として、土曜日から金曜

日までの７日間とする。以下同じ。）毎に現場閉所又は現場休息（以下「現場閉所等」

という。）を原則として土曜日及び日曜日に指定し、１週間に２日以上の現場閉所等を

行うものをいう。 

イ 「月単位の週休２日」とは、対象期間内の全ての月毎に現場閉所等の日数が、４週８

休（現場閉所等の割合が２８．５％（８日／２８日）以上のものをいう。以下同じ。）

以上であるものをいう。 

（２）「現場閉所」とは、巡回パトロール、保守点検等の現場管理上必要な作業を行う場合を

除き、現場事務所での作業を含めて１日を通して現場及び現場事務所が閉所された状態

をいう。 

（３）「現場休息」とは、分離発注工事の場合に、各発注工事単位で、現場事務所での作 業

を含めて１日を通して現場作業が無い状態をいう。 

（４）「対象期間」とは、工事着手日（準備期間（契約上の工事の始期から現場事務所などの

設置、測量、本体工事又は仮設工事のいずれか最も早い日までの期間をいう。）を除く。）

から工事の完成日（後片付け期間（契約図書に基づく工事目的物の施工が全て完了し、

余剰資材等の撤去、現場の清掃等、工事の完成検査を受けるために必要な作業を行う期

間をいう。）を除く。）までの期間をいう。ただし、次の期間は対象期間から除くものと

する。 

ア 年末年始６日間及び夏季休暇３日間 

イ 工場製作のみが行われている期間  

ウ 災害時の緊急対応その他受注者の責めによらず、休工又は現場作業を余儀なくされ

た期間  

（５）「発注者指定型」とは、週休２日適用工事として発注者が指定するものをいう。  

（６）「受注者希望型」とは、受注者が工事着手前に、発注者に対して週休２日適用工事とし

て取り組む旨を申し出たものをいう。 

２ 週休２日は、次の各号に定めるところにより実施するものとする。 

（１）完全週休２日（土日）  

１（１）アに定めるところにより実施するものとする。ただし、対象期間内のうち、日

数が７日に満たない週においては、当該週の土曜日及び日曜日の合計日数以上の現場閉

所等を行うことで実施できるものとする。 

（２）月単位の週休２日  

１（１）イに定めるところにより実施するものとする。ただし、暦上の土曜日及び日曜

日の現場閉所等では４週８休に満たない月又は日数が 28 日に満たない月においては、当

該月の対象期間内の土曜日及び日曜日の合計日数以上の現場閉所等を行うことにより実



施できるものとする。 

３ 受注者は、受注した工事が発注者指定型の場合は、工事着手までに監督員に対し、実施

する週休２日の区分について申し出るとともに、現場閉所（現場休息）計画表兼実績表（様

式１）（以下「計画表」という。）を提出するものとする。 

４ 受注者は、受注した工事が受注者希望型の場合は、工事着手までに監督員に対し、週休

２日実施の有無及び実施する週休２日の区分について申し出るとともに、実施する場合は

計画表を提出するものとする。工事着手前に週休２日を実施しない旨を申し出た場合は、

工事着手後の週休２日を実施する旨の申出は受け付けないものとする。なお、週休２日実

施を希望しない受注者は、６～７に規定する義務を負わない。 

５ 受注者は、天候を理由として現場閉所等を行う場合のほか、次に掲げる場合は、監督員

との協議により工事着手後であっても週休日を変更することができるものとする。 

（１）品質管理、安全管理等のため作業を継続して行う必要がある場合  

（２）その他工程の都合上やむを得ない場合  

６ 受注者は、当該工事が週休２日適用工事である旨を土木工事にあっては標示板の見えや

すい位置に記載して工事現場に設置し、建築工事にあっては施設管理者の承諾を得て公衆

の見やすい場所に掲示しなければならない。この場合において、記載内容は、別記様式に

定めるものを基本とするものとする。 

７ 受注者は、計画表に現場閉所等の状況を記入し、現場閉所等の状況が確認できる書類（工

事日誌、出勤簿等をいう。）とともに毎月７日（７日が閉庁日の場合は翌開庁日）まで及び

工事完成後速やかに、工事打合せ簿により監督員に提出し、確認を受けるものとする。  

８ 週休２日を理由とする工期延長については、認めないものとする。 

９ 受注者は、週休２日を実施できなくなった場合は、速やかにその旨及び理由を工事打合

せ簿により監督員に報告するものとする。  

10 経費の補正は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）発注者指定型 

月単位の週休２日の経費を見込んで発注し、現場閉所等の実績に基づき、完全週休２

日（土日）を達成したと認めた場合は、完全週休２日（土日）の補正係数を適用して変更

契約し、月単位の週休２日を達成できなかった場合は、月単位の週休２日の補正係数を

除いて変更契約を行うものとする。 

（２）受注者希望型 

週休２日の経費は見込まず発注し、現場閉所等の実績に基づき、達成した週休２日の

区分に応じて完全週休２日（土日）又は月単位の週休２日の補正係数を適用して変更契

約を行うものとする。 

11 土木工事に係る経費の補正係数については、次の各号に掲げる現場閉所等の実績に基づ

き、当該各号に定める補正係数、別表土木工事市場単価の補正係数及び土木工事標準単価

の補正係数を用いるものとする。 

（１）完全週休２日（土日）  

ア 労務費      1.02  

イ 共通仮設費    1.02  

ウ 現場管理費    1.03  

（２）月単位の週休２日  

ア 労務費      1.02  



イ 共通仮設費    1.01  

ウ 現場管理費    1.02  

12 11（１）ア及び 11（２）アに規定する労務費に係る補正対象は、公共工事設計労務単価、

電気通信技術者、電気通信技術員、機械設備据付工とする。  

13 建築工事に係る経費については、次の各号に掲げる現場閉所等の実績に基づき、当該各

号に定める補正係数を用いて労務費（予定価格のもととなる工事費の積算に用いる複合単

価、市場単価及び物価資料の掲載価格（材工単価）の労務費とする。）及び現場管理費を

補正するものとする。 

（１）完全週休２日（土日） 

  ア 労務費      1.02 

  イ 現場管理費    1.01 

（２）月単位の週休２日 

労務費      1.02 

14 週休２日を達成したときは、工事成績評定表の「工程管理」及び「創意工夫」において評

価するものとする。  

週休２日を達成できなかった場合であっても、工事成績評定は減点しない。  

15 計画表その他の提出資料に虚偽の記載等を行った場合は、指名除外措置の対象となる場

合がある。 

 

  



別表 

土木工事市場単価の補正係数 

  

名称 区分 

補正係数 

月単位の 

週休２日 

完全 

週休２日 

（土日） 

鉄筋工  1.02 1.02 

ガス圧接工  1.01 1.01 

インターロッキングブロック工 
設置 1.01 1.01 

撤去 1.02 1.02 

防護柵設置工（ガードレール） 
設置 1.00 1.00 

撤去 1.02 1.02 

防護柵設置工（ガードパイプ） 
設置 1.00 1.00 

撤去 1.02 1.02 

防護柵設置工（横断・転落防止柵） 
設置 1.02 1.02 

撤去 1.02 1.02 

防護柵設置工（落石防護柵）  1.01 1.01 

防護柵設置工（落石防止網）  1.01 1.01 

道路標識設置工 
設置 1.00 1.00 

撤去・移設 1.01 1.01 

道路付属物設置工 
設置 1.01 1.01 

撤去 1.02 1.02 

法面工  1.01 1.01 

吹付枠工  1.01 1.01 

鉄筋挿入工（ロックボルト工）  1.01 1.01 

道路植栽工  1.02 1.02 

公園植栽工  1.02 1.02 

橋梁用伸縮継手装置設置工  1.01 1.01 

橋梁用埋設型伸縮継手装置設置工  1.02 1.02 

橋面防水工  1.01 1.01 

薄層カラー舗装工  1.00 1.00 

グルービング工  1.00 1.00 

軟弱地盤処理工  1.01 1.01 

コンクリート表面処理工 

（ウォータージェット工） 
 1.01 1.01 

硬質塩化ビニル管設置工  1.01 1.01 

リブ付硬質塩化ビニル管設置工  1.01 1.01 

砂基礎工 
人力施工 1.02 1.02 

機械施工 1.02 1.02 

砕石基礎工 
人力施工 1.02 1.02 

機械施工 1.02 1.02 

組立マンホール設置工  1.01 1.01 

小型マンホール工  1.00 1.00 

取付管及びます設置工 

ます設置工 1.00 1.00 

取付管布設及

び支管取付工 
1.01 1.01 



土木工事標準単価の補正係数 

 

 

  

名称 区分 

補正係数 

月単位の 

週休２日 

完全 

週休２日 

（土日） 

区画線工  1.02 1.02 

高視認性区画線工  1.02 1.02 

橋梁塗装工  1.01 1.01 

構造物とりこわし工 
機械 1.01 1.01 

人力 1.02 1.02 

コンクリートブロック積工  1.02 1.02 

排水構造物工  1.02 1.02 



別記様式 

（１）土木工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）建築工事 

 週休２日 

適用工事 
 

（Ａ３サイズ以上） 

 

 

（３）共通 

 週休２日適用工事 

 この工事は、建設産業の労働環境を改 

 善するため、週休２日の確保に取り組む 

工事です。 

 

発注者：福山市上下水道局○○○課 

受注者：○○○○○○○○○○○○ 

（Ａ３サイズ以上） 

 

週休２日適用工事 

〇〇〇〇〇を 

福山市上下水道局 〇〇〇〇課 

なおしています 

 
〇〇年〇〇月まで 



位 置 図 s=1:10,000

工事施工箇所



 

 

 

 

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２） 
 

 

 

 

 

 

実施設計図 

【ポンプ棟 建築】 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年８月 

 
 

 

 

 

福 山 市 上 下 水 道 局 

 



新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）　実施設計図 図面目録 （１／２）

図 面 番 号 縮         尺 図 面 番 号 縮         尺

【建築】 025 改修前・改修後　1階詳細図(1) 1:50

001 全体平面図 1:200 026 改修前・改修後　1階詳細図(2) 1:50

002 建築工事特記仕様書(1) No Scale 027 改修前・改修後　1階詳細図(3) 1:50

003 建築工事特記仕様書(2) No Scale 028 改修前・改修後　1階詳細図(4) 1:50

004 建築工事特記仕様書(3) No Scale 029 改修前・改修後　1階詳細図(5) 1:20,1:50

005 建築工事特記仕様書(4) No Scale 030 改修前・改修後　1階詳細図(6) 1:20,1:50

006 建築工事特記仕様書(5) No Scale 031 改修前・改修後　1階詳細図(7) 1:20,1:50

007 建築工事特記仕様書(6) No Scale 032 改修前・改修後　1階詳細図(8) 1:20,1:50

008 仕上表 No Scale 033 改修前・改修後　1階詳細図(9) 1:50

009 地下2階平面図 1:100 034 改修前・改修後　1階詳細図(10) 1:20,1:50

010 地下1階平面図 1:100 035 改修前・改修後　1階詳細図(11) 1:50

011 1階平面図 1:100 036 改修前・改修後　1階詳細図(12) 1:20,1:50

012 1階上部平面図 1:100 037 改修前・改修後　1階詳細図(13) 1:20,1:50

013 2階平面図 1:100 038 改修前・改修後　2階詳細図(1) 1:50

014 南立面図 1:100 039 改修前・改修後　2階詳細図(2) 1:50

015 北立面図 1:100 040 改修前・改修後　2階詳細図(3) 1:20,1:50

016 東立面図 1:100 041 改修前・改修後　2階詳細図(4) 1:20,1:50

017 改修前　1階平面図 1:50 042 改修前・改修後　2階詳細図(5) 1:20,1:50

018 改修後　1階平面図 1:50 043 改修前・改修後　2階詳細図(6) 1:20,1:50

019 改修前　2階平面図 1:50 044 改修前・改修後　建具キープラン 1:200

020 改修後　2階平面図 1:50 045 改修前・改修後　建具表 No Scale

021 改修前　南立面図 1:50 046 構造細目共通図(建築構造物)(1) No Scale

022 改修後　南立面図 1:50 047 構造細目共通図(建築構造物)(2) No Scale

023 改修前　西立面図 1:50 048 構造細目共通図(建築構造物)(3) No Scale

024 改修後　西立面図 1:50 049 構造細目共通図(建築構造物)(4) No Scale

名　　　　　　　　　　　　　　　称 名　　　　　　　　　　　　　　　称



新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）　実施設計図 図面目録 （２／２）

図 面 番 号 縮         尺 図 面 番 号 縮         尺

050 構造細目共通図(建築構造物)(5) No Scale 075 建築機械工事特記仕様書(1) No Scale

051 構造細目共通図(建築構造物)(6) No Scale 076 建築機械工事特記仕様書(2) No Scale

052 耐震補強特記仕様書 図　示 077 建築電気工事特記仕様書 No Scale

053 耐震改修標準詳細図 No Scale 078 1F壁 A通 配管移設図(1) 1:50

054 改修前　床伏図 1:100 079 1F壁 A通 配管移設図(2) 1:50

055 改修後　床伏図 1:100 080 換気設備　改修前　平面図 1:100

056 改修前　C通り軸組図 1:100 081 換気設備　改修後　平面図 1:100

057 改修後　C通り軸組図 1:100 082 換気設備　改修前　断面図 1:100

058 改修前　A通り,1通り軸組図 1:100 083 換気設備　改修後　断面図 1:100

059 改修後　A通り,1通り軸組図 1:100 084 建築電気設備　改修前　平面図 1:100

060 改修前　2～4通り軸組図 1:100 085 建築電気設備　改修後　平面図 1:100

061 改修後　2～4通り軸組図 1:100 086 1階仮設計画図（参考図） 1:100

062 改修後　B通り軸組図 1:100 087 1階上部仮設計画図（参考図） 1:100

063 耐震補強詳細図(1) 1:50 088 2階仮設計画図（参考図） 1:100

064 耐震補強詳細図(2) 1:30,1:50 089 南立面仮設計画図（参考図） 1:100

065 耐震補強詳細図(3) 1:50 090 北立面仮設計画図（参考図） 1:100

066 耐震補強詳細図(4) 1:50

067 耐震補強詳細図(5) 1:30,1:50

068 耐震補強詳細図(6) 1:50

069 耐震補強詳細図(7) 1:30,1:50

070 耐震補強詳細図(8) No Scale

071 耐震補強詳細図(9) 1:30,1:50

072 耐震補強詳細図(10) 1:50

073 耐震補強詳細図(11) 1:50

074 耐震補強詳細図(12) 1:50

名　　　　　　　　　　　　　　　称 名　　　　　　　　　　　　　　　称



 :対象建築物
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1

2

3

4

5

2d
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DN

DN

除塵機室上部

除塵機室上部

エンジン室

搬入スペース

自家発スペース

ポンプ室

重油

歩廊D

煙突

発電機基礎

放流渠

吐口

地下重油タンク

管理人控室

新 涯 川

新涯ポンプ場
タンク室
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S=1:200 　全体平面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/200

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

全体平面図

2025年8月

A-001

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



 1）建築工事　一式

耐震補強工事

工事種目

ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

-「3.工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

11.工事範囲

10.指定部分　　　　　　　　　　　　-有　-無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

9.工事内容

I.  工事概要

特 記 仕 様 書

7　塗装改修工事

9　環境配慮改修工事

8　耐震改修工事等

6　内装改修工事

- 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。（-印のみの場合は適用しない。）

　4）特記事項に記載の (      ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　3）特記事項に記載の [     ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

- 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

1.共通仕様

II.  建築改修工事仕様

（2）

（3）本特記仕様書の表記

　1）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　5） 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）の特定調達品目を示す。

（1）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

　　　たものを適用する。

3　防水改修工事

4　外壁改修工事

コンクリート打ち放し仕上げ外壁

工事項目

2　仮設工事

5　建具改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

タイル張り仕上げ外壁

塗り仕上げ外壁

モルタル塗り仕上げ外壁

　2）特記事項は、- 印の付いたものを適用する。

-

ルーフィングシートの種類及び厚さ　　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による　- 

絶縁用シートの材質　※発泡ポリエチレンシート　- 

脱気装置の種類及び設置数量 　※ルーフィングシート製造所の指定による 

  　　　　　　　　　　　　　 - 脱気装置の種類　　　　　　、設置数量　　個/m2

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　　

固定金具の材質及び寸法形状

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂を

　積層加工した鋼板

モルタル塗り厚さ

※標準仕様書

15.2.5(c)(1)に準ずる

 - 

※7mm以下

 - 

 - S-C1

 - 床塗り工法   塗り厚さ

※標準仕様書

15.2.5(b)(2)及び(3)

に準ずる

 - 

屋内防水

- S4S

- S3SI 

- S3S

- P0SI 

- S4SI 

- SI-F2

- S-F2

- S-M3

- S-M1

- SI-M1

- 

（厚さ）-25mm　- 

- P0S

- S-M2

- M4S

- SI-F1

- M4SI 

- SI-M2

- 

（厚さ）-25mm　- 

（材質）※改修標準仕様

書3.5.2(c)(3)(ii)による

（材質）※改修標準仕様

書3.5.2(c)(3)(i)による

- S-F2

- S-F1

- S-M3

- S-M1

- S-M2

指定による

- 

- 製造所の

指定による

- 

- 製造所の

指定による

- 

- 製造所の

指定による

- 

- 製造所の

指定による

- 

- 製造所の

指定による

防水層の種別

立上り部の保護平場のモルタル塗り

保護層

　　　種別 　施工箇所

[3.5.2～4][表3.5.1～3]

 - 設けない 

改修用ドレン 

備考

G

脱気装置 

 - 設ける 指定による

- 

-

 - 設けない 

 - 設けない 

 - 設けない 

改修用ドレン 

 - 設けない 

- 製造所の

指定による

-

-

 - 設ける 

- 

- 製造所の

指定による

-

-

-

脱気装置 

 - 設ける 

- 

- 製造所の

指定による

- 

- 製造所の

指定による

-

-

-

-

脱気装置 

 - 設ける 

 - 設ける 

 - 設けない 

 - 設ける - 製造所の

指定による

-

-

-

- 脱気装置 

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　- 

脱気装置の種類及び設置数量 　

  ※改質アスファルトシート製造所の指定による

  - 脱気装置の種類　　、設置数量　　個/m2 

ルーフィングシート

防水

合成高分子系7

押え金物

仕上塗料

種類

種別工法

- 

- 製造所の

高日射反

射率防水

の適用
使用量

- 

- 製造所の -

  防水層の種別 

  ※改質アスファルト製造所の仕様による

 施工箇所    　 断熱材

改質アスファルト

シート防水

6

- M4ASI

- P0ASI

- ASI-J1

- 製造所

の指定に

よる

改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　- 

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

  ※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　- 

(厚さ）- 25mm　　

脱気装置の種類及び設置数量 　

位置　※図示　- 

屋内防水 　

種別 施工箇所工法 備考

- P2E ※E-2

- P1E 保護層　　- 設ける

　　　　　- 設けない

- E-1

  防水層の種別 

押え金物の材質及び形状

　※アルミニウム製　L-30*15*2.0mm程度　　

屋根排水溝　※図示　

 施工箇所    　 断熱材種別工法

- M4AS

- M3AS

- M3ASI

- AS-J1

- AS-T4

- ASI-T1

- AS-T2

- AS-T1

- AS-T3

- AS-J2

- P0AS

- AS-J1

- AS-T4

- AS-J3

- AS-T3

- AS-J3

- 

- 

- 

- 

- 製造所

の指定に

よる

- 製造所

の指定に

よる

- 製造所

の指定に

よる

[3.4.2、3]

 - 設ける 

 - 設けない 

改修用ドレン 

防湿層

改修用ドレン 

 - 設ける 

 - 設けない 

 - 設ける 

 - 設けない 

 - 設ける 

 - 設けない 

 - 設ける 

 - 設けない 

-

- 製造所

の指定に

よる

備考

脱気装置 

脱気装置 

高日射反

射率防水

G

-

の適用

仕上塗料

種類 使用量

- 

- 製造所

の指定に

よる

-

-

- 製造所

の指定に

よる

- 製造所

の指定に

よる

- 

- 

- 

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい

  ※アスファルトルーフィング類製造所の指定による　- 脱気装置の種類　　、設置数量　　個/m2

- 無し

- 片面

塗　装 充填材

- 無し

- 片面

塗　装 充填材

※有り

- 無し

　[2.3.2][表 2.3.1]

種　別

※ C 種

- A 種

- B 種

※ 木製

材　質

- 

2）仮設間仕切りの種別と材質等

- せっこうボード（9.5mm）

仕上げ（厚さmm）

　単管

- 木

- 軽量鉄骨

下　地

防炎シート

※ 合板張り程度

3）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

仕上げ

- 

1）養生の方法等

   -　既存部分　　　　　　　　養生の方法　（ ※ ビニルシート、合板等　-　　）

   -　既存家具、既存設備等　　養生の方法　（ ※ ビニルシート等　　　　-　　） 

   -　備品、机、ロッカー等の移動　（- 図示　- 協議による　）  

2）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

    た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

 [2.3.1]既存部分の養生

仮設間仕切

2

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　- 図示　- 

調査報告書　提出部数　- 2部　- 

※改修標準仕様書3.1.3(e)(1)～(3)による。 - 

既存保護層の撤去　- 行う（範囲　- 図示　-　　　　　　　　　） 

既存防水層の撤去　- 行う（範囲　- 図示　-　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　　　　　　　 　- 行わない

降雨等に対する養生方

既存防水層の下地補修

3
施工数量調査1

法（とい共）

既存防水の処理

調査範囲　- 図示　

　　　　　　　　　- 行わない

　　　　　　　　　- 行わない

調査方法　- 図示　- 

[1.5.2、3]

[3.1.3]

[3.2.3、4、6]

[3.2.6]

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 　- 行う（- M4AS　- M4ASI　- M4C　- M4DI　- L4X） 

[3.3.2～5]

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 　

  ※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 

  ※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　- 

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　

　床タイル張り　※水下　60mm以上　

- 乾式保護材 　

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生

　　　　　　　　したもの。 

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。 

- P1B

- P1BI

- T1BI

- B-1

※ B-2

- B-3 

- AI-1

※ AI-2

- AI-3 

- BI-1

※ BI-2

- BI-3 

- - 乾式 保護材 

- コンクリート

- れんが 押え （材質）※JIS A 9521 による

ポリスチレンフォーム保温材

の保温板3種b（スキンあり） 

- 

（厚さ）- 25mm　- 

※フラットヤーン 

　70g/m2程度 

- 

- P2AI 押出法ポリスチレンフォーム

断熱材3種bA（スキン層付）又

はJIS A 9511によるA種押出法

　押え 

　クロス

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　- 図示　

の補修及び処置 　※改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(vii)1～3による　- 

屋根保護防水 　

  防水層の種別 

- A-1

※ A-2

種別

- A-3 

断熱材工法 絶縁用シート 立上り部の保護 

- P2A

G

※ポリエチレン 

  厚さ0.15mm以上 

施工箇所

　フィルム

アスファルト防水

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等

- M4C

- P0D

- M3DI

-

- 製造所の

（材質）※JIS A 9521 によ

によるA種硬質ウレタン

フォ-ム保温材の保温板2種

- M3D

- P0DI

- M4DI

種類 使用量

※D-2

- D-1

- D-4

- D-3

※C-2

- C-1

- C-4

- C-3

※DI-2

- DI-1

　指定による

-

- 製造所の

　指定による

-

- 製造所の

　指定による

-

- 製造所の

　指定による

-

- 製造所の

　指定による

-

- 製造所の

　指定による

脱気装置 

- 設ける 

- 設けない 

改修用ドレン

- 設ける 

- 設けない 

脱気装置 

- 設ける 

- 設けない 

改修用ドレン

- 設ける 

- 設けない 

箇所 防水の

適用

る硬質ウレタンフォーム断

熱材2種1号若しくは2号

で透湿係数を除く規格に適

合するもの又は JIS A 9511

屋根露出防水 　

  防水層の種別 

種別 断熱材工法
仕上塗料

備考G
施工

（品質-性能） 

　建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　建築材料等品質性能表による

反射率
高日射

（厚さ）- 25mm　- 

- 

1号又は2号で透湿係数を

除く規格に適合するもの 

3

充填材　-グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

充填材　- グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

-有り

　     する。

　　   る。

種別 ( - A種　- B種　- C種　- D種  -E種 )

                C種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　） 　　　

                D種：利用可能な階段　　　　　（　　図示　　　） 

足場その他

- 防護シート

- 外部足場

材料、撤去材等の運搬方法

　　　　　　 - 設置する 　- 設置しない

- 内部足場 　- 設置する（ ※ 脚立、足場板等  　- 　　 　　　） - 設置しない

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　　　　　　　- 設置する 　- 設置しない

2

[表 2.2.1]

 [2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方

（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明する資料

を監督職員に提出する。

（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より離

れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

撮影枚数　    枚　

フィルムサイズ　

コンクリート厚さ　　  cm

    測定箇所数        - 図示          

8章<あと施工アンカー>による

3）測定は、パッシブ型採集機器により行う。

4）測定方法及び測定結果の報告は、現場説明書による。

- 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

- 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管-配線等の位置の墨出を行う

コア抜き、はつり工事等

※ 既存資料調査

4

5 あと施工アンカー工事埋設配管-配線および

鉄筋調査

室内空気中の

化学物質の濃度測定

    2 建築基準法施行令第20 条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

    3 建築基準法施行令第20 条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    4 建築基準法施行令第20 条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(1）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

(2）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

(3）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

　  1 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

　　2 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

    3 安定的な供給が可能であること。 

    4 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

(4）本工事に使用する材料のうち、（5）に指定する材料の製造業者等は、次の1から6すべての

　　事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価さ

　　れたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者名等が記載されて

　　いるものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　 用する場合は監督職員の承諾を受ける。

    4 1の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　　   材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

    3 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含

　　   塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

       有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

       アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

(2）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

    次の1又は2に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の3又は4に該当する材料

    2 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

    1 建築基準法施行令第20 条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

　　   ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

    1 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティク

　　次の1から4を満たすものとする。

(1）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

    着工前の測定      - 行う

2）測定対象室及び測定箇所数等は下記による。

1）室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベンゼン、スチレンの濃度を

 (1.5.9)

　　鋳鉄製ふた

    5 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

    6 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

(5）製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

　　自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　　移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチン

　　グ、屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル、

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　　重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、

材料の品質等3

    を指す。

    する。

      ヒド発散建築材料以外の材料

       とする。

    を有するものとする。

 [1.4.2]

環境への配慮

1
適用区分

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　風速（Vo=　34 m/s）

　- 風圧力

　- 積雪荷重 　　

1

　　　地表面粗度区分                       　　　　（　- I　- II　- III　- IV　）

-

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　34　）

（1.2.2）

 [1.4.1]

特　　記　　事　　項項　　目章

2

4ヶ所

   測定し、測定結果を監督員に報告する。

監督員と協議して決定する。    測定対象室        - 図示          

G

1

   -　既存ブラインド、カーテン等　養生の方法（- ビニルシート等　　-　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

                                  保管場所 （- 図示　　- 協議による　） 

1）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　- 図示　-　協議による

4

5

2

3

G□

G□
□

硬質ウレタンフォーム断熱材

2種1号若しくは2号で透湿

(材質）※JIS A 9521による

係数を除く規定に適合する

もの又は JIS A 9511による

A種硬質ウレタンフォーム

若しくは2号で透湿係数を

除く規格に適合するもの

保温材の保温板2種1号

□
□G

 - 下地モルタル塗り

8.工事種目

6. 敷地面積

2. 工事場所

1）建築工事

範囲　※　図示　-耐震改修RC柱、梁撤去部

- 合板（12.0mm）

図面No

図面名称設計

工事名称

建築工事　改修特記仕様書　No.1

2）電気設備工事

3）機械設備工事

- S-F1

縮尺

福山市上下水道局

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。

電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は,それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、

4. 防火地域

5. 工事種別

1. 工事名称

※　本工事の工期は設備工事の工期と工事検査期間としての14日を含んでいる。

※　契約締結後14日以内に実施工程表を提出する。

3. 用途地域

7. 建築概要

1)構　造

2)面　積

- 防火地域 - 準防火地域

下水道施設（ポンプ場）

新　築- -　増　築 -　改　築 -　改　修

耐震補強工事に係る電気設備工事

耐震補強工事に係る機械設備工事

ポンプ棟

耐震補強

指定なし-

鉄筋コンクリート造　地下１階 地上２階

建築面積　326.53m2

○

A-002

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

第一種住居地域

延べ面積　756.51m2

　1,785.68　m2

一
般
共
通
事
項

仮
設
工
事

防
水
改
修
工
事

-　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

-　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）

-　建築工事標準詳細図（令和４年版）（以下、「標準詳細図」という。）　　

-　建築物解体工事共通仕様書（令和７年版）　

□

□

□



ステンレス（HL）

[3.7.2、3、7、8]

種類　- オープン形式（ - 押出250形　- 押出300形　- 押出350形　）

[3.9.2、3]

- 製造所の

指定による

- 製造所の

指定による

既存防水下地がPCコンクリート部材下地及びALCパネル下地で種別 S-C1 の場合の目地処理 

- 行う（ - 図示　-　　　　　　　　　 ）　- 行わない 

PCコンクリート部材の入隅部の増張り（種別 S-F1、SI-F1、S-C1 の場合）

- 行う（ - 図示　-　　　　　　　　　 ）　- 行わない 

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（- 1 　- 1.15 　- 1.3）倍の風圧力に対に対応した工法 　

[3.6.2、3]

種類 使用量

- 

- 製造所の

指定による

- 

- 

- 製造所の

指定による

- 

ALCパネル下地の入隅部の増張り（種別 S-C1 の場合）

- 行う（ - 図示　-　　　　　　　　　 ）　- 行わない 

種別工法

- L4X

- P1Y

-

※Y-2

- X-2

※X-1

-

施工箇所

- P0X

- P2Y

※X-2

- X-1

-

-

※Y-2

備考

高日射反

射率防水

Gの適用

脱気装置 

 - 設ける  -設けない

改修用ドレン 
-

-

 - 設ける  -設けない

脱気装置 

 - 設ける  -設けない

保護層

 - 設ける  -設けない

保護層

 - 設ける  -設けない

[3.8.2、3]

脱気装置の種類及び設置数量　 　※主材料製造所の指定による　 

9

　- シーリング充填工法　 

　- シーリング再充填工法 　

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の目地寸法　※改修標準仕様書3.7.3(a)(1)～(3)による　

　- 拡幅シーリング再充填工法　 

　- ブリッジ工法 

　　ボンドブレーカー張り 　- 適用する 　- 適用しない 　　　

　　エッジング材張り　　 　- 適用する　 - 適用しない 

種別 施工箇所

ルーフドレン

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量 

- ろく屋根用（- 縦型　- 横型） 

- バルコニー用 

- バルコニー中継用 

　※規制対象外　- 

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示　- 

鋼管製といの防露巻き　※改修標準仕様書表3.8.5による　- 

ルーフドレンの取付け 　※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填 　

11

　    　　　　　　　本体幅：（　　　）mm　板厚（　※ 2.0mm　-　　mm） 

          着色（- アンバー　- ブロンズ　- ブラック系　- ステンカラー） 

既存笠木等の撤去　- 行う（範囲　- 図示　-　　　　　　　　　） 

下地補修の工法　※図示　- 

板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示　- 

笠木の固定金具の工法等 

　　　　　　　　　- 行わない

  　　　　　　　　　　　　　　 -脱気装置の種類　　、設置数量　　個/m2

10

調査範囲　- 外壁改修範囲　　　　　 - 図示の範囲

 [1.5.2、3]1

調査報告書の部数　- 2部　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　-図示　

可とう性エポキシ樹脂2

パテ状エポキシ樹脂

 [4.2.2]

 [4.2.2]

エポキシ樹脂モルタル

ポリマーセメント

　　　　　　モルタル

3

4

5

 [4.2.2]

 [4.2.2]

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け 

塗膜防水

仕上塗料

シーリング改修工法の種類　　

シーリング材の種類、施工箇所

シーリング

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

アルミニウム製笠木

とい

施工数量調査

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

形状寸法等を調査する。

調査内容

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

（性能）

　工事建築材料等品質性能表による

[4.1.4][4.5.16]

既存塗膜等の除去、

下地処理及び下地調整

- ポリマーセメントモルタル

[4.6.3]

耐滑

り性

[4.1.5][4.2.2][4.6.5]

溶媒　※ 水系　- 溶剤系　-弱溶剤系

溶媒　※ 水系　- 溶剤系　-弱溶剤系

樹脂　※ アクリル系

耐候性　※ 耐候形3種　

上塗材

-

[4.1.5][4.7.2][表4.7.1]

種別　- A種　 - B種

- メタリック

外観　※ つやあり　- つやなし

- 伸縮調整目地改修工法

　 伸縮調整目地の位置及び寸法　 - 図示　

※ 図示

下地調整塗材3

加圧力 ※30MPa程度以上

 - 高圧水洗工法

[4.6.3]

(既存塗膜の除去範囲は処理面積の30％とする）

(既存塗膜の除去範囲は既存塗膜の劣化部とする）

- 

タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　- 行う　

- セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り 

　タイル張りの工法 　　

　　外装タイル　- 密着張り　- 改良圧着張り　- 改良積上げ張り 　

　　外装ユニットタイル　- マスク張り　- モザイクタイル張り 　 

- 有機系接着剤による陶磁器質タイル張り 　

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　- 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　- 

タイルの形状、寸法等6  ［4.2.2]

無有 無有

5

所要量の確認1

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書表4.6.1による　

 ［4.6.2]［表4.6.1]

2

試験張り　-行う　-行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　-行う　-行わない 

- 

※ 図示

- 

※ 図示

- 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　        - 行わない

-

-

-

-

- 可とう形改修

4

  ※規制対象外　- 

- 凹凸状（-吹付け-こて塗り）

- 平たん状

仕上げの形状及び工法等

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

新規仕上塗材の種類 

- ゆず肌状（-吹付け-ローラー塗り）

- 砂壁状じゅらく 

- 京壁状じゅらく 

- 厚付け仕上塗材 - 外装厚塗材C -吹放し　-凸部処理　-平たん状 

- 外装厚塗材Si

- 外装厚塗材E

防火

材料

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

 - 

マスチック塗材塗り5

- タイル張替え工法

　接着剤の種類 　

　- JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　- JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系 

　- ポリマーセメントモルタル 　

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 　　

　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　- 　

目地改修工法

- 目地ひび割れ部改修工法

処理範囲

- サンダー工法

工　法

- 塗膜はく離剤工法

※ 下地調整塗材

下地面の補修

- 水洗い工法

形状寸法

(mm) 標準

うわぐすり

施ゆう

役物

無ゆう 適用

再生材料色

特注
備考

吸水率による区分 耐凍害性

I類
施工箇所

II類 III類
の

- 可とう形改修塗材CE

- 可とう形改修塗材RE

- 可とう形改修塗材E

- 防水形複層塗材RS

- 防水形複層塗材CE

  用仕上塗材

- 防水形複層塗材RE

- 防水形複層塗材E

仕上げ塗材仕上げ

- 薄付け仕上塗材

種　　類

- 複層塗材Si

- 複層塗材E

- 複層塗材RE

- 複層塗材CE

- 外装薄塗材Si

呼び名

- メタリック

- 平たん状 - さざ波状 - ゆず肌状

- 砂壁状　　

外観　※ つやあり　- つやなし

樹脂　※ アクリル系

耐候性　※ 耐候形3種　

上塗材

-

- さざ波状

- 可とう形外装薄塗材Si

- 可とう形外装薄塗材E

- 防水形外装薄塗材E

- 外装薄塗材S

- 外装薄塗材E

- 可とう形複層塗材CE

- ひび割部

- 浮き部

- 欠損部

　　改修工法

　　改修工法

　　改修工法

G

- ゆず肌状　- 凸部処理　- 凹凸状

※ 図示

　 外壁改修部

4-4

[4.1.4][4.2.2][4.5.9～15]

 [4.1.4][4.2.2][4.5.7、8]

 [4.1.4][4.2.2][4.5.5、6]

※ 25

-

- 外壁タイル張り全面　- 図示の範囲既存タイル張りの撤去

- Uカットシール材充填工法

   撤去範囲　※ 下地モルタルまで　- 張付けモルタルまで　- タイルのみ

          - 既存タイル撤去面（- コンクリート面　- モルタル面）

改修箇所　※ 既存タイル張り面

モルタル塗替え工法 

　既製目地材　 - 使用する（形状　　　　　　）

  仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　- 

　- エポキシ樹脂モルタル　 - ポリマーセメントモルタル

コア抜取り検査　-行う 

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　- 　　

　抜取り部の補修方法　-図示　- 

　- シーリング材 　　

　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　- 　　　

　　ポリマーセメントモルタルの充填　-行う 　

　- 可とう性エポキシ樹脂 

　　接着剤の種類 　

　　- JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　　- JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系 

　　- ポリマーセメントモルタル 　

　　接着剤の種類 　

　　- JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　　- JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系 

　　- ポリマーセメントモルタル 　

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 　　

タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　- 行う  　

- セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り 

　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　- 　

　タイル張りの工法 　　

　　外装タイル　- 密着張り　- 改良圧着張り　- 改良積上げ張り 　

　　外装ユニットタイル　- マスク張り　- モザイクタイル張り 　 

- 有機系接着剤による陶磁器質タイル張り 　

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系 　- 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　 - 

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

                             （既存タイル張り撤去面）

充填量

※ 25

※ 25

(mL/箇所)

注入量

(mL/箇所)

※ 25

-

※ 50

-

- タイル部分張り替え工法

- タイル張り替え工法

※ 50

-

- 注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

- - ※　 25

　　　　　　　　-行わない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-行わない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　        - 行わない

- タイル部分張替え工法

　接着剤の種類 　

　- JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　- JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系 

　- ポリマーセメントモルタル 　

0.2以上～0.5 未満

0.5以上～1.0

- 樹脂注入工法

-  50～100　

- 100～200　

※ 200～300  

- 150～250　

-

-

-

130　

             以下

0.5以上～1.0 以下

低

中

低

低

中

※エポキシ樹脂　　低：低粘度形　　中：中粘度形 　

充填工法  　

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

浮き部改修工法

- タイル張替え工法

ひび割れ部改修工法

欠損部改修工法

- タイル部分張替え工法

注入口付アンカーピン

-

アンカーピン

※ 25

※ 20

(本/m2)

指定部

※ 16

※ 16

※ 16

※ 20

工法の種類

- アンカーピンニング部分

- アンカーピンニング全面

- 注入口付アンカーピンニング全面

- 注入口付アンカーピンニング全面

- 注入口付アンカーピンニング部分

 ポリマーセメントスラリー注入工法

- アンカーピンニング全面

 ポリマーセメントスラリー注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

※ 13

※ 9

-

※ 9

-

※ 9

-

-

-

-

-

-

-

一般部

※ 16

※ 13

-

-

-

※ 20※ 12

※ 9

-

※ 9

-

-

※ 16

※ 16

-

-

-

(箇所/m2)

一般部

※ 12

-

指定部

※ 20

-

-

-

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

-

注入口間隔(mm)

0.2以上～0.3 未満

0.3以上～0.5 未満

ひび割れ幅(mm)

注入工法

※ 自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法

- 手動式エポキシ樹脂

- 機械式エポキシ樹脂

注入工法

-

注入量（mL/m）

-

-

 70

 40

130

-

-

-

工法の種類

-

注入口付アンカーピン

-

アンカーピン

[4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

[4.1.4][4.4.2][4.4.8、9]

[4.1.4][4.2.2][4.3.7]

　[4.1.4][4.2.2][4.3.4～6]

[4.1.4][4.4.2][4.4.5～7]

※ 25

-

1

※ 充填工法

2

充填量

※ 25

※ 25

既製調合モルタル

等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

コア抜取り検査　- 行う 　　

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個 　- 　　

  抜取り部の補修方法　※図示　- 

- Uカットシール材充填工法 　

  - シーリング材 　　　

    充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　 - 　　

　  ポリマーセメントモルタルの充填 　- 行う 　

  - 可とう性エポキシ樹脂 

     - 改修特記仕様書（構造）による

コア抜取り検査 　- 行う 　　

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　- 　　

  抜取り部の補修方法　※図示　- 

- Uカットシール材充填工法 　

  -シーリング材 　　　

    充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　- 　　

　  ポリマーセメントモルタルの充填　- 行う 　

  - 可とう性エポキシ樹脂 

- 充填工法 　

　- エポキシ樹脂モルタル　- ポリマーセメントモルタル 

- モルタル塗替え工法 　

　既製目地材　-使用する（形状　　　　　　） 　

　仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示　- 

(mL/箇所)

注入量

(mL/箇所)

※ 25

-

※ 50

-

- 充填工法

- モルタル塗替え工法

※ 50

-

- 行う（※ 全面　- 図示の範囲）既存モルタル塗りの

7

　　　　　　　　- 行わない

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　- 行わない

　　　　　 　　　- 行わない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　- 行わない

0.2以上～0.5 未満

0.5以上～1.0

- 樹脂注入工法

-  50～100　

- 100～200　

※ 200～300  

- 150～250　

-

-

-

130　

             以下

0.5以上～1.0 以下

低

中

低

低

中

※エポキシ樹脂　　低：低粘度形　　中：中粘度形 　

0.2以上～0.5 未満

0.5以上～1.0

- 樹脂注入工法

-  50～100　

- 100～200　

※ 200～300  

- 150～250　

-

-

-

130　

             以下

0.5以上～1.0 以下

低

中

低

低

中

※エポキシ樹脂　　低：低粘度形　　中：中粘度形 　

ポリマーセメント

　　　　　　スラリー

6

※ 25

※ 20

(本/m2)

指定部

※ 16

※ 16

※ 16

※ 20

4-2

4-1

欠損部改修工法

ひび割れ部改修工法

- ポリマーセメントモルタル

- パテ状エポキシ樹脂

- エポキシ樹脂モルタル

- 可とう性エポキシ樹脂

- シール工法

浮き部改修工法

欠損部改修工法

工法の種類

- アンカーピンニング部分

- アンカーピンニング全面

- 注入口付アンカーピンニング全面

- 注入口付アンカーピンニング全面

- 注入口付アンカーピンニング部分

 ポリマーセメントスラリー注入工法

- アンカーピンニング全面

 ポリマーセメントスラリー注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

※ 13

※ 9

-

※ 9

-

※ 9

-

-

-

-

-

-

-

一般部

※ 16

※ 13

-

-

-

ひび割れ部改修工法

※ 20※ 12

※ 9

-

※ 9

-

-

※ 16

※ 16

-

-

-

(箇所/m2)

一般部

※ 12

-

指定部

※ 20

-

-

-

- パテ状エポキシ樹脂

- 可とう性エポキシ樹脂

- シール工法

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

注入口間隔(mm)

0.2以上～0.3 未満

0.3以上～0.5 未満

ひび割れ幅(mm)

注入工法

※ 自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法

- 手動式エポキシ樹脂

- 機械式エポキシ樹脂

注入工法

-

注入量（mL/m）

-

-

 70

 40

130

-

-

-

工法の種類

注入口間隔(mm)

0.2以上～0.3 未満

0.3以上～0.5 未満

ひび割れ幅(mm)

注入工法

※ 自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法

- 手動式エポキシ樹脂

- 機械式エポキシ樹脂

注入工法

-

注入量（mL/m）

-

-

 70

 40

130

-

-

-

工法の種類

耐震壁増設

5.0

（収縮）

長さ変化率

保水係数 0.35～0.55   粘調係数 0.50～1.00

3 以上 3％ 

広がり速度

(cm/s)

5.0

（材齢28日）

0.5

以上 以上

（材齢28日）

引張接着性 曲げ性能

15％ 以下

以上

（72時間）

吸水性 耐久性

N/mm
2

N/mm
2

N/mm
2

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

 [4.2.2]

 [4.2.2]

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤

1

撤去

8

□

たてどい受金物の取付け　※図示　-　撤去前取付位置に倣う

4
調査時期　- 外壁仕上げ等除去前　　 - 外壁仕上げ等除去後

3

4

4

3

4-3

2

1

-凹凸状　-ひき起こし　-かき落とし  　

-上塗材　　-適用する　-適用しない 

- 着色骨材砂壁状（-吹付け-こて塗り） 

（劣化曲げ強さ）

- 複層仕上塗材

縮尺

図面No

図面名称設計

工事名称

といの材種   ※ 配管用鋼管 　- 硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）　- 

　    - 板材折曲げ形（ - オープン形式　- シール形式　） 

表面処理　種別（　　　）種　皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　-　　　） 

建築基準法に基づき定まる風圧力の（- 1   - 1.15　 - 1.3）倍の風圧力に対に対応した工法 　

建築工事　改修特記仕様書　No.2

福山市上下水道局

A-003

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

2025年8月

外
壁
改
修
工
事

外
壁
改
修
工
事
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

□



- アルミニウム製建具

建具の種類

- ステンレス製建具

- 鋼製軽量建具

改修工法

- 鋼製建具

撤去工法かぶせ工法

-

-

-

-

-

- 外部

- 内部

-

-

-

-

適用箇所

-- 樹脂製建具

新規に建具を設ける場合 

　壁部分の開口の開け方　※図示　- 　

  新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　- 

- 建具表による　- 

- 建具表による　- 

- 建具表による　- 

- 建具表による　- 

- 建具表による　- 

防犯建物部品

建具見本の程度　　- 工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

                  - 納まり等がわかる程度のもの

特殊な建具の仮組　- 行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　

- 適用する（　　　　　　）　適用箇所（- 建具表による 　-　　　　）

- 適用しない 

アルミニウム製建具

  外部に面する建具　- A種（建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

　防音ドアセット、防音サッシ　　　　- 適用する　遮音性の等級（　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ　  　　- 適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　　 - 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

□G

性能等級

 　　　　　　　　　 - B種（建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

　　　　　　　　　　- C種（建具符号：- 建具表による 　-　　　　)

                                     （建具符号：- 建具表による　 -　　　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

                                     （建具符号：- 建具表による　 -　　　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

　　　　　　　　　- 行わない

見本の製作等

防火戸

- 適用する　適用箇所（- 建具表による　-　延焼の恐れのある部分　） 

-適用しない 

建具見本の製作　　- 行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　- 行わない

　断熱ドアセット,断熱サッシ　  　- 適用する　断熱性の等級（ - H-4  - H-5  - H-6  -　）

                                    （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

         　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

枠の見込み寸法　- 建具表による 　- 

表面色　※標準色　- 特注色 

水切り板、ぜん板　　※図示　 -  

鋼製建具

  簡易気密型ドアセット　　　　     - 適用する

性能等級

  外部に面する建具の耐風圧性　     - S-4（建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

 　　　　　　　　　　　　　        - S-5（建具符号：- 建具表による　 -　　　　）

　断熱ドアセット,断熱サッシ　  　　- 適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　　 - 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

              材料      めっき付着量

- JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

            厚さ

- JIS G 3317（溶融亜鉛-5％アルミニ

※Z12又はF12　 - 標準仕様書表5.4.2による

-

　ウム合金めっき鋼板）

※Y08　

鋼板

ガラス　※複層ガラス　

  　　　　　　　　　　　　　　       （建具符号：- 建具表による 　-　　　　　） 

        　　 　　　　　　　　      - 適用しない 

                                    （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

         　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

樹脂製建具

                   着色（- アンバー　- ブロンズ　- ブラック系　- ステンカラー） 

                   着色（- アンバー　- ブロンズ　- ブラック系　- ステンカラー）

網目

※ 16～18メッシュ 

網目寸法15mm

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

枠の見込み寸法　　-　建具表による　

表面処理 

                   皮膜等の種類（※改修標準仕様書表5.2.2による　-　　） 

  外部に面する建具　- B-1種　- B-2種   - 　

  屋内の建具　　　　- C-1種　- C-2種　 - 

                   皮膜等の種類（※改修標準仕様書表5.2.2による　-　　） 

結露水の処理方法　- 図示 　- 

水切り板、ぜん板　- 図示 　- 

材種種類 線径

- 

※ 0.25mm以上※合成樹脂製 - 防虫網

- 防鳥網

- ガラス繊維入り合成樹脂製 

- ステンレス(SUS316)製 

ステンレス(SUS304)線材 1.5mm

- 

網戸等

  外部に面する建具　- A種（建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

　防音ドアセット,防音サッシ　　　- 適用する　遮音性の等級（ - T-1　- T-2 ）

性能等級

 　　　　　　　　　 - B種（建具符号：- 建具表による　 -　　　　）

　　　　　　　　　　- C種（建具符号：- 建具表による　 -　　　　)

　防音ドアセット,防音サッシ　　　　- 適用する　遮音性の等級（　　）

 　　　　　　　　　　　　   　     - S-6（建具符号：- 建具表による 　-　　　　） 

 　　　　　　　　　　　　   　     - 既存のまま 

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　- 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　- 図示

ビニル床シート等の除去　　　※ 仕上げ材のみ（接着剤とも）

合成樹脂塗床材の除去工法　

改修後の床の清掃範囲　　　

- 下地モルタルとも（- 図示の範囲　- 除去範囲全て）

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※ 既存のまま　- 図示

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

既存床の撤去及び

下地補修

2

3

改修範囲1

 [6.2.2]

[6.3.2]

 [6.1.3]

既存壁の撤去及び

下地補修

                            - 機械的除去工法　- 目荒し工法

ガラス用フィルム

性能値名称

- ガラス飛散防止フィルム　　 - 内張り　- 外張り

張り面

飛散防止率D1

- 日射調整フィルム

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

モルタルは、4章外壁改修工事による。

  ※ 改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

 （塗り厚25mmを超える場合の補修　- 行う　- 行わない） 

[6.5.1]木下地等の表面仕上げ

[6.5.2]

　　　　　　　　　　　※ 改修箇所の室内　

-

品質　JIS A 5759による

GS

種類

G

表面仕上げの種別 適用箇所

 - A種

 - C種

 - B種

6

製材

4

- 「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

- 「製材の日本農林規格」以外の製材

- 代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　- 

    施工箇所 　　　　　　見付け材面の品質
の適用

間伐材等

-　　　

-　　　

-　　　

  樹種

※1等　　- 2等

　(mm)

　寸法

- 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※1等　　- 2等

※1等　　- 2等

    施工箇所  見付け材面の品質
の適用

間伐材等

-　　　

-　　　

-　　　※1等　　- 2等

　(mm)

　寸法

- 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

　の樹種

　 芯材

  の樹種

 化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板

- 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

    施工箇所 　見付け材面の品質
の適用

間伐材等

-　　　

  樹種
　(mm)

　寸法
　　　含水率

- 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

※15％以下　

造作用集成材 G

             施工箇所
の適用

間伐材等

-　　　

-　　　

-　　　

　(mm)

　寸法

- 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

　の樹種

　 芯材

  の樹種

 化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板

[6.5.2]

※1等　　- 2等

※1等　　- 2等

  施工箇所
の適用

間伐材等
   樹種

(mm)
      等級

※1等

※1等

　　　形状 　  含水率

※10％以下

 寸法

- A種  - B種

※10％以下

- A種  - B種

  施工箇所
の適用

間伐材等
   樹種 含水率

（　　　　） 

(mm)

 寸法  防虫処理 造作材の材面

    の品質

 造作材の場合 

（※A種  - B種） 

 難燃処理

※A種　- B種

-

　の適用 　の適用

    施工箇所
の適用

間伐材等

-　　　

　(mm)

　寸法
 含水率

※15％以下

-

    施工箇所
の適用

間伐材等

-　　　

- 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

の厚さ(mm)

化粧薄板 見付け材

面の品質

  含水率

※15％以下

-

の厚さ(mm)

化粧薄板見付け材

面の品質　(mm)

　寸法

　の樹種

　 芯材

  の樹種

 化粧薄板

　の樹種

　 芯材

  の樹種

 化粧薄板

見え掛り面以外 ※ 小節以上

-

-

-

※A種  - B種

-

6

  施工箇所       等級
の適用

間伐材等
   樹種 　  含水率

- 「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

※2級

　　　形状

※2級

※2級

(mm)

 寸法

※A種  - B種

※A種  - B種

※A種  - B種

  施工箇所
の適用

間伐材等
樹種

- 「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

　　　形状
(mm)

 寸法
      等級 　  含水率

※A種  - B種見え掛り面 ※ 上小節

-　　　

-　　　

-　　　

-　　　

-　　　

-　　　

-　　　

-　　　

-　　　

スラット及びシャッターケース用鋼板

  - JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板） 

     めっき付着量（※Z06又はF06　-　　　　　） 　

スラットの形状　- インターロッキング形　- オーバーラッピング形 

  鋼板の種類　　　- JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

                  - JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板） 　

　めっきの付着量　※Z12又はF12　- 

軽量シャッター

開閉形式　※手動式　- 上部電動式（手動併用） 

耐風圧強度（　　）N/m2 

スラットの材質 

　- JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板） 

     めっき付着量（※AZ90　-　　　　　） 

オーバーヘッドドア

ガラス

- 合わせガラス

ガラスブロック

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　- 設ける（形状　※図示　　-　　　　　　） 　　　　　　　　　　

　                    - 設けない 

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS304)　- 　　　

      寸法　※径5.5mm　- 　　　

      形状　※はしご形状複筋及び単筋　- 

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　） 

金属製化粧カバー　材質　- ステンレス製　- アルミニウム製 

　　　　　　　　　寸法　- 図示　 - 　

　　　　　　　　  形状　- 図示 　- 

工法 

18

目地部の力骨の補強方法 　

※ガラスブロック製造所の仕様による　- 図示 　- 

  ガイドレール 

※溶融亜鉛 ※バランス式 

   収納形式

  による区分 

- スタンダード形 

- ローヘッド形 

- ハイリフト形 

- バーチカル形 

     の材質 

　めっき鋼板 - チェーン式 

    セクション材料 耐風圧 区分

      による区分 

※スチールタイプ 

(Pa) 

- アルミニウムタイプ - 100 

- ファイバーグラスタイプ - 電動式 

開閉方式 

- 125 

による区分 

- 75 

- 50 

- I類- フロート板合わせガラス 

      性能         品種

- フロート合わせガラス

                構成種類

- 熱線吸収、フロート板合わせガラス 

- 網入磨き、フロート板合わせガラス 

- 網入磨き、熱線吸収板合わせガラス - III類 

- 網入磨き合わせガラス

- 熱線吸収強化ガラス 

- 型板ガラス - 型板強化ガラス

- フロートガラス - I類　- III類- フロート強化ガラス 

      性能材料板ガラスによる種類                   種類

- 強化ガラス

-U-3-1　-U-3-2 

　[5.13.5]

               品種

- 熱線吸収フロート板ガラス

      性能

- 熱線吸収網入磨き板ガラス

- 1種　　- 2種

- 熱線吸収板ガラス

                         品種

- 断熱複層ガラス

- 日射熱遮へい複層ガラス

- 複層ガラス

                         品種

- 熱線反射ガラス 　　

  色調（- ブロンズ　- シルバー） 

- 熱線反射ガラス

  色調（- ブルー　- グレー） 

- 高性能熱線反射ガラス 　　

反射被膜面　- 内面　- 外面 

映像調整　　- 行わない　- 行う  

            材料板ガラスによる種類の名称

- フロート倍強度ガラス

- 熱線吸収倍強度ガラス

- 倍強度ガラス

      建具の種類

アルミニウム製

         ガラス留め材

- ガスケット 　

鋼製及び鋼製軽量

- シーリング材 

- シーリング材 

ガラスの留め材及び溝の大きさ

  - グレイジングチャンネル形 

  - 　

ステンレス製

  - 　

- シーリング材 

  - 　

クリア

-

 平積み

※8～15 

- 

乳白

  色調  表面

  形状

  呼び寸法  厚さ       目地幅(mm)

- 15～25

- 正方形

- 長方形

- 125*125

- 160*160

- 200*200

- 320*320

- 250*125

- 320*160

80

- 95 

- 125 

95

80

95

- 95 

- 125 

-

- -

- -

- -

- -

- -

(mm)(mm)

- ブルー　- グレー　- ブロンズ

             色調

  断熱性

- 2種

U1 - 1種

 日射熱遮へい性

- 4種

- 3種

- 5種

U2 

E4

E5 

日射熱遮へい性

- 2種

A種- 1種

     耐久性

- 3種

- A種　- B種

B種

              -

             色調

-ブルー　-グレー　-ブロンズ

　　 ガラス溝の大きさ(mm)

 - 

  曲面積み

  伸縮調整 

  目地(mm) 

※無し

- 有り 

外側 ※15以下 

　　 -  

内側 ※6以上 

　　 -  

※6m以下ごとに

 幅10～25 

- 図示  

- 

※改修標準仕様書表5.13.1による 

※改修標準仕様書表5.13.1による 

※改修標準仕様書表5.13.1による 

 - ステンレス鋼板 

- II-1類 - II-2類 

- 図示 

- 図示  - 

- 図示  - 

建築基準法に基づき定まる風圧力の（- 1　- 1.15　- 1.3）倍の風圧力に対に対応した工法 　

防火性能

鋼製軽量建具

性能等級

鋼板　※ 亜鉛めっき鋼板　- ビニル被膜鋼板  - カラー鋼板  - ステンレス鋼板

　耐震ドアセット　　　　　　　　　 - 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

                                     （建具符号：- 建具表による　 -　　　　）

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　　　　　 （建具符号：- 建具表による 　-　　　　） 

鋼板の厚さ　- 改修標準仕様書表5.5.1による　

　防音ドアセット、防音サッシ　　 　- 適用する　遮音性の等級（　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ　   　- 適用する　断熱性の等級（　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

  簡易気密型ドアセット　　　　　　 - 適用する

        　　                       - 適用しない 

性能等級

 　　　　　　　　　　　　 　　　　 - S-6（建具符号：- 建具表による 　-　　　　） 

  外部に面する建具の耐風圧性　　　 - S-4（建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

 　　　　　　　　　　　　　　 　　 - S-5（建具符号：- 建具表による 　-　　　　）

  簡易気密型ドアセット　　　　　　 - 適用する

  　　　　　　　　　　　　　　　　 　（建具符号：- 建具表による 　-　　　　  　） 

        　　 　　　　　　　　　　　- 適用しない 

召合せ、縦小口包み板の材質　※鋼板　- 建具表による 

　防音ドアセット,防音サッシ　　　　- 適用する　遮音性の等級（　　）

　断熱ドアセット,断熱サッシ　  　　- 適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　　 - 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

□G

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　    　　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

                                     （建具符号：- 建具表による　 -　　    　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

                                     （建具符号：- 建具表による 　-　    　　　）

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

　建具表による） 

（性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

- 錠前類 【レバーハンドル】

（性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

- クローザ類

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

（品質）

　工事建築材料等品質性能表による

　工事建築材料等品質性能表による

　工事建築材料等品質性能表による

自動ドア開閉装置

 自動ドア      性能

- SSLD-1 

   凍結防止

- SSLD-2 

※改修標準仕様

- 行う 

（適用箇所は 

- DSLD-1 -

- DSLD-2 

- SWD-1 

- SWD-2 

- 図示

- 適用する 

- 適用しない 

     防錆

- 行わない 

      センサーの種類

- マットスイッチ 

- 光線（反射）スイッチ 

- 熱線スイッチ 

- 音波スイッチ 

- 光電スイッチ 

- 電波スイッチ 

- タッチスイッチ 

- 押しボタンスイッチ

- ペダルスイッチ 

- 多機能トイレスイッチ 

書表5.8.1による

-

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

※改修標準仕様

-

書表5.8.2による

マスターキー　- 製作する　    - 製作しない   　- 既存のマスターキーに合わせる 

その他の鍵　　※ 各室3本1組　- 

鍵箱　　　　　- 無　          - 有 

建具用金物

- 錠前類 【シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠】 

鋼板（屋外）　-SUS430J1L、SUS443J1、SUS304　- 

鋼板（屋内）　※SUS430、SUS430J1L、SUS443J1、SUS304　- 

表面仕上げ　  ※HL    - 鏡面仕上げ 　- 

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　- 角出し曲げ 

金物の種類及び見え掛り部の材質等　※ 改修標準仕様書表5.7.1による　-　

樹脂製建具に使用する丁番　※ 改修標準仕様書表5.7.3による　- 

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　- 建具表による 　- 

自閉式上吊り引戸装置

性能　　　※ 改修標準仕様書表 5.9.1 による　

（試験）

　工事建築材料等品質性能表による

重量シャッター

開閉機能による種類　※ 上部電動式（手動併用） - 上部手動式　

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

- 屋内用防火シャッター

- 屋内用防煙シャッター

- 外壁用防火シャッター

- 管理用シャッター

シャッターの種類

耐風圧強度 (           ) N/m

耐風圧強度 (           ) N/m
2

2

　　　　　　　　　　　耐風圧強度

　※改修標準仕様書 5.10.2(d)(4)(i)かつ(iii)

管理用シャッターのシャッターケース　　- 設ける　- 設けない　　

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

鍵

ステンレス製建具

[5.11.2～4]

[5.12.2、3]

[3.7][5.13.2～4][表5.13.1]

　[5.10.2、3]

　[5.9.3]

　[5.8.2、3

[5.7.4] 

 [5.7.2、3]

 [5.2.2] [5.4.2] [5.6.2～5]

 [5.2.2][5.5.2～4] [5.1.3]

 [5.1.5]

[5.1.4]

 [5.1.7]

　[5.2.2～5][表 5.2.2]

　[5.2.3]

　[5.2.2][5.3.2～5]

　[5.2.2][5.4.2～4][表 5.4.2]

G

         　　　　　　　　　　　　　- 適用しない 

□

G□

7

6

5

3

4

2

5

-

- 建具表による　- 

1

13

14

12

11

10

9

8

G□

16

17

15

19

耐震スリット設置に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

□

  - 図示 

5 G□

□

縮尺

図面No

図面名称設計

工事名称

建築工事　改修特記仕様書　No.3

福山市上下水道局

A-004
2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

建
具
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

-



- 普通合板

施工箇所
の適用

間伐材等

-　　　

(mm)

厚さ

-構造用合板

防虫処理

※1類

の樹種名

  表板

の程度

 接着

※C-D以上

  　　 施工箇所
(mm)

厚さ

- パーティクルボード

※P又はM

※12

-

強度等級

※13タイプ

　　難燃性　 接着剤　曲げ強さ

       施工箇所
　　　(mm)

　　厚さ

- 構造用パネル

　　                    等級

床張り用合板等 G

- 特類 -

※2級以上

- 1級

  等級 板面の品質

※15

- - -

[6.5.2]
ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　- 

G

G

- 指定する

- 指定しない

(        )

G

 係数比

有効断面

 による区分  による区分  による区分

     表裏面の状態

     による区分

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

[6.5.2]

    施工箇所 　　　　　　　表面の化粧加工
の適用

間伐材等

-　　　
- 有り（加工　- 天然木加工  - 塗装加工）

　(mm)

　厚さ  防虫処理

- 無し（等級：　　　　　　）

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

    施工箇所 　　　　　表面の品質
の適用

間伐材等

-　　　

　(mm)

　厚さ

- 無し（　　　　　　　　　　）

- 有り

 防虫処理
 含水率

※14%以下

造作用単板積層材

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　- 

(加工-天然木加工-塗装加工)

7

-

 (mm)

 厚さ  防虫処理

※1類

接着の程度

※2等以上  - 1等

※C-D以上 

※5.5

- - 2類

広葉樹

針葉樹

表面の樹種名

-
※1類 ※2等以上  - 1等

※C-D以上 

※5.5

- - 2類

広葉樹

針葉樹

  の適用

の適用

-　　　

-　　　

-　　　

の適用

の適用

-

-

[6.5.5]防腐-防蟻処理

- 防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

ホルムアルデヒドの放散量 ※ 規制対象外  -    

　　保存処理性能区分

- K2  - K3  - K4

                適用部位

- 薬剤の塗布等による防腐-防蟻処理

                          処理の方法

※改修標準仕様書6.5.5(a)(iii)2ア～エによる　

※改修標準仕様書6.5.5(a)(iii)2ア～エによる　

     適用部位

※改修標準仕様書6.5.5(a)(iii)2ア～エによる　

- 薬剤の加圧注入による防腐-防蟻処理

- ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐、防蟻処理 　　

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

- K2  - K3  - K4

- K2  - K3  - K4

軽量鉄骨天井下地

      周辺部の端からの間隔　- 図示 　- 

野縁等の種類

[6.6.2～4]

- 屋外の軒天井、ピロティ天井等

      野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　- 図示　 - 

　屋外（※ 25 形　- 19 形）　屋内（※ 19 形　- 25 形）

工法 

      野縁の間隔　- 図示 　-  

- 吊りボルトの間隔が900mmを超える場合 

- 天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 

- 天井のふところが3.0mを超える場合 

  補強方法　※図示　- 増し吊り

  補強方法　※改修標準仕様書6.6.4(h)(1)(2)による　

11

既存の埋込みインサート　- 使用する　- 使用しない 

あと施工アンカーの引抜き試験　- 行う（屋外の試験荷重：　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　　　　　　　- 行わない 

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

　- 図示　　

建築基準法に基づき定まる風圧力の（- 1　- 1.15　- 1.3）倍の風圧力に対に対応した工法 　

  補強方法　※改修標準仕様書6.6.4(h)(1)(2)による他、構造計算にて確認する　

[6.5.3、4] [6.8.2] [6.9.3] [6.11.4、5]接着剤

- 1級　　- 2級　　- 3級　　- 4級

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

- 天井下地材における耐震性を考慮した補強 

　補強箇所　※図示　- 　

　補強方法　※図示　- 

軽量鉄骨壁下地

スタッド、ランナーの種類　

[6.7.3] [表6.7.1]

　※改修標準仕様書 6.7.1 によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　 

スタッドの高さが5mを超える場合　※図示　- 

遮音シール材　　　- 適用する（- シーリング材　- ジョイントコンパウンド）

 　　　　　　　　 - 適用しない 

合板類、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　- 

合板類の張付け　　※B種  - A種　

せっこうボードの目地工法　　- 仕上げ表による　

モルタル塗り [6.15.3、6]

吸水調整材は、改修工事標準仕様書表4.2.2による。 

既製目地材　- 設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　-　　　　　） 　

　　　　　　- 設けない 

床目地　　　- 設ける（工法※押し目地　-　　　　　　）

　　　　　　- 設けない 

- 防水剤 

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

タイル張り [6.16.2～4]

伸縮調整目地の位置　床タイル　（※縦、横とも4m以内ごと　- 図示 　-　　　） 　

　　　　　　　　　　床タイル以外　　（- 図示 　-　　　）  

- セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り　 

　タイルの形状、寸法等 

試験張り　- 行う　- 行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　- 行う　- 行わない 

- 既製調合モルタル

  モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤

  等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

- 接着剤による陶磁器質タイル張り

　タイルの形状、寸法等 

試験張り　- 行う　- 行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　- 行う　- 行わない 

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　- 

セルフレベリング材

塗り

種類　- せっこう系　- セメント系 

塗厚(mm)　- 

[6.17.2、3]

23

24

25

せっこうボード等の下地は図示による。

壁紙の種類

その他

壁紙張り

施工箇所

チック

プラス紙 繊維

※ 不燃  - 準不燃

防火種別
無機質

備考

[6.14.2、3]

※ 不燃  - 準不燃

※ 不燃  - 準不燃

※ 不燃  - 準不燃

モルタル-プラスター面の下地調整　※RB種 　

コンクリート-ALC面の下地調整　   ※RB種 　

せっこうボード面の下地調整　　　 ※RB種 　

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

22

- 既製調合目地材

（品質-性能）

　建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　建築材料等品質性能表による

   (mm)

  備考   施工箇所
形状/寸法

標準

うわぐすり

施ゆう

役物

無ゆう

色

特注

吸水率による区分 再生材料

適用

耐凍害性

有 無

耐滑

有 無 り性I類   II類  III類
の

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

畳敷き

フローリング張り

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外 

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート　

現場塗装仕上げ　- 行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

　                  ※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

  単層フローリング G

複合フローリング G

                - 行わない

　                  - オイルステインの上、ワックス塗り

　                  - 生地のままワックス塗り

種別　- A種　- B種　- C種　- D種（畳床：-KT-I-KT-II-KT-III-KT-K-KT-N　） 

            - ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

20

のボード張り

せっこうボードその他

19

21

      種類

- フローリング

- フローリング

- 釘留め工法

- 

※ なら

  樹種
 厚さ

- 無塗装品

  仕上塗装

- 塗装品

間伐材等

の適用

-

　　  工法

- モザイクパー

    大きさ

- 釘留め工法

- 接着工法

 (mm)

- 接着工法

接着工法

※ なら

- - 無塗装品

- 塗装品
-

- 

- 無塗装品

- 塗装品- - 

15 板幅75 

板長さ500以上   (根太張り）

  (直張り） - 

※ なら

- 

※ なら

板幅75 

板長さ300以上 

板幅75 

板長さ300以上 

- 12以上

- 

- 12以上

- 

15 303*303

-

-

     種類

- 

※なら

 樹種

- 無塗装品

塗装仕上げ

- 塗装品

間伐材等

の適用

-

　  工法 防湿処理種別

- A種

- B種

※C種

- 適用する- 天然木化粧

   複合フロー

   リング

-釘留め工法

  (根太張り）

-接着工法

- 適用しな

  い

※なら

- 

-釘留め工法

  (直張り）

厚さ/大きさ

  （mm）

板厚 

- 8以上 - 

板幅 

- 75以上 

板長さ 

   900以上

-

- ハードボード（化粧）

- ハードボード（素地）

- けい酸カルシウム板

- ロックウール化粧吸音板

- せっこうラスボード

- 強化せっこうボード

- メラミン樹脂化粧板

- 単板張り

- 化粧せっこうボード

- 不燃積層せっこうボード

- シージングせっこうボード

- ミディアムデンシティ

- せっこうボード

（木目）

- 普通合板

ファイバーボード

パーティクルボード

G

種　　類

- 普通木毛セメント板

- 硬質木毛セメント板

G

G

- 普通木片セメント板 G

- 硬質木片セメント板 G

12.5 （不燃）幅 440mm 程度

- 10　 - 12　 - 15　 - 18      

- 無研磨板     　　- 研磨板

- 2.5　- 3.5　- 5　- 7 

- 3　　- 7　　- 9　　- 12      

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　-　　　）

模様（- 柾目　- 板目） 専用下地材有り

9.5 (不燃) 

  - 化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　 - 化粧無（下地張り用） 

- 12.5 （不燃）　- 15 （不燃）

12.5 （※ 不燃　- 準不燃）

9.5

- 内装用　　　- 外装用 

VN VS

（- 9   　　　- 12     　 -　　　　　　　 ）

- フラットタイプ

タイプ 2（無石綿）  - 6　- 8  

- 15　　- 20　　- 25　　

- 15　　- 20　　- 25　　

厚さ(mm)、規格等

- 30 　

- 12　  - 15　  - 18　  - 21　 

- 中質木毛セメント板 G - 15　　- 20　　- 25　　

- ロックウール吸音ボード1号

- グラスウール吸音ボード号32K

- 25　　- 

- 25(ガラスクロス包）　　- 

表面の樹種 

　生地、透明塗料塗り 

（※ラワン程度　-　　　 　　） 

  不透明塗料塗り 

（※しな程度 -　 　　　　） 

板面の品質（　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

-防虫処理

- ポリエステル樹脂化粧板

- 化粧

パーティクルボード - 塗装 

- 単板オーバーレイ     -プラスチックオーバーレイ 

- 10（難燃）- 12（難燃）-  

- 未研磨板（- スタンダード　- テンパード） 

- 研磨板　（- スタンダード　- テンパード） 

- インシュレーションボード

- 9　　- 12　 - 15　 - 18  

 A級（ - 天井仕上げ　 - 内装仕上げ　 - 　　）

JIS

記号

- 天然木化粧合板 化粧板の樹種名（　　　　　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

-防虫処理

- 特殊加工化粧合板 化粧加工の方法 （- オーバーレイ  - プリント  - 塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

厚さ(mm)（　　　） 

-防虫処理

G

- 化粧せっこうボード

                （トラバーチン模様）

9.5（準不燃）

 HW 

 MW 

 NW 

 HF 

 NF 

0.8FK 

 DR 

RW-B 

GW-B 

GB-NC 

GB-S 

GB-F 

GB-L 

GB-D 

1.0FK 

GB-R 

GB-D 

 MDF

 HB  

 IB 

DV DO

DC

RN

RS

DI DE

て少ない材料を使用したものとする。

- 凹凸タイプ

（- 12   　 　- 15     　 -19 　　　-　　）

　 ボード1等

　 ブロック1等

　 ケット1等

接着の程度（- 1類　 - 2類 ） 

接着の程度（- 1類　 - 2類 ） 

接着の程度（- 1類 　- 2類 ） 

工法　　※ 熱溶接工法　- 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

厚さ(mm)

※ 2.0

- マーブル柄 

特殊機能

- 帯電防止 

- 防滑性 

- 耐動荷重性 

- 耐薬品性 

備考

　帯電防止　- 帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

 　　　　　　 又は滞積電気抵抗値（JIS A 1454）1*10 ～1*10 Ω程度

-

厚さ(mm)

※ 2.0- 300*300 

- 450*450 

備考

- 2.5

- 3.0

- 2.0

- 3.0

- 

特殊機能

- 帯電防止

- 防滑性

- 300*300 - 帯電防止

- 防滑性

- 帯電防止

- 防滑性

　帯電防止　- 帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

総厚さ（mm）

※ 6.5

--- 第二種

※ 500*500※ 第一種

種別 寸法 備　考

       帯電性

- 適用する 

（性能： ※人体帯電圧 

  備考

- アキスミンスター カ-ペット (標準品)  3kv以下  - 　　 ）

- 適用しない 

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　

        帯電性

- 適用する 

（性能： ※人体帯電圧 

パイル長さ（mm） 　　 工法   備考

- 5～7  - 

- 4～6　 - 

※全面接着工法 

- グリッパー 工法  

- 4　　  -   3kv以下  - 　　 ）

- 適用しない - 

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm 　- 

- ニードルパンチカーペット 

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き 　- 模様流し 　-　　  　　

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し 　- 市松敷き 　- 

見切り、押え金物　- 適用する（材質、形状等　※図示　-　　　　　）

 　　　　　　　　 - 適用しない 

塗料のホルムルデヒドの等級　※規制対象外

  帯電性　  - 適用する（性能：※人体帯電圧3kv 以下　-       　） 　　　　

- 第二種

- 第一種 ※ 6.5

--

※ 500*500

- 第二種

- 第一種 ※ 6.5

--

※ 500*500

          仕上げの種類

※平滑仕上げ　 

- 防滑仕上げ -つや消し仕上げ 

  施工箇所 　　   工法

- 薄膜流し展べ 工法 

- 厚膜流し展べ工法 

- 平滑仕上げ 

- 防滑仕上げ 

- 樹脂モルタル工法 

工程 

  塗布量（kg/m2）  

  - 

　表面仕上げ       

　- 平滑　- 防滑 

　溶剤          　 

　- 水性色  - 溶剤系  - 無溶剤系 

　仕上げ色         

　- 標準色  - 

施工箇所

                                                                     7        10

 　　　　　　 又は滞積電気抵抗値（JIS A 1454）1*10 ～1*10 Ω程度
                                                                     7        10

ビニル床シート

ビニル床タイル G

ゴム床タイル　

ビニル幅木

13

14

15

16

   発泡層の

   発泡層の - 無地

JIS 記号

※FS

種類 色柄

- 無地-

- 柄物

-　 ないもの

   あるもの

特殊機能 

 　　　　　 - 　　

施工箇所

- FT

施工箇所JIS記号 色柄

- 無地

- 無地

- FOA

- KT

- 柄物

- 柄物

寸法

　(複層ビニル床タイル)

　(置敷きビニル床タイル)

　(コンポジションビニル床タイル)

- 500*500- 無地

- 柄物

特殊機能 

 　　　　　 - 　　

  防滑性　　- 

材質　　　- 軟質　　- 硬質 

厚さ(mm)　※1.5以上　- 

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

厚さ(mm)  - 3.0　 - 4.5　 - 6.0　　- 9.0 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

     織り方  色柄等

- ウィルトン カーペット 

- ダブルフェースカーペット 

- 無地 

- 柄物 

-

-

　　(複層ビニル床シート)

高さ(mm)  ※60

合成樹脂塗床18

- タイルカーペット

- カット-ループ併用

- カットパイル

※ ループパイル

パイル形状

- カット、ループ併用 - C種

- タフテッドカーペット

  　　パイル形状

- ルーフパイル 

- カットパイル 

- カット、ループ併用 

- レベルループパイル

  厚さ（mm）（　　） 

　          - 適用しない 

  備考（　　　　　　） 

- 厚膜型塗床材

       種別 

　弾性ウレタン樹脂系塗床 

- 厚膜型塗床材 

　エポキシ樹脂系塗床 

- 厚膜型塗床材 

- 薄膜型塗床材 

- アクリル樹脂塗床 

 （JIS K 5970） 

カーペット敷き17

- 織じゅうたん

 種別   パイル形状

- ルーフパイル 

- カットパイル 

- B種

- A種

[6.12.2]

[6.8.2、3]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.9.3、4] [表6.9.1]

[6.10.2、3]

[6.13.2、3]

[6.11.2～7]□G

8 □

□

　 　　　板面の品質  施工箇所

□

 の適用

間伐材等

□

9

10

12

G□

□

- 450*450 

- 500*500 

              　　- 75　　- 100

□

□

下地の種類　- 標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　

G□

□
□
□
□
□

□

□

G□

G□

G□

G□

G□

G□

- 15 (不燃)- 9.5　- 12.5 - 12.5 (不燃)     

G□

G□

縮尺

図面No

図面名称設計

工事名称

建築工事　改修特記仕様書　No.4
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吸音材26
　　　　　材料                       種類                    　　　厚さ（ mm ）               　　　　品質規格

グラスウール                           グラスウール吸音ボード　32 K                                    -　25  -　50  -　[ ]

ボードの表面のガラスクロス JIS R 3414 による EP18A程度 

留付方法 

- ステンレス製あと施工アンカー留め

- 固定タイプ 

- 取外し再取付可能タイプ 

- 樹脂製断熱アンカー留め  

- スピンドル鋲留め化粧ワッシャー押え 

(不燃) (不燃)

(不燃) (不燃) (不燃)

A-005
2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

   (mm)

  備考   施工箇所
形状/寸法

標準

うわぐすり

施ゆう

役物

無ゆう

色

特注

吸水率による区分 再生材料

適用

耐凍害性

有 無

耐滑

有 無 り性I類   II類  III類
の

G□



　[7.2.1～7]

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

下地調整2

下地面の種類

モルタル、プラスター面

木部

下地調整の種別

※RB種　

ひび割れ部の補修

鉄鋼面

亜鉛めっき面

亜鉛めっき面（鋼製建具）

  ※規制対象外　 -  

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　- 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　） 

塗替え 新規

 - RA種 - RB種

※RB種　  RA種 

※RB種　  RA種 

※RB種　  RC種 

※RB種　  - RA種 - RB種

※RB種　  RA種 コンクリート面(DP以外)、

-  RA種 コンクリート面(DP)、

※RB種　

ALCパネル面

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

 - RA種 - RB種

-

- 行う

- 行わない

- 行う

- 行わない

- 行う

- 行わない

  -

錆止め塗料塗り [7.3.2、3]

錆止め塗料塗りの種別

　　　　工程

※C種　

　　　塗料

塗替え 

新規鉄鋼面見え掛り 

新規見え隠れ 

　　　　　　　　　　塗装面

鉄鋼面

EP-G以外

EP-G

※A種　

※B種　

※C種　

※A種　

※B種　

A種

A種

A種

塗替え 

新規鉄鋼面見え掛り 

新規見え隠れ 

B種

B種

B種

塗替え 

新規鉄鋼面見え掛り 

EP-G以外 ※A種　

※A種　

※C種　

※A種　

塗替え 

新規鉄鋼面見え掛り 

EP-G C種

C種

※C種　

※A種　

亜鉛めっき面

塗装

- 合成樹脂調合ペイント塗り 木部屋外 

　　　　塗装の種類

　 塗替え 　　　新規

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外）  

 (SOP) 

※B種　- ※A種　

※B種　

- クリヤラッカー塗り(CL) 

- アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

- 耐候性塗料塗り(DP)

- つや有合成樹脂エマルショ

  ンペイント塗り(EP-G)

- 合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

- 合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

※B種　- A種 

※B種　- A種 

-鉄鋼面 上塗り等級（　　）級 

亜鉛めっき鋼面 

コンクリート面及び押出成形セメント板面-

コンクリート面等

屋内の木部 

屋内の鉄鋼面 

屋内の亜鉛めっき鋼面 

※B種　- A種 - ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

- ラッカーエナメル塗り(LE) 

- オイルステイン塗り(OS) 

※B種　- A種 

       - 

- 木材保護塗料塗り(WP) ※B種　- A種 

     - - フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具） 

※B種　- 

※B種　- 

※A種　- 

※B種　- 

※B種　

※B種　- A種

※B種　

※B種　- A種

-

     　- 

※B種　- A種

A種

A種

※B種　- A種

※B種　- A種

※B種　- A種

※B種　- A種

※B種　

※B種　- A種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、

その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め 　

  ※改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする 　- 

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

  ※改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　 - 

- 高日射反射率塗料塗り 

  下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　- RA種　- RB種　- RC種 

□G

工程 塗料その他 塗付け量

規格番号 （kg/m2)規格名称 種類 等級

塗料塗り JISK5675

屋根用高日射

2種

- 1級

- 2級

- 3級

塗料製造所の仕様による

4

[7.1.3]

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

　※塗替え面積の30％　- 図示 　- 

下地調整 

  塗料の種別 

    ※1種　- 2種 

-

※B種　- 

※B種　- 

※B種　- 

※B種　- 

※B種　- 

※B種　- 

※B種　- A種

※B種　- A種

※A種　

　　　　　　工程
　　　　　 塗装面

反射率塗料

材料1

3

7

縮尺

図面No

図面名称設計

工事名称

       上塗り等級（　　）級 

建築工事　改修特記仕様書　No.5
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［8.1.4］［表8.1.3］　

　- 既存部分の撤去等 ［8.21.2］　　撤去範囲

　　※図示　　-　

　既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断 ［8.21.2］　

　　※図示　　-　

　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置 ［8.21.2］　

　　※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う　　-　

　- 既存部分の処理 　既存コンクリート面の目荒し ［8.21.2］　

　　適用範囲

　　　※既存コンクリートとの打継ぎ面

　　　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

　　目荒しの範囲

　　　- 柱、梁面　打継ぎ面又は接合面全面の15～30％程度

　　　- 壁　　　　打継ぎ面又は接合面全面の10～15％程度

　　目荒しの程度

　　　※平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹面を、全体にわたってつける。

［8.21.3］　

　- 鉄筋 ［8.2.1］［表8.2.1］　　鉄筋の種類

種類の記号 呼び名（mm）

- SD295A

- SD345

 -　

※D16以下　　　-　

※D19以上　　　-　

　- 溶接金網 　網目の形状、寸法等 ［8.2.2］　

網目の形状、寸法（縦*横）（mm） 鉄線の径又は呼び名（mm） 規　格

 JIS G 3551による ※6.0

 -　

 ※100*100

 -　

8-1

8-2

　- 鉄筋の継手及び定着 　継手方法等 ［8.3.4］［8.4.2、3］　

部　位 継手方法 呼び名（mm）

 柱、梁の主筋

 その他の鉄筋（　　　　　　）

 ※ガス圧接　- 機械式継手

 ※重ね継手　-　

　鉄筋の重ね継手の長さ

　　-　

　　※鉄筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

［8.3.4］　

　鉄筋の定着長さ ［8.3.4］　

　　※鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

　　-　

　帯筋組立の形の種別 ［8.3.4］【参考図2.2】　

　　-W-I形　　-W-II形　　-W-III形　　-　

　- 鉄筋のかぶり厚さ 　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する。 ［8.3.5］［表8.3.6］　

　　- 耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

施工箇所

 - 柱、梁、壁及び庇等の外気に接する打放し面

 -　

※10　　-　

改修標仕表8.3.6の値に加える寸法（mm）

　- 壁の配筋 　壁配筋の重ね継手の長さ ［8.3.7］　

　　※壁配筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

　　-　

　壁配筋の定着長さ　　　※図示　　-　 ［8.3.7］　

　- 壁開口部の補強 　耐震壁の開口部補強　　※図示　　-　 ［8.3.7］　

　- ガス圧接 　圧接部の確認試験　　　※超音波探傷試験　　- 引張試験 ［8.3.8］　

　- 既存構造体との取合い 　割裂補強筋 ［8.21.6］［8.22.7］　

種　類 材　料 材　質 径 本数ピッチ等 適用箇所

 ※スパイラル筋  ※鉄筋コンクリ

　 ート用棒鋼

 ※SR235

 -　

 ※φ6

 - φ9

 -　

 スパイラルの径（mm）

 （　　　　　　）

 スパイラルのピッチ（mm）

 ※図示

 -　

 （　　　　　　）

 - はしご筋  ※鉄筋コンクリ

　 ート用棒鋼

　（異形鉄筋）

 ※SD295A  - D10　

 -　

 壁面内方向筋

 （　　　　　　）

 壁面外方向筋

 （　　　　　　）

 -　  -  -　  -　  -　

　- あと施工アンカー 　材料等 ［8.2.4］　

　　- 金属系アンカー

　　　　セット方式　　　　　※本体打込み改良型

　　　　引張耐力　　　　　　※図示

　　　　せん断耐力　　　　　※図示

　　　　接合筋の種類、径、長さ　　※図示

　　　　性能確認試験　　　　- 実施する（試験方法及び試験数　※図示）　- 実施しない

　　- 接着系アンカー

　　　　引張耐力　　　　　　※図示

　　　　せん断耐力　　　　　※図示

　　　　接着剤の品質　　　　※有機系　-無機系

　　　　アンカー筋の種類　　※改修標仕表8.2.1の異形棒鋼　-全ねじボルト

　　　　性能確認試験　　　　- 実施する（試験方法及び試験数　※図示）　- 実施しない

　- 穿孔前の埋込み配管

　　等の探査

　探査範囲 ［8.12.2］　

　　※あと施工アンカー施工部分すべて

　　- 図示

　探査方法 ［8.12.2］　

　　※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

　　- はつり出しによる

　　-　

　- 施工確認試験 　試験の適用 ［8.12.5］　

　　※実施する（試験方法　※引張試験　-　　　　）

　　　　確認強度　　※図示　-　

　　- 実施しない

　- 型枠工事 　シアコネクタとセパレーターの兼用　　※兼用してもよい　- 兼用しない ［8.7.8］　

　- コンクリートの種類

　　及び強度

　レディーミクストコンクリートの類別　　※I類　- II類 ［8.1.3］　

　普通コンクリートの設計基準強度 ［8.1.3］　

設計基準強度Fc（N/mm2） 適用箇所

- 21

-　

　軽量コンクリートの設計基準強度等 ［8.1.3］［8.9.1］　

設計基準強度Fc（N/mm2） 気乾単位容積質量（t/m3） 種　別 適用箇所

- 21

-　

- 1種　- 2種

- 1種　- 2種

　- コンクリートの品質 　スランプ

スランプ（cm） 適用箇所

 ※18

- 24

　合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種　別 適用箇所

- A種

- B種

- C種

　- コンクリートの材料 　セメント ［8.2.5］［表8.2.3］　

　　セメントの種類

種　類 適用箇所

8-3

［8.1.4］［表8.1.2］　

　　　　アンカーの種類　　　※カプセル方式の回転-打撃式

　コンクリートの仕上りの平たんさ ［8.1.4］［表8.1.5］　

適用箇所種　別

- a種

- b種

- c種

　　　- 電気炉酸化スラグ細骨材　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　骨材 ［8.2.5］　

　　細骨材及び混合細骨材

　　　- フェロニッケルスラグ細骨材　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　　　- 銅スラグ細骨材　　　　　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　　砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分　　　※A　　- B

　　砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性による区分　　※A　　- B

　混和材料 ［8.2.5］　

　　種類　　　　　　　　※混和剤　　- 混和材

［8.2.5］　

　暑中におけるコンクリートの構造体強度補正値（S）

　設計基準強度等 （8.11.1～3）　

適用箇所粗骨材の最大寸法

（mm）

スランプ

（cm）

設計基準強度

（N/mm2）

種　類

 ※普通コンクリート

 - 軽量コンクリート

 ※18

 -　

 ※15又は18

 -　

 ※25　

 - 20　

　セメントの種類

　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

　　- 高炉セメントB種　　（捨コンクリート）

　部位ごとのコンクリート打込み工法の指定 ［8.21.8］［8.23.5］　

補強工法 打込み工法 部　位

 現場打ち鉄筋

 コンクリート

 壁の増設工事

 ※工法指定なし

 - 流し込み工法[8.21.8(a)(1)及び(b)]

 - 圧入工法[8.21.8(a)(2)及び(c)]

 -　

 - すべての増設壁　- 図示　 -　

 - すべての増設壁　- 図示　 -　

 - すべての増設壁　- 図示 　-　

 - 図示　 -　

 鉄筋コンクリ

 ート柱の溶接

 金網巻き及び

 溶接閉鎖フー

 プ巻き工法

 ※工法指定なし

 - 流し込み工法[8.21.8(a)(1)及び(b)]

 - 圧入工法[8.21.8(a)(2)及び(c)]

 - 　

 - すべての増設柱　- 図示 　-　

 - すべての増設柱　- 図示 　-　

 - すべての増設柱　- 図示 　-　

 - 図示 　-　

　鉄筋コンクリート柱の溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法での型枠等

　　柱頭柱脚の隙間寸法　　※図示　

　　既存柱外周部あと打ちコンクリート又はモルタルの厚さ　　※図示

［8.23.5］　

　コンクリート工場の選定にあたっては、全国品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく

　監査に合格した工場から選定しなければならない。 （6.4.1）　

　※実施する

　　供試体本数については市監督員を協議のこと

　　材齢28日は公共試験所にて試験のこと

　- 実施しない

［8.8.2］　

　鉄骨製作工場の加工能力 ［8.1.5］　

　　※建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　 　　(株)日本鉄骨評価センター又は(社)全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に

　　　定める（ R ）グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力の

　　　ある工場

　　- 市監督員の承諾する工場

　鉄骨製作工場　　　　※適用する　- 適用しない

　鋼材の材質等 ［8.2.8］　

種類の記号 規格等 適用箇所

 ※JISによる 　-　

 ※JISによる 　-　

 ※JISによる　 -　

 ※JISによる 　-　

［8.1.6］　

　- 構造体強度補正値

　- 無筋コンクリート

　- コンクリートの

　　打ち込み工法等

　- コンクリートプラント

　- フレッシュコンクリートの試験

　- 鉄骨製作工場8-4

　- 施工管理技術者

　- 鋼材

 - 高炉セメントB種

 - フライアッシュセメントB種

 　高炉セメントA種、

 ※普通ポルトランドセメント、

 　シリカセメントA種又は

 　フライアッシュセメントA種

全箇所

 -　

全箇所

全箇所

全箇所

全箇所

　- 高力ボルト 　ボルトの区分

　　※トルシア形高力ボルト

　　- JIS形高力ボルト

　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　　※（別2-1.1～1.3）による　　-　

　すべり係数試験

　　※行わない　　　- 行う　（試験方法等：　　　　　　　　　　　）

　- 溶融亜鉛めっき

　　高力ボルト

　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　　※（別2-1.1～1.3）による　 　-　

　摩擦面の処理

　　※ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

　　- りん酸塩処理

　すべり耐力等の確認方法　　※すべり耐力試験方法等　　- 図示

　- 普通ボルト 　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　　※（別2-1.1～1.3）による　　-　

　- アンカーボルト 　アンカーボルトの保持及び埋込み工法の種別

　　- 構造用　　（※図示　 　-　　　　　）

　　- 建方用　　（- A種　※B種　- C種  ）

　柱底均しモルタルの工法の種別

　　※A種　- B種

　- 鉄骨工作仮組 　- 行う　　※行わない

　- 溶接接合 　開先の形状　　※鉄骨溶接基準図による　 -　

　鋼製エンドタブ処理　　　※切断しない　　- 切断する（図示）

　スカラップの形状　　　　※r=35mmの1/4円の扇形　　- 図示 　-　

　完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　※行う　　　- 行わない

　- 錆止め塗装 　耐火被覆材の接着する面の塗装

　　- 行う（※鉄鋼面 JIS K 5674　　- 亜鉛めっき鋼面 JIS K 5629　 　-　　　　　　　　）

　　※行わない

　- 耐火被覆 　種別等

［8.2.9］　

［8.13.2］（別2-1.1～1.3）　

［8.14.2］　

［8.2.8］［8.13.2］（別2-1.1～1.3）　

（8.20.4）　

（7.2.3）［8.13.2］（別2-1.1～1.3）　

（7.10.3）（表7.10.1）　

（7.10.3）（表7.10.2）　

［8.13.9］　

［8.15.4］（別2-3.1～3.4）　

［8.15.7］　

［8.15.7］　

［8.15.11］　

［8.17.3］　

［8.18.2～7］　

種　別 所要性能及び適用箇所

 - 耐火材吹付け  - 乾式吹付けロックウール

 - 半乾式吹付けロックウール

 - 湿式吹付けロックウール

 -　

 - 耐火板張り

 - 耐火材巻付け

 -　

 - ラス張りモルタル塗り

　- モルタル及び

　　※［8.2.6］及び［8.2.11］による　　-　　　グラウト材

　　※無収縮モルタル　　-　

［8.2.6］［8.2.11］　

［8.2.11］　

　- 構造体用モルタル

　- 柱底均しモルタル

　- 品質試験

8-5

　- 連続繊維補強工法 　連続繊維補強工法

　　-「連続繊維補強材を用いた既存鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の

　　　耐震改修設計-施工指針」（(財)日本建築防災協会発行）の第4章[補強工事の施工]によ

　　　る工法又は同等の性能を有する工法

　　-（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

　　-　

［8.24.4］　

［8.2.12］　　- 連続繊維シート 　連続繊維の材料

　　- 炭素繊維　- アラミド繊維　- ガラス繊維　 -　

　連続繊維の材質

　　引張強度（含浸硬化後）　　　-（　　　　）N/mm2　　-　

　　ヤング係数（含浸硬化後）　　-（　　　　）N/mm2　　-　

　下地処理

　　柱の隅角部の面取り

　　　大きさ　　　　　　　　※図示

　　　箇所　　　　　　　　　※図示

　ひび割れ部改修　　　　　　- 行う　　- 行わない

　　種類及び部位　　　　　　※図示

　引張強度試験　　　　　　　- 行う　　- 行わない

　　試験数量　　　　　　　　※図示

　付着強度試験　　　　　　　- 行う　　- 行わない

　　試験数量　　　　　　　　※図示

［8.2.12］　

［8.24.4］　

［8.24.4］　

［8.24.4］　

［8.24.4］　

　- スリットの施工 　既存撤去部の配管等の探査

　　※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

　　- はつり出しによる

　スリットの幅及び深さ　　※図示

［8.25.2］　

［8.25.2］　

　　※実施する　　- 実施しない

8-6

8-7

床用塗料塗り5 材質

仕上種別

- ウレタン樹脂系塗料　　　　-（　　　　　）

- 平滑仕上げ

- 防滑仕上げ（施工箇所　　　　　　　　　　）

塗付量 - プライマー塗りのうえ主材2回塗りとし、総塗付量は、

　プライマー塗りを含めて0.5kg/m2以上とする。

8

［表8.2.4］　構造体強度補正値　S（N/mm2）

適用箇所　　※建物本体　　　　-　　　　

上

旬

中
全て

11月 12月 1月 2月 3月

旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬

下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

3.0

3.0

3.0

6.0

6.0

6.0 3.0

3.0

4～10月

3.0

セメント

普通ポルトランド

セメント

早強ポルトランド

セメント

地域

市内全域

北部地域

その他

- 北部地域 ： 新市町-芦田町-山野町の全域及び駅家町-加茂町-神辺町の都市計画区域外の地域

上記以外の地域

※ 日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合

構造体強度補正値　S（N/mm2） 6.0　N/mm2

［6.12.1～6.12.4］　

- その他 ：

A-006
2025年8月
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建築基準法に基づき定まる風圧力の（- 1　- 1.15　- 1.3）倍の風圧力に対に対応した工法 　

建築基準法に基づき定まる風圧力の（- 1　- 1.15　- 1.3）倍の風圧力に対に対応した工法 　

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　- 行う　- 行わない 

試験

詳細は現場説明書による

種類

部　位　- 図示　

箇所数：　　箇所

備　考採取する部位-箇所数

部　位　- 図示　

箇所数：　　箇所

- PCB 含有シーリング

　分析調査(第一次判定）

- PCB 含有シーリング

　分析調査(第二次判定）

路盤の構成及び厚さ　　　※ 図示　　　- 

路盤 

透水性舗装の構成及び厚さ　※図示

アスファルト乳剤（プライムコート）の施工は行わない。

          種類         厚さ(mm)区分

100

表層

30- 透水性用開粒度アスファルト

フィルター層

- 透水性コンクリート

- 透水性インターロッキングブロック

70

80

　川砂、海砂又は良質な山砂

- 改質アスファルトI型 50車路、駐車場 

歩行者用通路 

   部位

敷砂層 - 20- 砂

- 30

- 車路、駐車場 

- 歩行者用通路 

（75μmふるい通過量6％以下）

60

- 車路、駐車場 

- 歩行者用通路 

- 透水性アスファルト舗装

配合

19mm 100

ふるいの呼び名
ふるい通過質量百分率（％）

13.2mm 90 ～ 100

4.75mm

2.36mm

11 ～ 35

10 ～ 20

300μm -

75μm

アスファルト量（％）

3 ～ 7

4 ～ 6

基準値

［表9.7.6］

車路-駐車場 歩行者用通路

100

95 ～ 100

20 ～ 36

12 ～ 25

 5 ～ 13

3 ～ 6

3.5 ～ 5.5

- 不織布（ジオテキスタイル）

敷設位置　※フィルター層と路床の間に敷設　　  　- 図示　 

舗装の平たん性　　※ 著しい不陸がないもの　　

［表9.7.7］

試験　

砂の粒度試験　                　　　- 行う　　　　                - 行わない 　　

路床土の支持力比（CBR）試験   　　　- 行う（　　 箇所）           - 行わない 　　

路床締固め度の試験　           　　 - 行う（　　 箇所） 　　      - 行わない 

安定処理土のCBR試験   　　　　　　　- 行う　　    　　　　　      - 行わない

現場CBR試験   　　　　　　　　　　　- 行う（　　 箇所）           - 行わない 　　

六価クロム溶出試験　                - 行う（現場説明書による）　  - 行わない　

路盤材料

　　再生材

　　砕　石
- クラッシャラン

種　　別

- 粒度調整砕石

- クラッシャラン

- 粒度調整砕石

- クラッシャラン鉄鋼スラグ

- 粒度調整鉄鋼スラグ

- 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

G

G

G

- ポーラスアスファルト混合物(13)　　- 開粒度アスファルト混合物(13)

最大粒径　（mm） 13

項目
基準値

安定度　　（kN） 3.0 以上

フロー値  （1/100cm）

空隙率　　（％）

20～40

12以上

1*10  以上透水係数　（cm/s） -2

　3.43 以上

- 車路、駐車場 - 歩行者用通路 

-

20程度

動的安定度（回/mm） -3,000以上

PCB含有シーリング11

材処分

ALC

  表面単位荷重パネルの区分  厚さ  長さ    耐火性能   　 構法の種別
（N/m2）   加工 (mm)  (mm)

- 平- 100  - 外壁パネル - A種 - B種- 意匠 - 

- 平- 100  
- 間仕切壁パネル - C種 - D種 - E種　- 意匠 - - 無 

- 100  - 屋根パネル
- 

  平    F種

- 100  - 床パネル
- - 無 

外壁,屋根パネルの工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（- 1　- 1.15　- 1.3）倍の風圧力に対応した工法

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取り合い部の

目地幅（mm） 

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

伸縮目地への耐火目地材の充填　-適用する　-適用しない

有(1)時間

- 有(1)時間 

有(0.5)時間

- 有(1)時間 

  既存外壁仕上げ材の撤去　　- あり　　　　- なし 

  下地面の清掃　　- 行う　　　　- 行わない 

  欠損部の改修工法　　　- 改修標準仕様書4.1.4による　　　- 

既存外壁の措置 

通気層の有無　　　- あり（　　　mm）　　　　　　- なし 

外装材の施工　　　- 外装材製造所の仕様による　　- 

工法 　

断熱材の施工　　　※断熱材製造所の仕様による　　-　 

ガラス改修工事7

　　　厚さ　　　　　品類

U2

- U-3-1　- U-3-2

-

- 断熱複層ガラス

複層ガラス

     日射熱遮へい性  断熱性

- 1種

- 2種

- 3種

U1 - 図示

-

断熱-防露改修工事8

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

　施工箇所　　　- 図示　　　- 

- 断熱材打込み工法

- 断熱材現場発泡工法 

　断熱材の種類　※A種1　　 - B種1 

　厚さ（mm）　　- 25　- 30　-   　

　施工箇所　　　- 図示　 

- 現場発泡断熱材

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

G

屋上緑化改修工事9

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の樹種並びに種類等

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※図示　　

                    　　　　　　　※図示　

　　　　　　　　　　　　- 適用する　- 適用しない

（品質-性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

工法 　

かん水装置　- 設置する（種類　-　　　　-　　　　）

既存保護層の撤去　　- 行う　- 行わない 

透水性舗装改修工事10

　厚さ(mm）　　 種別

- 建設汚泥から再生した処理土

- 盛土 

　路床の材料 

　　　　　　　　　　　　材料

- A種　 - B種　 - C種   - D種　　　　　 - 図示

-

路床 

既存舗装の撤去及び再利用　　※図示　　　

- 凍上抑制層 

- フィルター層 

- 再生クラッシャラン　　　- クラッシャラン 

- 切込み砂利 

- 川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量6％以下）

-

-

- 図示

-

- 図示

-

- 川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量6％以下） 

-不織布（ジオテキスタイル） 　　　　

    単位面積質量　　- 60g/m2以上　　              - 　　　　

    厚さ(mm)　  　　- 0.5～1.0　　              　- 　　　　

    引張強さ　　　　- 98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　- 　　　

　  透水係数　　　　- 1.5*10 cm/sec以上　 　　　 - 

外装材 

　　　備考　　　　　　　　　　種類

-

   防火性能

厚さ(mm)種　類

- 硬質ウレタンフォーム断熱材

- 

- 押出法ポリスチレンフォーム保温材 （スキンなし） - 保温板（2種b）

- 保温板（3種b）

- 25  - 

- 25  -  

- A種硬質ウレタンフォーム保温材

- フェノールフォーム保温材 （3種2号を除く） 

-

- ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

- フェノールフォーム断熱材

- ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

- 押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし） 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 断熱材後張り工法

断熱材の種類　　　　　

断熱材の厚さ（mm）　　

※規制対象外　

- 路床安定処理（添加材料による安定処理）

　　種類　　- 普通ポルトランドセメント　　- 高炉セメントB種

　　添加量　-　　　　　kg/m（目標CBR　- 3以上　-　　　　　） 　　

　　　　　　- フライアッシュセメントB種 　　　　　　　

　　　　　　- 生石灰（ - 特号　- 1号 ）　 　- 消石灰（ - 特号　- 1号）

3

　　　　　　- 固化材（ - セメント系 　　　　 - 石灰系 ）

- 路床置換処理

置換厚さ　　　　　　　　※ 図示　　

置換材料の種類、品質　　※ 図示　　

　　　　　　                        -1

[9.6.2、3]

[9.7.2～9]

[9.5.2～4]

 [9.4.2]

[9.1.1、3～5]

[9.2.1～3]

[9.3.2～4]

9
アスベスト含有分析1

調査

材　料　名

成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。 　

定性分析

- 箇所数(　　　　　　）

測定 2

測定 1 処理作業室内

測定名称 測定点（各処理作業室ごと）

集じん-排気装置の排出口

(処理作業室外の場合）

処理作業室内

処理作業前

処理作業中

処理作業後

施工区画周辺又は敷地境界

測定 5

測定 3

測定 6

(隔離シート撤去前)

測定時期 測定場所

処理作業室内

測定方法

メンブレンフィルタ直径(mm)

測定 1,2,4,6,7,8

　　25

試料の吸引時間(min)

測定 3

- 1   

- 5　 - 

測定 9,10

試料の吸引流量(L/min) - 5   - 

- 120 　

-

-

分析方法

アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

アンソフィライト、トレモライト

分析対象

測定 7

施工区画周辺又は敷地境界

※アスベスト含有建材の事前調査 

採取箇所　　-　図示　　-　協議による

定量分析

- 箇所数(　　　　　　）

- 箇所数(　　　　　　）

- 箇所数(　　　　　　）

- 箇所数(　　　　　　）

- 箇所数(　　　　　　）

- 箇所数(　　　　　　）

- 箇所数(　　　　　　）

施工調査

調査範囲（- 協議による　　　　　- 図示　　） 　

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

- 分析によるアスベスト含有建材の調査

-

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

　測定時期、場所及び測定点

適用

-(　）点

-4方向各1点　-(　）点

-(　）点

　　　　　　25

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、

セキュリティーゾーン入口 -(　）点

-集じん-排気装置各1点

施工区画周辺又は敷地境界

測定 4

測定 8

-(　）点

-4方向各1点　-(　）点

-4方向各1点　-(　）点

-(　）点

-(　）点

-(　）点

測定 9

測定 10

　測定5のみ　※パーティクルカウンター、粉じん相対温度計（デジタル粉じん計）、繊維状粒子自動計測器

　　　　　　　　（リアルタイムファイバーモニター）等、排気の粉じん濃度を迅速に計測できる機器にて測定

　測定5以外は下表による

-

処理作業室内

調査作業室外部の付近

処理作業後　シート

撤去後1週間以降

- アスベスト含有吹付け材の除去

　除去対象範囲　- 図示　 - 　　

　除去工法　　　※9.1.3（b）(1)による　　

  除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

　　※密封処理　　※湿潤化　　- セメント固化 　　　

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　　- 埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　- 中間処理（溶融施設） 

- アスベスト含有保温材の除去 　　　

除去対象範囲　- 図示　　- 

　除去したアスベスト含有成形板の処分 　

　　- アスベスト含有せっこうボード 　　　　

　　  ※埋立処分(管理型最終処分場) 　　

　　- アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板 　　　　　

　    - 埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　    - 中間処理（溶融施設） 　　

　除去したアスベスト含有保温材の処分

　　- 埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　- 中間処理（溶融施設） 

- アスベスト含有成型板の除去 　　　

  除去工法

- 9.1.3(b)による（損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合）

除去対象範囲　- 図示　　- 

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

※密封処理　　※湿潤化　　- セメント固化 　　　

断熱アスファルト

防水改修工事 改修特記仕様書3章による 

外断熱改修工事 G

断熱材

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　- 

含有率測定方法-第3部：アスベスト含有率のX線回折定量分析方法」による

含有の有無を判定するための定性分析方法」又は JIS A 1481-3 「建材製品中のアスベスト

※ JIS A 1481-2 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第2部：試料採取及びアスベスト

施工箇所　　　　　　　　- 図示　　　　- 

断熱材の種類　　　　　　

断熱材の厚さ（mm）　　　

※9.1.4(c)による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）

アスベスト粉じん濃度

測定

アスベスト含有建材の

処理

リフラクトリーセラミ4

ックファイバーの処理

除去処理対象物　　

  除去対象範囲　　- 図示　　

　除去方法　　　　- 図示　　

　処分　　　　　　- 埋立処分（安定型最終処分場）

2

  除去対象範囲　- 図示　　- 事前調査結果による

3

5

6

G

G□

G

□
□

□
□

G□

　- 20　　-　

12

縮尺

図面No

図面名称設計

工事名称

建築工事　改修特記仕様書　No.6

福山市上下水道局

　- 既存杭の撤去等 　既存杭の一部撤去 ［8.28.2］　

　　- 行う　撤去範囲　　　※図示

　　　　　　撤去方法　　　※図示

　既存杭の杭頭部等の処理　- 行う　※行わない

　既存杭の補強　　　　　　- 行う　※行わない

　既存杭の健全性を確認する試験　　- 行う　※行わない

　- 山留めの撤去 　山留めの存置　- 行う　※行わない ［8.28.3］　

　- 杭の載荷試験 　- 行う　　試験位置及び本数　　　　　　　※図示 ［8.28.4］　

　　　　　　載荷荷重

　　　　　　試験方法

　　　　　　報告書の記載事項等

　- 行わない

　- 地盤の載荷試験 　- 行う　　試験位置　　　　　　　※　図示

　　　　　　載荷荷重

　　　　　　試験方法

　　　　　　報告書の記載事項等

　- 行わない

［8.28.4］　

　- 杭地業 　工法

　支持地盤の位置及び、種類及び杭の寸法　※　図示

　技能資格者の技量及び溶接部の確認

　杭頭処理　　　　　- 行う　※行わない

　杭の水平方向への位置ずれ精度

　記録する施工状況等

［8.28.4］　

　- 砂利地業 　※再生クラッシャラン　　　　-切込み砂利及び切込み砕石

　- 捨てコンクリート地業

　厚さ（mm）　※60　　　- 50

　厚さ（mm）　- 60　　　※基礎下50　梁下土間下30

（4.6.2）　

［8.28.4］　

［8.28.4］　

8-8
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新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

土
工
事
及
び
地
業

環
境
配
慮
改
修
工
事

G□
G□

□

□

□



共　　通　　事　　項 略　　　　号 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号
管　理　本　館　　　　仕　上　表

・Ｓ－１３

　１．外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、○印のついたものを適用する。

　２．仕上表に記載の詳細番号のうち、(例)１－０２－３は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官防官庁営繕部監修）を

　３．特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。

　４．付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階段表示板等は平面図による。

　５．付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は天井伏図による。

　６．ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。

　７．内壁の見え掛かりとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ厚１２.５直張り（継目処理工法）とし、塗装は、その部屋

　　　の壁面と同様とする。

１０．直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィルム厚０．１５の敷

Ｃ

ＣＢ

Ｗ

Ｓ

１１．打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

　９．天井仕上ボード張りのうち、ＧＢーＮＣ(ＮＴ)及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、天井回り縁は、アルミ

　　　製、天井付目地とする。

　　　示し，Ａ－０２－３は下水道施設標準図（詳細）（日本下水道事業団編著）を示す。

　８．壁のボード張りは水平方向に継手は設けない。

　　　き込みを行う。ただし、床仕上げが､ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ､ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ及び合成樹脂床、床用塗料の場合とする。

コンクリート下地

コンクリートブロック下地

木造下地

軽量鉄骨下地

・屋上点検口

・屋上管類貫通部

・屋上換気塔

・煙突

・タラップ

・とい

・ルーフドレン

・トップライト

・手すり

・旗　竿

・くつふきマット

　テレビアンテナ基礎

・ＥＸＰ．J金物

・笠木兼用避雷導体

・くつ洗い流し

・庁名板

・グレーチング流し

・電気用ハンドホール蓋

・文字板

・郵便受

・目地

・Ａ－０４－１・２・３

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・流し台

・フード

・コンロ台

・流し上部水切り

・吊り戸だな

・脱衣箱

・天井点検口

・床点検口

・便所へだて

・肢体不自由者便所

・便所手すり

・トラフ

・くつふきマット

・フック

・グレーチング受枠

・浴室まわり

・水切りだな

・８－２３－１

・タラップ

・クーリングタワー基礎

・５－２１－１

・５－２２－１

・５－２２－２

・５－２１－２

・図　示

・背もたれ付き　Ｈ－１６－２

・５－３３－１

・Ｅ－０２－３

・アルミ

・ステンレス（図示）

・スチール（図示）

・図　示

・５－２２－３

・図　示

・Ｅ－０１－１

・Ｈ－１２－１

・Ｈ－１４－

・５－３２－１

・５－３１.３２.３３

・８－２３－２

・Ｈ－１９－

・Ｆ－０１－１

・Ｆ－０１－１

・Ｆ－０１－３

・Ｆ－０１－４

・６－１１－５

・３－４２－２

・既製品

・既製品

・１－２１－

・図　示

・Ｕ型　Ｈ－１７－１

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・Ａ－０３－

・８－２１－

・Ｆ－０１－２

複層塗材（ＣＥ）

複層塗材（Ｅ）

複層塗材（ＲＥ）

ＬＥ

ＥＰ

ポリマーセメント系複層仕上塗材

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

ラッカーエナメル塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルション模様塗料塗り

艶有合成樹脂エマルションペイント塗り

複層塗材　（Ｓｉ）

外装薄塗材（Ｅ）

内装薄塗材（Ｅ）

内装薄塗材（Ｓｉ）

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

けい酸質系複層仕上塗材

ＯＳ

Ｍ

ＤＰ(ＵＥ)

ウレタン樹脂ワニス塗り

オイルステイン塗り

モルタル

２液形ポリウレタンエナメル塗り

ＣＬ クリヤラッカー塗り

ＵＣ

多彩模様塗料塗りＥＰ－Ｍ

ＳＯＰ

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｔ

・６－３２－１

・６－２２

・６－２３－１・２

・６－２４－１

・６－３１－

・屋内掲示板

・手すり

・階段手すり

・吸音壁

・断熱材打込み

・押　入

・ホイストレール

・クレンガーダー

・搬入口

・マンホール蓋

・室名札

・ピクトグラフ

・下足箱

・既製品

・アルミ

・図　示

・アルミ

・図　示

・７－０１－１

・６－４６－１

・Ｓ－１５－１

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・庁舎案内板､各階案内板

・Ｈ－１２－１

・７－０１－２

・Ｈ－１４－

・Ｈ－１３－２

・Ｂ－０２－

・８－４３－１

・８－４２－１

・８－４４－１

・Ｈ－２１－

・Ｈ－１３－

・Ｇ－０２－１

・８－２１－１・２・３

・Ｈ－１６－１

石こうボードＧＢ－Ｒ

不燃積層石こうボード(化粧無し：下地張り用)ＧＢ－ＮＣ(Ｎ)

不燃積層石こうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

木毛板

押出法ポリスチレンフォーム保温板

木質系セメント版

ＰＦ板

コンクリート下地(打放シＣ)

ＧＢ－Ｓ シージング石こうボード

木目化粧石こうボードＧＢ－Ｄ（Ｗ）

ＧＢ－Ｆ

Ｃ(Ｂ)

強化石こうボード

コンクリート下地(打放シＢ)

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

Ｃ(Ｃ)

軽量吹付 軽量骨材仕上塗材

・Ｈ－２１－１・２・３

・Ｈ－１６－１

・背もたれ付　Ｈ－１６－２

・Ｈ－１５－・図　示

・Ｈ－１２－１

・Ｈ－１３－

・既製品

ケイカル板

ＤＲ

ＤＲ(凹凸)

ＤＲ(軒天)

ＤＲ(軒天凹凸)

けい酸カルシウム板(タイプ２)

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様

テラゾーブロックＴＢ

ＤＰ(ＡＳＥ)

ＤＰ(ＦＵＥ)

ＧＰ

アクリルシリコン樹脂エナメル塗り

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り

グラファイトペイント塗り

ＡＣ

ＮＡＤ

アクリル樹脂ワニス塗り(アクリル樹脂クリヤ塗り)

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

ＷＰ 木材保護塗料塗り ・７－１２－

・図　示

・カーテンボックス ・鋼　製 ・３－３１－１・２

・アルミ製 ・３－３１－３

・Ｃ－０１－１

・３－３２－５・６・７・ブラインドボックス

・Ｃ－０１－２

階
下 地 詳細番号 下 地 高 さ 詳細番号仕　　　　上 改修内容 詳細番号 詳細番号下 地 柱型仕上 詳細番号 詳細番号下 地 高 さ 梁型仕上

付　属　物室　　名
巾　　　　木床 壁 天　　　　井

内　　部　　仕　　上　　表

改修内容 改修内容 改修内容仕　　　　上 仕　　　　上 仕　　　　上

GB(W)

GB-NC(NT)

GB-NC(N)

GB-R

材　料　名

１２．５

１２．５

１２．５

１２．５

　９．５

　９．５

けい酸カルシウム板(タイプ2)

押出法ポリスチレンフォーム保温材

壁紙

備　　考 材　料　名

２５

１２ １０

２５

備　　考

工
事
区
分
略
号

仕
上
材
料
の
厚
さ

仕　上

下　地

種　別 壁(m/m） 天井(m/m） 種　別 壁(m/m） 天井(m/m） 改修前 改修後

Ａ：仕上撤去

Ｂ：図示の仕上撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｅ：図示の下地調整

〇：今回工事

□：次回工事

〇：今回工事

□：次回工事

ａ：仕上新設

ｂ：図示の仕上新設

ｃ：下地共新設

ｄ：図示の下地共新設

ｅ：図示の塗装塗り替え

Ｆ：既存のまま ｆ：既存のまま

DR

下　地

１２

整
備
内
容
凡
例

特記なき限り

＜　　＞ Ｃ ：　土木工事

＜　　＞ ＡＭ ：　建築機械設備工事

＜　　＞ ＡＥ ：　建築電気設備工事

＜　　＞ ＰＭ ：　プラント機械設備工事

＜　　＞ ＰＥ ：　プラント電気設備工事

共通 階段室
改修前

改修後

吸排気

ダクト

地下
２階

冷却水槽

地下
１階

配管室

除塵機室

煙道

１階 ポンプ室

電気室

２階 操作室

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

Ｍ
モルタル金ゴテ ア30

モルタル金ゴテ押え

ア30

モルタルVP

レンガ半枚積

100

100

Ｍ
EP

グラスクロス貼

グラスウール ア100

グラスクロス貼

グラスウール ア100

7,500ロックウール吸音板貼 ア12

PB ア9

Ｓ

Ｃ
＜無機質浸透性塗布防水＞

Ｃ Ｃ
＜コンクリート打放し＞

Ｍ

Ｍ

＜硬質着色床＞

＜硬質着色床＞

キャスタブル金ゴテ押え ア100

溶接金網入

＜モルタル＞

100

100

Ｃ

Ｃ

けい酸カルシウム板貼 ア55

ゾノライト系高温断熱材 ア60

Ｃ

Ｃ

硬質着色床

1階のみ軽量コンクリート ア270

Ｍ
軽量コンクリート ア270

モルタル金ゴテ ア30

硬質着色床

Ｍ
軽量コンクリート ア270

モルタル金ゴテ ア30

硬質着色床

Ｍ
軽量コンクリート ア270

モルタル金ゴテ ア30

ビニルタイル貼

100

100

モルタルVP

モルタル

レンガ半枚積

モルタル

60

ビニル巾木

Ｍ

Ｓ
グラスウール成形板 ア25

グラスクロス貼

モルタル金ゴテ押え EP

モルタル金ゴテ押え EP

Ｃ

Ｃ

Ｃ
着色ロックウール吹付 ア25

Ｃ
セメント系リシン吹付

Ｃ

ロックウール吸音板貼 ア12

PB ア9

Ｓ 3,000

Ｃ Ｃ

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

直天

直天

直天

直天

直天

直天

直天

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ Ｃ

クレーンガーター　搬入口PC版2枚

グレーチング蓋

ケーブルピット及び鋼製蓋

天井点検口 2か所

柱型巾木：モルタルVP H=100

Ｍ
モルタル金ゴテ ア30

モルタル金ゴテ押え

ア30

モルタルVP

レンガ半枚積

100

100

Ｍ
EP

グラスクロス貼

グラスウール ア100

グラスクロス貼

グラスウール ア100

7,500ロックウール吸音板貼 ア12

PB ア9

Ｓ

Ｃ
＜無機質浸透性塗布防水＞

Ｃ Ｃ

Ｍ

Ｍ

＜硬質着色床＞

＜硬質着色床＞

100

100

Ｃ

Ｃ

＜煙突用ライニング材　ア100＞

Ｃ

Ｃ

硬質着色床

1階のみ軽量コンクリート ア270

Ｍ
軽量コンクリート ア270

モルタル金ゴテ ア30

硬質着色床

Ｍ
軽量コンクリート ア270

モルタル金ゴテ ア30

硬質着色床

Ｍ
軽量コンクリート ア270

モルタル金ゴテ ア30

ビニルタイル貼

100

100

モルタルVP

モルタル

レンガ半枚積

モルタル

60

ビニル巾木

Ｍ

グラスウールボード t100

モルタル金ゴテ押え EP

モルタル金ゴテ押え EP

Ｃ

Ｃ

Ｃ
着色ロックウール吹付 ア25

Ｃ
セメント系リシン吹付

Ｃ

ロックウール吸音板貼 ア12

PB ア9

Ｓ 3,000

Ｃ Ｃ

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

直天

直天

直天

直天

直天

直天

直天

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ Ｃ

柱型巾木：モルタルVP H=100
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1-01-2

1-01-2

1-01-2

1-01-2

2-11-1

2-11-1

外　　部　　仕　　上　　表

改修前

庇裏屋根 庇 改修内容

改修後

改修内容 外壁 土間 改修内容改修内容

Ｆ

改修内容 搬入ステージ 改修内容

・アスファルト露出防水

　均しモルタル　ア15

・防水モルタル金ゴテ押え

　ア30～40

・コンクリート打放し・ケイカル板

　EP（LGS下地） 　タイル状吹付

・硬質着色床

（下地モルタル金ゴテ押え ア30）

・クリンカータイル貼

ｆ

Ｄ

ｄ

（下地防水モルタル共 ア50～60）

パラペット笠木 改修内容

・アルミ製

（外壁は増打　ア25） ・段鼻磁器ノンスリップタイル

　152×76

雨水排水 改修内容

・鋳鉄製横引型φ100

　竪樋：白GPφ100 FP塗り

備　考

［アスベスト含有材］

・外部軒裏：ケイカル板
Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｃ

ｃ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

・アスファルト露出防水

　均しモルタル　ア15

・防水モルタル金ゴテ押え

　ア30～40

・硬質着色床

（下地モルタル金ゴテ押え ア30）

・クリンカータイル貼

（下地防水モルタル共 ア50～60）

・アルミ製

・段鼻磁器ノンスリップタイル

　152×76

・鋳鉄製横引型φ100

　竪樋：白GPφ100 FP塗り

Ｄ

ｄ

Ｂ

ｂ

Ｂ

ｂ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｂ

ｂ

Ｃ

ｃ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｃ

ｃ

Ｄ

ｄ

Ｂ

ｂ

Ｃ

ｃ

Ｄ

ｄ

Ｃ

キャスタブル金ゴテ押え ア100

溶接金網入
Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

＜モルタル＞

＜モルタル＞

＜モルタル＞

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

＜無機質浸透性塗布防水＞

＜無機質浸透性塗布防水＞

Ｃ

Ｃ

Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

＜コンクリート打放し＞ Ｃ

Ｃ

Ｃ

けい酸カルシウム板貼 ア55

ゾノライト系高温断熱材 ア60

＜煙突用ライニング材　ア100＞

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

備　考

［アスベスト含有材］

煙道内：ゾノライト系高湿断熱材

煙道内：ケイカル板

［アスベスト含有材］

・化粧天井：ロックウール吸音板（DR）

［アスベスト含有材］

・化粧天井：ロックウール吸音板（DR）

・ケイカル板

　EP（LGS下地）

・コンクリート打放し,増打ア25

　リシン吹付（外装薄塗材）
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仕上表
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S=1:100 　地下2階平面図
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地下2階平面図
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S=1:100 　地下1階平面図
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地下1階平面図
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S=1:100 　1階平面図
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除塵機室上部エンジン室
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自家発スペース
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S=1:100 　1階上部平面図
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送風機室

排気ダクト
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今回工事範囲 今回工事範囲
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1階上部平面図
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新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



S=1:100 　2階平面図
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2階平面図
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新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



S=1:100 　南立面図

F E D C B A

▽ 1FL  + 0.370

▽ 2FL  + 5.170

▽U2FL  + 7.670

▽ 3FL  +12.170

▽ 4FL  +17.370

▽RSL(L)+21.870

▽RSL(H)+22.870

▽ 1FL  + 0.370

▽PARAP +17.220

▽煙突  +19.370

△RSL(L)+16.370

▽ 3SL  +11.870

▽ 2SL  + 4.870

△  GL  + 4.670

▽U2SL  + 7.370

▽RSL(H)+16.620

今回工事範囲

今回工事範囲

6,500 6,500 700 1,500 6,000 6,000

12,0002,20013,000

1
,
0
0
0

4
,
5
0
0

5
,
2
0
0

4
,5
0
0

2,
5
0
0

4
,
8
0
0

2
,
1
5
0

6
0
0

4
,
5
0
0

4
,
5
00

4
,
3
0
0

2
0
0

2
,
50
0

2
5
0

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

南立面図
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S=1:100 　北立面図
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福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

北立面図
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S=1:100 　東立面図
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東立面図

A-016
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煙突

ポンプ室

搬入口

送風機室

消音室

電気室

階段室

吸気ダクト

排気ダクト

発電機基礎

4 3 2 1
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凡 例

改修工事範囲

部位番号

0:改修前

階数 0-0

0

1-1
0

1-1
0

1-2
0

既存壁取壊し

建具撤去

1-3
0

既存床面/柱面

仕上撤去

Coはつりだし

500×850

1-4
0

既存床面/壁面/柱面/梁下面

仕上撤去

Coはつりだし各W120

1-4
0

既存床面/壁面/柱面/梁下面

仕上撤去

Coはつりだし各W150

建具撤去

1-5
0

既存床面/壁面/柱面/梁下面

仕上撤去

Coはつりだし各W120

1-6
0

既存壁取壊し

鉄骨下地とも
1-6
0

1-7
0

既存床面Coはつりだし

900×550

H-500×200×10×16H-500×200×10×16

給気ダクト開口

W800×H750
開口下端=FL+1,800

1SL+5.000

1SL+7.500 1SL+7.500

1SL+7.500

1SL+7.500

既存床面/壁面/柱面/梁下面

仕上撤去

Coはつりだし各W120

既存床面/壁面/柱面/梁下面

仕上撤去

Coはつりだし各W120

既存壁取壊し

鉄骨下地とも

建具撤去

＜特記事項＞

・施工に当り、既設プラント設備に対し、

　充分な養生を行うこと。
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0
00

6
,
00
0

1
,5
00

6,500 1,500

1,350

4
00

4
00

5,
2
00

40
0

40
0

2
,
54
0

1
20

2
,6
40

3
0
0

5251,425
150

5,975450450
150

1,500

6,100450
450

8,150400500
150

1,400
150

90

1,
1
50

25
0

250
900

250

3
00

5,
3
00

40
0
40
0

5,
2
00

4
00

5003004,47545045015,150400

1,9802,3001,800

65
5,
0
70

65

150 2,625

1
50

1
5
0

15
0

1
50

15
0

150

150

150

6
3

5,
0
75

6
3

8
50

500 900

55
0

900

1
00

1
50

8
001
00

900 270

80
0

75
0

4,600 900 1,500

S=1:50 　改修前 1階平面図

DN

DN

UP

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前 1階平面図

2025年8月

A-017

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



煙突

搬入口

消音室

発電機基礎

4 3 2 1

C

B

A

1-1
N

壁増し打ちt=120

仕上新設

1-1
N

1-2
N

壁新設t=350

仕上新設

建具新設

1-3
N

柱増し打ち

500×850

1-4
N

1-4
N

1-5
N

1-6
N

壁新設t=250

仕上新設
1-6
N

1-7
N

柱新設

900×800

凡 例

改修工事範囲

部位番号

N:改修後

階数 0-0

N

壁増し打ちt=120

仕上新設

120

壁増し打ちt=120

仕上新設

壁増し打ちt=150

仕上新設

建具新設

壁新設t=250

仕上新設

建具新設

壁増し打ちt=120

仕上新設

120

1-8
N

構造スリット新設

15
0

給気ダクト開口

W800×H750
開口下端=FL+1,800

ポンプ室

送風機室

電気室

階段室

吸気ダクト

排気ダクト
1SL+5.000

1SL+7.500 1SL+7.500

1SL+7.500

1SL+7.500

＜特記事項＞

・施工に当り、既設プラント設備に対し、

　充分な養生を行うこと。

1
5
0

1
,5
0
0

150
300

3,
00
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3
,
00
0

2,000 9,000 7,000 8,000
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4
,
00
0

1,
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,
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6,500 1,500

1,350

4
00

4
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2
,
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0

1
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2
,6
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3
0
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5251,425
150

5,975450450
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1,500

6,100450
450

8,150400500
150

1,400
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1
50

25
0
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900
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5,
3
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0
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0

5,
2
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4
00

5003004,4754504508,150400
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0
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1
5
0
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0
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0
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0
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4
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1
0
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1
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5

4
2
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350100

150100
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0
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1
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1
50

900 270

80
0
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0

900 6,100

450 450

20
0

50

4,150 900 1,050

S=1:50 　改修後 1階平面図

DN

DN

UP

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修後 1階平面図

2025年8月

A-018

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



凡 例

改修工事範囲

部位番号

0:改修前

階数 0-0

0

吹抜 操作室

吸気ダクト

排気ダクト

階段室

C

B

A

4 3 2 1

煙突

クレーンガーター

2-4
0

2-2
0

既存壁取壊し

仕上撤去

建具撤去

2-1
0

H-500×200×10×16H-500×200×10×16

2SL+12.000

既存壁取壊し

仕上撤去

建具撤去

既存壁取壊し

仕上撤去

建具撤去

1-6
0

既存仮壁取壊し

＜特記事項＞

・施工に当り、既設プラント設備に対し、

　充分な養生を行うこと。

395
3,000

395
3,790 1,1051,605
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1
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1
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6
5

3
00
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1,500 140500

5
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3
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1
2
0

2
,
54
0
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0
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0

5,
2
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4
00

4
00

1
4
0

2
,
26
0

14
0

1
40

2
,3
60

1
40
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5,
0
70

65

5003004,49045045015,150400500

65
5,
0
70

65

40
0
40
0

6
5

5,
1
70

6
5

3
00

150 2,610

60 90

1
50

15
0

15
0

1
5
0

1,125
150

15
0

3,1502,3001,800

S=1:50 　改修前 2階平面図

DN

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前 2階平面図

2025年8月

A-019

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



C

B

A

4 3 2 1

煙突

クレーンガーター

2-4
N

2-2
N

2-1
N

壁新設t=200

仕上新設

凡 例

改修工事範囲

部位番号

N:改修後

階数 0-0

N

壁新設t=200

仕上新設
2-5
N

壁新設t=250

壁新設t=200

梁新設500×700

仕上新設

壁新設t=150

仕上新設

吹抜 操作室

吸気ダクト

排気ダクト

階段室

2SL+12.000

＜特記事項＞

・施工に当り、既設プラント設備に対し、

　充分な養生を行うこと。

395
3,000

395
3,790 1,1051,605
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1
,4
00

15
0

82014,360820

6,
0
00

6
,
00
0

1
,5
00
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,
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1
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2
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0
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6
5

5,
1
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6
5

3
00

150 2,610

60 90

20
0

15
0

15
0

1
5
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1,125
150

15
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300 200
25

250 200

150 350

150 350

3,1502,3001,800

13,860 620

14
0

14
0

S=1:50 　改修後 2階平面図

DN

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修後 2階平面図

2025年8月

A-020

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



ABC

▽+17.350

RSL▽+16.500

2SL▽+12.000

1SL▽+5.000
▽+4.800

▽-1.000

南立面図　S=1:50

凡 例

改修工事範囲

部位番号

0:改修前

階数 0-0

0

1-5
0

2-4
0

既存壁取壊し

仕上撤去

建具撤去

既存床面/壁面/柱面/梁下面

仕上撤去

Coはつりだし各W120

（内部施工）

6,0006,000

7
,0
0
0

4
,
50
0

85
0

S=1:50 　改修前　南立面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前 南立面図

A-021

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



ABC

▽+17.350

RSL▽+16.500

2SL▽+12.000

1SL▽+5.000
▽+4.800

▽-1.000

南立面図　S=1:50

凡 例

改修工事範囲

部位番号

N:改修後

階数 0-0

N

1-5
N

壁増し打ちt=120

（内部施工）

2-4
N

壁新設t=150

仕上新設

6,0006,000

7
,0
0
0

4
,
50
0

85
0

S=1:50 　改修後　南立面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修後 南立面図

2025年8月

A-022

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



▽-5.000

西立面図　S=1:50

4321

▽+17.350

RSL▽+16.500

2SL▽+12.000

1SL▽+5.000

B1SL▽+0.500

凡 例

改修工事範囲

部位番号

0:改修前

階数 0-0

0

1-6
0

既存壁取壊し

鉄骨下地とも

9,0007,0008,000
7
,
00
0

4,
50
0

8
50

4
,5
00

S=1:50 　改修前　西立面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前 西立面図

A-023

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



▽-5.000

西立面図　S=1:50

4321

▽+17.350

RSL▽+16.500

2SL▽+12.000

1SL▽+5.000

B1SL▽+0.500

凡 例

改修工事範囲

部位番号

N:改修後

階数 0-0

N

1-6
N

壁新設t=250

仕上新設

1-7
N

柱新設

900×800

2-5
N

梁新設500×700

仕上新設

2-5
N

壁新設t=200

仕上新設

9,0007,0008,000
7
,
00
0

4,
50
0

8
50

4
,5
00

S=1:50 　改修後　西立面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修後 西立面図

A-024

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-1

0
1階　1通　A～B通間　床面/壁面/柱面/梁下面　Coはつり出し

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去

B A

1

排気ダクト 吸気ダクト

平面詳細図　S=1:50

a a

b

b

送風機室

1

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

排気ダクト

B A

a-a断面図　S=1:50

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

壁:グラスウールt100撤去

   Coはつり出し

壁:グラスウールt100撤去

　 Coはつり出し

壁:鉄筋残し取壊し

壁:グラスウールt100撤去

   Coはつり出し

床/柱/梁下面:Coはつり出しW120

　　　　　床:モルタルt30撤去W120

梁下面:Coはつり出しW120

床面:Coはつり出しW120

床  :モルタルt30撤去W120

柱/梁下面:Coはつり出しW120

床面:Coはつり出しW120

床  :モルタルt30撤去W120
b

b

外部

外部

3,000 3,000

1
,
50
0

400400 2,540 120 2,640 300

5
00

1
,1
2
5

1
50

500

150 150

3
00

1
5
0

1,
7
75

6,000

4
,5
0
0

350 150

5001,500

9
0
0

3,
6
00

250

3,000 3,000

400400 2,540 120 2,640 300 500

150 150

6,000

4
,5
0
0

9
0
0

3,
6
00

1
20

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前･改修後

A-025

1階詳細図(1)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-1

N
1階　1通　A～B通間　耐震壁EW12増打

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

B A

1

排気ダクト 吸気ダクト

平面詳細図　S=1:50

a a

b

b

送風機室

1

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

B A

a-a断面図　S=1:50

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

壁:コンクリートt120増打

壁:　　コンクリートt120増打

壁仕上：グラスウールt100新設
壁:コンクリートt120増打

120

無収縮モルタル(Fc30)充填

t120×H200

グラスウールt100新設

壁:グラスウールt100新設

壁:グラスウールt100新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t120×H200

b

b

外部

外部排気ダクト

3,000 3,000

1
,
50
0

400400 5,300 300

5
00

1
,1
2
5

1
50

500

150 150

3
00

1
5
0

1,
6
55

6,000

4
,
50
0

230

150

5001,500

90
0

3
,6
00

250

3,000 3,000

400400

2,540 120 2,640

300 500

150 150

6,000

4
,
50
0

90
0

3
,6
00

1
20

2
70

270

5,300

2,540 120 2,640

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

2025年8月

A-026

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

改修前･改修後

1階詳細図(2)



1-2

0
1階　2通　B～C通間　壁取壊し、建具撤去、床面/柱面　Coはつり出し

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去

電気室

ポンプ室

C B

c

c

a

2

a

平面詳細図　S=1:50

2

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

c-c断面図　S=1:50

電気室ポンプ室

▽1FL+ 7.800

C B

▽1SL+ 5.000

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

a-a断面図　S=1:50

消音室

1-3

0

▽1FL+ 5.300 ▽1SL+ 5.300

壁　　:コンクリートt150撤去

壁仕上:LGS下地W75

  　　 ＋グラスウールボードt25撤去

壁:コンクリートt150撤去

100

梁下面:Coはつり出し

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

柱:Coはつり出し

建具:AW-3撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

柱:Coはつり出し

柱:Coはつり出し

鉄筋残し柱取壊し範囲 

2

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

鉄筋残し柱取壊し範囲 

鉄筋残し柱取壊し範囲 
床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

d

d

d-d断面図　S=1:50

建具:AW-3撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-3撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

CB

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

b-b断面図　S=1:50

bb

建具:AW-3撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

壁    :コンクリートt150撤去

壁仕上:モルタル金ゴテt25＋EP撤去

壁:モルタル金ゴテt25＋EP撤去

壁:LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

c d

c d

壁    :コンクリートt150撤去

壁仕上:モルタル金ゴテt25＋EP撤去
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-027

DN

改修前･改修後

1階詳細図(3)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-2

N
1階　2通　B～C通間　耐震壁EW35新設、建具新設、柱増打

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

1-3

N

電気室

ポンプ室

C B

a

2

a

平面詳細図　S=1:50

2

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

c-c断面図　S=1:50

電気室ポンプ室

▽1FL+ 7.800

C B

▽1SL+ 5.000

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

a-a断面図　S=1:50

消音室

▽1FL+ 5.300 ▽1SL+ 5.300

壁　　:コンクリートt350新設

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

       ＋グラスウールボードt25新設

100

壁:コンクリートt350新設

柱:増し打ち 500×850

   Co打放し(B)

建具:SD-3新設

建具:SD-3新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t350×H200

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t350×H200

柱はつり範囲復旧

c

c

d

d

2

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

d-d断面図　S=1:50

柱:増し打ち

   500×850

   Co打放し(B)

壁:コンクリートt350新設

bb

柱はつり範囲復旧 

天端Co金ゴテ 

壁:Co打放しの上

　 モルタル金ゴテt25＋EP新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

柱:増し打ち

   500×850

   Co打放し(B)

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

壁:Co打放しの上

　 モルタル金ゴテt25＋EP新設

CB

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

b-b断面図　S=1:50

壁　　:コンクリートt350新設

壁仕上:Co打放しの上

　     モルタル金ゴテt25＋EP新設

建具:SD-3新設

巾木:モルタルH100の上VP

無収縮モルタル(Fc30)充填

t350×H200

Co打放しの上

モルタル金ゴテt25＋EP新設

c d

c d

巾木:モルタルH100

     の上VP
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-028

DN

改修前･改修後

1階詳細図(4)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-4

0
1階　A通　2～4通間　床面/壁面/柱面/梁下面　Coはつり出し

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去

煙突

432

A

ポンプ室
a a

b

b

平面詳細図　S=1:50

A

b-b断面図　S=1:50

ポンプ室 外部

432

a-a断面図　S=1:50

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

建具:SD-3撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

建具:SD-3撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

外部

c

c

A

▽2SL+12.000

c-c断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

ポンプ室 外部

床:Coはつり出しW150

床:Coはつり出しW150

50
0

75

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

t25

赤レンガ積床モルタル金ゴテ

巾木モルタル金ゴテ

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し
壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

b c

b c

梁下面:Coはつり出しW150梁下面:Coはつり出しW120

柱/梁下面:Coはつり出しW150柱/梁下面:Coはつり出しW120

柱面:Coはつり出しW150柱面:Coはつり出しW120
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-029

DN

改修前･改修後

1階詳細図(5)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-4

N
1階　A通　2～4通間　耐震壁EW15増打、耐震壁EW12増打、建具新設

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

煙突

432

A

ポンプ室
a a

b

b

平面詳細図　S=1:50

A

b-b断面図　S=1:50

ポンプ室 外部

建具:SD-3新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t120×H200

壁:コンクリートt120増打 壁:コンクリートt150増打

壁:コンクリートt120増打

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

   ＋グラスウールボード

   t25新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

c

c

5
00

432

a-a断面図　S=1:50

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

壁　　:コンクリートt120増打

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

       ＋グラスウールボードt25新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

建具:SD-3新設

A

▽2SL+12.000

c-c断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

ポンプ室 外部

無収縮モルタル(Fc30)充填

t150×H200

壁:コンクリートt150増打

壁　　:コンクリートt150増打

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

       ＋グラスウールボードt25新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

   ＋グラスウールボード

   t25新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

75

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

120(150)

増打

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

t25

赤レンガ積
床モルタル金ゴテ

巾木モルタル金ゴテ

無収縮モルタル(Fc30)充填

t150×H200

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t120×H200

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

b c

b c

外部
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-030

DN

改修前･改修後

1階詳細図(6)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-5

0
1階　4通　B～C通間　床面/壁面/柱面/梁下面　Coはつり出し

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去

B C

b

4

a a

b

平面詳細図　S=1:50

4

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

ポンプ室 外部

B C

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

a-a断面図　S=1:50

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

柱面:Coはつり出しW120

柱/梁下面:Coはつり出しW120

75

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

t25

赤レンガ積床モルタル金ゴテ

巾木モルタル金ゴテ

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

壁: LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

   Coはつり出し

b

b

梁下面:Coはつり出しW120

ポンプ室

外部
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-031

改修前･改修後

1階詳細図(7)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-5

N
1階　4通　B～C通間　耐震壁EW12増打

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

B C

b

4

a a

b

ポンプ室

平面詳細図　S=1:50

4

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

ポンプ室 外部

B C

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

a-a断面図　S=1:50

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t120×H200

壁:コンクリートt120増打

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

   ＋グラスウールボード

   t25新設

壁　　:コンクリートt120増打

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

       ＋グラスウールボードt25新設

壁:コンクリートt120増打

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

75

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

120
増打

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

t25

赤レンガ積
床モルタル金ゴテ

巾木モルタル金ゴテ

無収縮モルタル(Fc30)充填

t120×H200

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

b

b

外部
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-032

改修前･改修後

1階詳細図(8)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-6

0
1階　C通　2～4通間　壁取壊し

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去

1-7

0

H-500×200×10×16撤去

C

4 3 2

1
00

平面詳細図　S=1:50

b

b

a a
ポンプ室

4 3 2

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

▽1SL+ 5.300

▽RSL+16.750 (水上)

H-200×200×8×12撤去

H-500×200×10×16撤去

H-200×200×8×12撤去

a-a断面図　S=1:50

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去
壁:コンクリートt150撤去

2G7

800×700～900

H-588×300×12×20

2

床:コンクリートt150撤去

手すりH=1100

L=200撤去
電気室

1FL+7.800

床:コンクリート

   t150撤去

手すりH=1100

L=200撤去

2F平面詳細図(▽+7.800)　S=1:50

壁:ALC版 t150撤去

   LGS下地W75

   ＋グラスウールボードt25撤去

壁:ALC版 t150撤去

   LGS下地W75

   ＋グラスウールボードt25撤去

鉄骨柱･梁 撤去

H-500×200×10×16撤去

b

b

クレーンガーター

柱面:Coはつり出し

　　 W200

柱面:Coはつり出し

　　 W250

外部

建具:SD-19撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:SD-19撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去
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番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-033

改修前･改修後

1階詳細図(9)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



C

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

b-b断面図　S=1:50

壁:コンクリート

   t150撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

壁:ALC版 t150撤去

   LGS下地W75

   ＋グラスウールボードt25撤去

C

仮壁詳細図　S=1:20

▽RSL+16.750(水上)

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

1-6

0
1階　C通　2～4通間　壁取壊し

改　修　前
1-7

0

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

a a

b

b

防水モルタル金ゴテ ア20

ロックウール ア20充填撤去

通し L-65×65×6撤去

埋込PL-16×300×400

CT-150×300×10×15撤去

HTB 4-M22撤去
壁仕上面

グラスウール成形板 ア25撤去

下地 　-75×40×15×2.3 タテ＠450撤去

　　　　　　　　　　　　ヨコ＠600撤去

ALC版 ア150 タイル状吹付撤去

H-500×200×10×16撤去

通し L-65×65×6撤去

FB-6×100 ＠600撤去

S･PL-9撤去

H-200×200×8×12撤去

HTB 2-M16撤去

水切 防水モルタル金ゴテ押え撤去

B･PL-22×540×240撤去
床仕上面

無筋Co ア270撤去

モルタル ア30撤去

A･Bolt 4-φ22 L=1000

梁下面:Coはつり出しW200

ポンプ室 外部

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去
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号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-034

改修前･改修後

1階詳細図(10)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-6

N
1階　C通　2～4通間　耐震壁EW25新設、耐震壁EW20新設、柱新設、梁新設、建具新設

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

1-7

N

C

4 3 2

b

b

a a
ポンプ室

C

△2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

b-b断面図　S=1:50

壁:コンクリートt250新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E

柱:コンクリート900×800新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E

床:無筋Co t270新設
　 モルタルt30新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t200×H200

C

4 3 2

3-3平面図　S=1:50

C

4 3 2

▽+12.080

壁:コンクリートt200新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E

梁:500×700新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E

クレーンガーター

1-1平面図　S=1:50

2-5

N

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

クレーンガーター

2-2平面図　S=1:50

33

22

11

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

外部

ポンプ室 外部

梁:500×700新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E 壁:コンクリートt200新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E

梁:500×700新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E

壁:コンクリートt250新設

　 外壁フカシt25＋外装薄塗材E

建具:SD-3新設
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工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-035

改修前･改修後

1階詳細図(11)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



4 3 2

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

▽1SL+ 5.300

▽RSL+16.750 (水上)

a-a断面図　S=1:50

柱:コンクリート900×800新設

梁:500×700新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t200×H200

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

1-6

N

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

1-7

N

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

a a

b

b

1階　C通　2～4通間　耐震壁EW25新設、耐震壁EW20新設、柱新設、梁新設、建具新設
2-5

N

C

4 2

クレーンガーター

クレーンガーター干渉部分平面図　S=1:50

H-588×300×12×20

クレーンガーター

H-588×300×12×20

c

c

d d
▽+12.080

C

クレーンガーター

H-588×300×12×20

c-c断面図　S=1:50

4 2

▽+12.080

クレーンガーター

H-588×300×12×20

クレーンガーター

H-588×300×12×20

干渉部分 t140新設 干渉部分 t140新設

d-d断面図　S=1:50

干渉部分 t140新設

t200新設干渉部分 t140新設干渉部分 t140新設

t200新設

75

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

ア25

赤レンガ積
床モルタル金ゴテ

巾木モルタル金ゴテ

壁　　:コンクリートt200新設

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

       ＋グラスウールボードt25新設

壁　　:コンクリートt250新設

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

       ＋グラスウールボードt25新設

b

b

建具:SD-3新設
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設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-036

改修前･改修後

1階詳細図(12)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-8

N

改　修　後

1階　A通　1～2通間　構造スリット新設

煙突

1 2

A

送風機室吸気ダクト

平面詳細図　S=1:50

A

a-a断面図　S=1:50

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

a

a

外部

送風機室外部

構造スリット L=3,600 構造スリット L=3,600

構造スリット L=3,600

1

A

シーリング 30×20

シーリング 30×20

目地材

構造スリット詳細図　S=1:20

＜特記事項＞

・施工時に埋設配管等の有無を確認すること。

・施工時は配管等の部分に損傷を与えないこと。

・壁厚さは躯体寸法を示している。

・シーリングはPS-2をバックアップ材を用いて施工する。
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工 事 名
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工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-037

改修前･改修後

1階詳細図(13)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



2-1

0
2階　1通　B～C通間　壁取壊し、建具撤去

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去

階段室

1

C B

b

平面詳細図　S=1:50

b

a a

▽2SL+12.000

C B

b

▽RSL+16.500

b

1

a-a断面図　S=1:50 b-b断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

階段室 外部

外部

壁　　:コンクリートt150撤去

壁仕上:モルタル金ゴテ＋EP撤去

壁:コンクリートt150撤去

天井:LGS天井下地撤去

　　 PB ア9撤去

     ロックウール吸音板貼 ア12撤去

    （アスベスト含有材）

建具:AW-2撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-2撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-2撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

壁:モルタル金ゴテ＋EP撤去 壁:タイル状吹付撤去

天井:LGS天井下地撤去

　　 PB ア9撤去

     ロックウール吸音板貼 ア12撤去

    （アスベスト含有材）

注）

1. 天井仕上材の「ロックウール吸音板」は「アスベスト含有材」
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工事箇所

設計年月
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福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-038

DN

改修前･改修後

2階詳細図(1)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



2-1

N
2階　1通　B～C通間　耐震壁EW20新設

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

階段室

1

C B

b

平面詳細図　S=1:50

b

a a

▽2SL+12.000

C B

b

▽RSL+16.500

b

1

a-a断面図　S=1:50 b-b断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

階段室 外部

外部

無収縮モルタル(Fc30)充填

t200×H200～H306

Co打放しの上

モルタル金ゴテの上 EP新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t200×H200～H306

壁　　:コンクリートt200新設

壁仕上:Co打放しの上

　　　 モルタル金ゴテの上 EP新設

壁:コンクリートt200新設

天井:LGS下地新設

　　 PB ア9新設

     ロックウール吸音板貼 ア12新設

壁:Co打放しの上

   モルタル金ゴテの上 EP新設

天井:LGS天井下地新設

　　 PB ア9新設

     ロックウール吸音板貼 ア12新設

壁:コンクリートt200新設
壁:Co打放しの上

　 外装薄塗材E

壁:Co打放しの上

   モルタル金ゴテの上 EP新設

壁:Co打放しの上

　 外装薄塗材E
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図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

2025年8月

A-039

DN

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

改修前･改修後

2階詳細図(2)



2-2

0
2階　2通　B～C通間　壁取壊し、建具撤去

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去C B

c

2

a a

c

平面詳細図　S=1:50

ポンプ室吹抜

クレーンガーター

▽2SL+12.000

C B

c

▽RSL+16.500

c

a-a断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

1

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

操作室ポンプ室吹抜

操作室

c-c断面図　S=1:50

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

壁    :コンクリートt150撤去

壁仕上:LGS下地W75

      ＋グラスウールボードt25撤去

壁:コンクリートt150撤去

建具:AW-4撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-4撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-4撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

天井:LGS天井下地撤去

　　 PB ア9撤去

     ロックウール吸音板貼 ア12撤去

    （アスベスト含有材）

壁:LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

壁:モルタル金ゴテ＋EP撤去

壁    :コンクリートt150撤去

壁仕上:LGS下地W75

      ＋グラスウールボードt25撤去

壁:コンクリートt150撤去

▽2SL+12.000

CB

c

▽RSL+16.500

c

b-b断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

壁    :コンクリートt150撤去

壁仕上:モルタル金ゴテ＋EP撤去

床:無筋Co t270撤去

　 モルタルt30撤去

建具:AW-4撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

b b

75

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

ア25

床モルタル金ゴテ

巾木モルタル金ゴテ

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

注）

1. 天井仕上材の「ロックウール吸音板」は「アスベスト含有材」

天井:LGS天井下地撤去

　　 PB ア9撤去

     ロックウール吸音板貼 ア12撤去

    （アスベスト含有材）

壁    :コンクリートt150撤去

壁仕上:モルタル金ゴテ＋EP撤去
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-040

改修前･改修後

2階詳細図(3)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



2-2

N
2階　2通　B～C通間　耐震壁EW20新設

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

C B

c

2

a a

c

平面詳細図　S=1:50

ポンプ室吹抜

クレーンガーター

▽2SL+12.000

C B

c

▽RSL+16.500

c

a-a断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

1

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

操作室ポンプ室吹抜

操作室

c-c断面図　S=1:50

無収縮モルタル(Fc30)充填

t200×H200～H306

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t200×H200～H306
壁:コンクリートt200新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

壁:コンクリートt200新設

天井:LGS天井下地新設

　　 PB ア9新設

     ロックウール吸音板貼 ア12新設

天井:LGS天井下地新設

　　 PB ア9新設

     ロックウール吸音板貼 ア12新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

壁    :コンクリートt200新設

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

      ＋グラスウールボードt25新設

壁:Co打放しの上

   モルタル金ゴテの上 EP新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

壁:Co打放しの上

   モルタル金ゴテの上 EP新設

b b

▽2SL+12.000

CB

c

▽RSL+16.500

c

b-b断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

壁    :コンクリートt200新設

壁仕上:Co打放しの上

       モルタル金ゴテの上 EP新設

床:無筋Co t270新設

　 モルタルt30新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t200×H200～H306

Co打放しの上

モルタル金ゴテの上 EP新設

75

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

ア25

床モルタル金ゴテ

巾木モルタル金ゴテ

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-041

改修前･改修後

2階詳細図(4)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



2-4

0
2階　4通　A～C通間　壁取壊し、建具撤去

改　修　前

 凡 例

カッター入れ

躯体撤去

壁仕上撤去

天井仕上撤去

無筋コンクリート撤去
床仕上撤去

クレーンガーター

A B C

4

a a

b

b

平面詳細図　S=1:50

ポンプ室吹抜

b

b

▽2SL+12.000

CB

▽RSL+16.500

a-a断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

A

外部

4

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

外部ポンプ室吹抜

b-b断面図　S=1:50

建具:AW-6撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-6撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-6撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

建具:AW-6撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去建具:AW-6撤去

枠  :建具廻りシーリング撤去

壁:コンクリートt150撤去

壁:LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25撤去

壁:Co打放しの上 タイル状吹付撤去

壁    :コンクリートt150撤去

壁仕上:LGS下地W75

      ＋グラスウールボードt25撤去
断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

ア25

H-148×100×6×9

けい酸カルシウム耐火被覆板t15

押し出し成形板t60

通しアングル

L-50×50×6

Zクリップ t6

H-148×100×6×9撤去

押し出し成形板撤去

けい酸カルシウム耐火被覆板撤去

（右詳細図参照）

押し出し成形板撤去

H-148×100×6×9撤去

けい酸カルシウム耐火被覆板撤去

押し出し成形板撤去
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-042

改修前･改修後

2階詳細図(5)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



2-4

N
2階　4通　A～C通間　開口閉塞t150

改　修　後

 凡 例

伸縮目地･打継目地

躯体新設

壁仕上新設

天井仕上新設

無筋コンクリート新設
床仕上新設

クレーンガーター

A B C

4

a a

b

b

平面詳細図　S=1:50

ポンプ室吹抜

b

b

▽2SL+12.000

CB

▽RSL+16.500

a-a断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

A

外部

4

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

外部ポンプ室吹抜

b-b断面図　S=1:50

壁:コンクリートt150新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t150×H200～H306

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t150×H200～H306

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設壁    :コンクリートt150新設

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

      ＋グラスウールボードt25新設

壁    :コンクリートt150新設

壁仕上:Co打放しの上 LGS下地W75

      ＋グラスウールボードt25新設

壁:コンクリートt150新設壁:コンクリートt150新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

壁:Co打放しの上 LGS下地W75

  ＋グラスウールボードt25新設

無収縮モルタル(Fc30)充填

t150×H200～H306

Co打放しの上 LGS下地W75

＋グラスウールボードt25新設

75

断面詳細図　S=1:20

（LGS下地W75＋グラスウールボードt25）

胴縁

  -75×40×15×2.3

グラスウール成形板

ア25

壁:Co打放しの上

　 外装薄塗材E

壁:Co打放しの上

　 外装薄塗材E

壁:Co打放しの上

　 外装薄塗材E
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/20,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-043

改修前･改修後

2階詳細図(6)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



煙突

ポンプ室

送風機室

消音室

電気室 階段室

給気ダクト

排気ダクト

吹抜

操作室

給気ダクト

排気ダクト

階段室

A

B

C

1234

A

B

C

1234

改　修　前 改　修　後

改修前　1階平面図　S=1:200

改修前　2階平面図　S=1:200

凡例

撤去建具

凡例

新設建具

煙突

ポンプ室

送風機室

消音室

電気室 階段室

給気ダクト

排気ダクト

吹抜

操作室

給気ダクト

排気ダクト

階段室

A

B

C

1234

A

B

C

1234

改修後　1階平面図　S=1:200

改修後　2階平面図　S=1:200
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/200

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前･改修後

建具キープラン

2025年8月

A-044

SD
3

SD
3

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)
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具

略

鋼　　製

鋼 製 軽 量

ステンレス製

木　　製

ＡＤ

ＳＤ

ＬＤ

ＳＳＤ

ＷＤ

ＡＷ

ＳＷ

ＳＳＷ

ＷＷ

ＡＧ

ＳＧ

ＳＳＧ

ＷＧ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

Ｐ Ｈ

ＡＳ

ＳＳ

ＬＳ

ＳＳＳ

a　Ｗアルミニウム製

ＮＰ　　網入みがき板ガラス

 Ｎ 　　網入型板ガラス

 Ｐ 　　フロート板ガラス

号

略

ス

ラ

金

物

略

号

ＤＣ　　ドアクローザー

ＡＨ　　オートヒンジ

ＦＨ　　フロアヒンジ

ＰＨ　　ピポットヒンジ

号

共

事

項

通

建具　リスト

建
種　　別 戸 窓 ガラリ 紙障子 ふすま ｼｬｯﾀｰ 網戸  Ｆ 　　型板ガラスガ

ｵｰﾊﾟｰ
ﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ　１．　特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付き

        モノロックとする。但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

　２．　パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき

        限り同一キー）とする。（内部はサムターン付）

　３．　便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

　４．　ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当たり、あおり止め

        （防火戸を除く）をつける。壁仕上げボード類等の場合は床付とする。

        （但し、通行に支障のあるものは除く。）。（枠廻り詳細による。）

　５．　特記なき限り外部に面するガラリ戸は防鳥網付きとする。

　６．　アルミニウム製窓の締り金物、排煙口用操作レバーの位置は床から１，５００

        以内とする。・

　７．　大型気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

　８．　特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。（枠廻り詳細による。）

　９．　特記なき限り鋼製戸の見込みは４０㎜とする。

１０．　防火戸の位置は建具配置図による。

１１．　特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は行わないものとする。

１２．　階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

１３．　特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付とする。

１４．　特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。

枠見込・扉見込

ガラス
建具

特記事項

備　考

枠記号　沓摺（水切）記号

仕上（枠共）

符号　・　名称　・　個数

姿　図

枠見込・扉見込

ガラス
建具

特記事項

備　考

枠記号　沓摺（水切）記号

仕上（枠共）

符号　・　名称　・　個数

姿　図

枠見込・扉見込

ガラス
建具

特記事項

備　考

枠記号　沓摺（水切）記号

仕上（枠共）

符号　・　名称　・　個数

姿　図

【　撤　去　】 【　新　設　】

片開き防音ドア
鋼製

13
SD

▽1FL

FP

75

レバーハンドル、丁番2枚吊、シリンダー錠

ロックウール充填

はめ殺し連窓
アルミ製

2
AW

フラッシュドア付きはめ殺し連窓
アルミ製

3
AW1 1

はめ殺し連窓
アルミ製

4
AW 1

はめ殺し連窓
アルミ製

6
AW 2

▽1FL

網入型板ガラス t6.8

水切板

40(ドア)

網入型板ガラス t6.8

ピボットヒンジ、ドアチェック、レバーハンドル

シリンダー錠、フランス落し

ロックウール充填(ドア)

網入型板ガラス t6.8 網入型板ガラス t6.8

水切板

片開き防音ドア(SAT)、特防
鋼製

33
SD

▽1FL

DP

119,40

レバーハンドル、丁番2枚吊、シリンダー錠

ロックウール充填

ドアチェック

4-44-2

片開きフラッシュ気密ドア
鋼製

118
SD

▽1FL

2-FUE

160,50

丁番(一般150 3枚)、DC(ストップなし)

特定防火設備(常時閉鎖)

両面縛りハンドル、シリンダー本締り錠

D-52
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

－

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前･改修後 建具表

2025年8月

A-045

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)
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平 面 壁

壁柱

ａ  部

柱

帯筋

ａ

かぶり厚さ

あばら筋

増打

梁

かぶり厚さ

かぶり厚さ

基礎

かぶり厚さ

増打

打継ぎ

躯体面

躯
体

面

径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ２２

記　号

内　　容 ※印の説明及び注意事項

Ｆ※

※１Ｃ※２

※１Ｇ※２

ＣＧ※

※１Ｂ※２

ＣＢ※

※１Ｗ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｋ※２

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別 ※　番号

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

片持小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

※　壁厚（cm）

※　番号、階別区分はしない

※　番号、階別区分はしない

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

床用積載荷重 積載荷重の値

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

打ち増し範囲

コンクリートブロック壁

梁・床版の上がり下がり
応じた凡例により表示

※２　その階の番号

※１　階数

※１　階数，地中大梁はＦとする

※２　その階の番号
　　　 Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐
　　　 Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※１　地中小梁のみＦとする。

※２　階別区分はしない
　　　 地中小梁を除く

※１

※２

※１　片持床版のみＣとする

※２　床版厚（cm）

※３

※１

※２

（ｋＮ/m  )

部　　位

四隅の主筋

上下階の柱
断面が異な
る場合

柱

帯筋(ＨＯＯＰ)

あばら筋
(ＳＴＰ)

梁

杭 独立フーチ
ング基礎の
底盤筋

基
礎

煙突の鉄筋

幅止め筋

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

重ね継手

継手方式

圧接継手

１)最上階の柱頭部

１)下階の柱主筋を
　 引き通すことが
　 できない柱頭部

１)末端部

１)末端部

１)末端部

１)末端部

備　考

４．１図の　 印

４．１図の 　印

８．２図参照

３．１表参照

場合を含む
壁の一部となる

８．１図参照

９．１図参照

１１．１図参照

２０．１図参照

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

使　用　箇　所

柱、梁の主筋

Ｄ１３以下の鉄筋

１８０°

１３５°

～Ｄ３８
Ｄ１９

４ｄ以上３ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上
１３５°

９０°

９０°

Ｄ

４ｄ以上

Ｄｄ

６ｄ以
上

８
ｄ
以

上

ｄ

４
ｄ
以

上

４ｄ以
上

Ｄ

幅止め筋

９０°

１３５°

（注）１．片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを

　　　　　用いる場合は、余長を４ｄ以上とする。

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図面による。

構造部分の種別

塩害区分

床、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

一　　般

煙突等高熱を受ける部分 ６０

６０

４０

４０

４０

３０ ４０

５０

５０

５０

７０

７０

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：杭基礎の場合の最小かぶり厚さは、杭天端からとし、「２１ 杭基礎の補強｣を参照。

３：仕上なしの場合を標準とする。

間隔

異形鉄筋

Ｄ Ｄ
（注）Ｄ：鉄筋の最外径ａ

あき

鉄筋径 最外径
Ｄ

鉄筋径(mm) 鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

ａ＋Ｄ
鉄筋径×1.5

（３）（２）
最小あき粗骨材径×1.25

（１）
ｄ

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３

１５mm

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

４３mm

４６mm

５０mm

５３mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

３２mm

粗骨材
最大径
２５mm
の場合

種　　別

砂利または砕石

捨てコンクリート

厚さ（mm）

※ ６０

※ ５０

ガス圧接

鉄筋の種類

鉄筋の継手

径種　別

ＳＤ ２９５

ＳＤ ３４５

重ね継手

機械式継手

下記以外

※Ｄ１９以上

※Ｄ１６以下

※図示による。

設計基準

注１：無筋コンクリートには捨てコンクリートを含む。

地上

分　類 コンクリート種別

※普通コンクリート

無筋コンクリート

※２４ ※１５

※２４ ※１８ ※普通ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

※普通ポルトランドセメント

※１８

 (Ｎ/mm  )
強　  　度

スランプ

（cm）
セメントの種類

１）建築工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部

（別紙による。)

（令和　7　年版）

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

Ｅ：耐震壁，Ｋ：階段壁
Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

壁厚（cm）
階別区分はしない

配筋種別（英大文字）
階別区分はしない

Ａ：片持床版形
Ｂ：二辺固定床版形

配筋種別（数字）
階別区分はしない

シーリング

かぶり厚さ

Ｔ形及びＬ形の梁の

構 造 細 目 共 通 図（建築構造物）

１　　特記事項

２　　共通事項

３　　鉄筋の折曲げ加工 ５　　鉄筋のかぶり及び間隔

４　　異形鉄筋の末端部

１．１　適用範囲

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

１．４　砕石及び捨てコンクリート

４．１　フックを設ける位置

５．３　鉄筋相互のあき及び間隔

５．２　最小かぶり厚さ

２．１　記号及び符号

５．１　かぶり厚さ

２．２　一般注意事項

鉄筋の種類及び継手は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書による。　

１．１表　鉄筋の種類及び継手

コンクリートの仕様は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書による。　

１．２表　コンクリートの仕様

砕石及び捨てコンクリートの厚さは、特記がなければ１．３表による。　

１．３表　砕石及び捨てコンクリートの仕様

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

２．２表　一般凡例

２．１表　鉄筋の断面表示　

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１表及び２．２表を標準とする。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１表を標準とする。

３．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

異形鉄筋の末端部には、４．１表によりフックを設ける。

４．１表　フックを設ける位置

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

５．１図　鉄筋のかぶり厚さ

最小かぶり厚さは、５．１表による。

５．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

５．２図　鉄筋相互のあき及び間隔

５．２表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

４．１図　異形鉄筋の末端部

※ 通常の施工の場合

2

2

※普通コンクリート

※普通コンクリート ※１５

※Ｄ１９以上、Ｄ２９以下
　 の柱、梁主筋

（令和　　　年版)

※本図面は（一社）全国上下水道コンサルタント協会が著作権を有するものである。

   使用にあたっては、上記協会への使用願いの提出と、配布番号の記載が必要である。

   枠外右下の【協会員番号】と【配布番号】の記載が無い図面は無効とする。

ＡＷＳＣＪ（第５版）－１０４－００５

（１）本構造細目共通図は下水道施設における処理場、ポンプ場の建築構造物に適用する。

（３）項目は、 ・ 印のついたものを適用する。 ・ 印のない場合は、 ※印のあるものを

鉄筋
コンクリ－ト

地下
基礎、基礎

梁

記　号
・

符　号

曲げ

角度
ＳＤ３４５

Ｄ１６

杭基礎のベース筋
Ｄ１６以上の鉄筋

あばら筋、帯筋、
スパイラル筋

あばら筋

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、

　　 これらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

　　 適用する。 ・ 印と  ※ 印のある場合は、共に適用する。

　　 変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

３）建築工事一般仕様書

４）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ Ｄ

までの距離（５．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリート

　　 の厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍以上

　　 として最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

かぶり厚さ かぶり厚さ

かぶり厚さ

ａ

かぶり厚さ かぶり厚さ

かぶり厚さ かぶり厚さ

土、水に

接する部分

・ 塩害対策を

　必要とする場合

の場合のあきは図面による。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

　　  ｄ：鉄筋直径（呼び名）

（別紙による。)２）建築改修工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部 （令和　7　年版）５）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

構造細目共通図(建築構造物)(1)

A-046

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

ＳＤ２９５

以下

－



（重ね継手）

中　間　部

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

柱幅(mm)

　　　　　での折曲げは行わない。

　　　５．フックあり定着の場合は、６．２図（イ）に示すようにフック部分ｂを含まない。また、中間部

≦１２００

≦１１００

≦１０００

≦９００

≦８００

≦７００

≦５００

≦６００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５
２０ｄ２４，２７

３０

１５ｄ１５ｄ２４，２７

３０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ４０ｄ

３０

２４，２７
２０ｄ

３０ｄ

３０ｄ３５ｄ

３５ｄ

２０ｄ

２０ｄ２５ｄ

２５ｄ

―１０ｄ
３０

２４，２７

１５０mm

以上

かつ
１０ｄ

スラブ小梁

フックなし フックあり

スラブ小梁

設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

６．３表　鉄筋の投影定着長さ

６．２図　定着の方法

６．２表　鉄筋の定着の長さ

８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

（３）スパイラル筋の継手及び定着

６．３図　溶接金網の継手及び定着要領

（２）溶接金網の継手及び定着は、６．３図による。

６．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

９．２　帯筋の割付け

９．１　帯筋の形状

８．１　一般事項

６．２　隣り合う継手の位置及び定着

６．１　継手及び定着

全長

梁主筋の柱内曲げ定着フックなし

定着の長さ

定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

鉄筋

一節半以上かつ
継手の重ね長さ

一節半以上かつ
１５０mm以上

重ね継手

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着

余長

定着起点

（ロ）折曲げ定着（イ）直線定着

フックあり

ｂ

Ｌ

定着起点

の添巻

≧６ｄ ≧６ｄ

５
０

ｄ

ｄｄｄ

ｄ

≧６ｄ

５０ｄ

※１．５Ｐ 　、１．５Ｐ　 のピッチは１５０mm以下とする。

１．５巻以上

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

　　　　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

Ｌ  （ただし、梁幅の１/２倍以上）

（注）１．Ｌ  ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

Ｌ   、Ｌ   又はＬ

Ｌ  、Ｌ   又はＬ

Ｌ  （ただし、柱せいの３/４倍以上）

　　　３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く）

　　　４．Ｌ   ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ  、Ｌ   ：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

　　　２．Ｌ  、Ｌ   ：割裂破壊の恐れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ  、Ｌ  は、６．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記条件を満たすものとする。

６．１．１　鉄筋の重ね継手

６．１．２　継手の特記事項

６．１．３　鉄筋の定着

６．１．４　定着の方法

フックなしの場合

フック有りの場合

接

重

６．４表　隣り合う継手の位置

（１）隣り合う継ぎ手の位置は、６．４表により、ａ寸法を守ること。ただし、壁の場合及び

８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

かぶり厚さ
定着継手

か
つ

１
５

ｄ
か

つ
１

５
ｄ

≧１５０mm≧１５０mm

ｈ

ｈ
  
/２

＋
１

５
ｄ

Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
  
以

上

（１）継手長さはＬ  とし、定着及び余長は、８．１図による。

６

差し筋 差し筋

直交梁位置

ｂ

１

Ｄ

ａ

Ｄ
＞

ｂ

１
６

≦ａ
Ｄ

１
６Ｄ

ａ

ａ

≦

か
つ

１
５

ｄ

Ｌ
  
以

上

Ｌ
  
以

上

ａ:上下の柱幅の差（ａ≦１５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

９．１図　帯筋組立の形

（１）帯筋の形状は、９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）

（イ）

（ロ）
≧６ｄ

（イ）

≧６ｄ

Ｐ
＠

 Ｐ
＠

Ｌ

≧８ｄ

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

・丸形
≧４０ｄ

（ロ）（イ） （ハ）

・Ｗ－Ⅰ形（溶接を行う）

・Ｈ形

ｄ

・ＳＰ形（スパイラル筋）

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

９．２図　帯筋の割付け
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設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

６．１図

６．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

Ｌ

Ｆｃ (Ｎ/mm  )

Ｌ

Ｌ

（注）１．Ｌ  、Ｌ   ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

≧６ｄ

１５０mm以上
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以下

帯筋

２ ＠Ｐ
重ねる。

１ ＠
以下

梁面より割付ける。
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０．２％以上、

０．２％以上、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

６　鉄筋の継手及び定着

７　（欠番）

８　柱筋の継手及び定着

９　帯筋

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

ａ≧０．５Ｌ
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（１）鉄筋の重ね継手の長さは、６．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（３）主筋及び耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さは４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、ＳＤ４９０

　　　を使用する場合は特記による。

1h

　　　２．フックありの場合のＬ   は、６．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

Ｌ1h

Ｆｃ (Ｎ/mm  )2 Ｌ1 Ｌ2
Ｌ3

Ｌ1h Ｌ2h
Ｌ3h

1h

2h

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（１） 鉄筋の定着の長さは、６．２表による。

定着の方法は６．２図による。

なお、(ロ)折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げて定着する

鉄筋の定着長さＬが、６．２表のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を６．２表に

示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを

６．３表に示す長さをのみ込ませる。

b

　　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として柱せいの３/４倍以上

　　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１/２倍以上

　　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１/２倍以上

全長

2h 3h

Ｌ

余長

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

Ｆｃ (Ｎ/mm  )2

Ｌa Ｌb

　　　２．Ｌ  ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　　　  （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　 スラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

Ｌ1h

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

ａ

ａ

Ｌ1h

Ｌ1h

鉄筋

Ｌ1Ｌ1

（２）柱頭定着長さＬ  が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、８．２図による。

（４）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５００ｍｍ以上、１５００ｍｍ以下かつ

　　 ３/４h  （h  は柱の内法高さ）以下とする。0

（5）※鉄筋のカットオフの位置及び長さは図面による。

≦
３

/４
・ｈ

0

ｈ
0

ｈ
0

※

か
つ

１
５

ｄ
ＤＤ

ａ ａ

　　（ａ）Ｈ形を標準とする。

　　（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

　　（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

　　　　 の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

　　（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

≧６ｄ

Ｌ Ｌ

Ｌ≧６ｄ

（２）帯筋の割付けは、９．２図による。ただし、図面にある場合はそれによる。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

　　　補強筋間隔 ≦ １．５Ｐとする。

2
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１２．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長１１．１　一般事項

１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

１１．３　あばら筋の割付け

１１．４　腹筋及び幅止め筋

１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

１０．４　水平段差のある場合

１０．２　ハンチのない場合

ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

１０．１図　梁主筋の梁内定着

１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

１０．７図　鉛直段差梁（その１）

１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

１０．２図　段違い梁

下端筋

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

上端筋

最上階

一般階

（２）間隔が一様でハンチのある場合

１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

（２）一般階の場合

断面

平面

１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

　　 ａ） 腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1200 1200≦Ｄ≦1500

１１．５図　腹筋及び幅止め筋

（２）特殊な梁

　　 腹筋及び幅止め筋は、図面による。

（１）一般事項

１２．１図　梁筋の基礎梁内への定着

（２）独立基礎で基礎梁(スラブなどの上載荷重を受ける場合）の主筋の継手、

Ｄ

梁

柱

梁
梁梁

柱

二段筋

Ｄ

二段筋

梁

柱

重ね継手とする場合一般の場合

（ホ） （ヘ）（ニ）（ハ）（ロ）（イ）
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吊上げ筋は、一般のあばら筋より
1サイズ太い鉄筋又は同径のものを
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ｅ

ｅ

１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

１０．３　ハンチのある場合

２０ｄ(余長)
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１０．８図　鉛直段差梁（その２）

一般階

柱

梁

Ｄ

Ｌa※

余
長

余
長

（２）ｅ/Ｄ＞１/６の場合

（１）ｅ/Ｄ≦１/６の場合余長

Ｌ

Ｌa※

余
長

Ｌ

ＣＬ

Ｌa※
Ｌ

Ｌ /４
Ｌ

最上階

Ｄ

Ｌ

余
長

Ｌ
余長

大梁主筋の継手及び定着の一般事項

水平段差のある場合

余長

１０　大梁筋の継手及び定着

１１　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋 １２　基礎梁及び底版の継手及び定着

（３）連続基礎及びべた基礎の基礎梁（基礎梁の下方より地反力（杭反力）を

ガス圧接を例として示す

余
長

余長

Ｌ

２０ｄ(余長) 継手長さ

継手長さ １５ｄ(余長)

Ｌ

余
長

Ｌa※Ｌa※

Ｌa※

１２．２図　主筋の継手、定着及び余長（その１）

ガス圧接を例として示す

１２．３図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

は継手を設けてもよい位置を示す

は継手を設けてもよい位置を示す

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　　　　上端筋：中央Ｌ /２以内

　　　　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ /４を加えた範囲以内

　　　２．４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　  ５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。

(注)１．４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　 ２．　　　　    　印は、継手及び余長を示す。

　　 ３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　　のように引き通すことができる。

　　 ４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　　 ５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

定着の長さは、１０．３図に準ずる

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　　 印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。
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　　 ※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　４．基礎梁内の主筋カットオフ位置及び余長は図面による。

　　　４．基礎梁内の主筋カットオフ位置及び余長は図面による。

ＡＷＳＣＪ（第５版）－１０４－００５

Ｌa※

ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、１０．１図による。

　　なお、定着の方法は、６．１．４による。

　　　　　　　　　上端筋：曲げ下ろす。

　　　　　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

ｃ．段違い梁は１０．２図による。

ＣＬ

Ｌ /２0 Ｌ /４0

ＣＬ ＣＬ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ2

Ｌ2

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

Ｌ /４0

（１）最上階の場合

ＣＬ ＣＬ

余
長

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0

ＣＬ ＣＬ

余
長

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1
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Ｌ2
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余
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梁 梁

柱 柱

Ｄ

Ｌa※

Ｌa※ Ｌa※
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梁

柱

Ｌ2

Ｌ2

ｅ ｅ

ｅ ｅ

Ｌa※
Ｌa※

Ｌ1

Ｌa※

余
長

余
長

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ  とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（１）形は、１１．１図（イ）を標準とする。

　　 ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

　　　ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

　　　ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

（２）フックの位置

　　　ａ．（イ）の場合は交互とする。

　　　ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側。床板が両側に付く場合は交互。

　　　ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

　　　ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが１．５m

　　　　　以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

≧６ｄ

（１）間隔が一様でハンチのない場合

≒３０

Ｄ

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠ Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠Ｐ'＠ Ｐ'＠

Ｌ /４0 Ｌ /４0

Ｌ0

≦Ｐ'＠

　　（ａ）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

　　　　 鉄筋の本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、

　　　　 １２．１図による。

　　（ｂ）梁筋を柱内に定着する場合は１０．１（１）ｂによる。

　　 定着及び余長

ＣＬ ＣＬ

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

Ｌ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

ＣＬ ＣＬＬ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

　　 受ける場合）の主筋の継手、定着及び余長

ＣＬ ＣＬＬ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ2

Ｌ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

ＣＬ ＣＬ

２本重ねたものとする。
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１２．４　梁形を設けない場合の基礎底版（オイルタンク等）

１３．１　一般事項

地中梁

地中梁

壁

組立筋

（１）定着の取り方は、壁の面からとする。

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

（４）柱幅＜梁幅の場合

１２．４図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２）　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

壁

配筋を曲げ通し筋とする。

（３）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

１２．５図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

１２．６図　主筋の継手、定着及び余長（その５）

１
０

ｄ
以

上

かつ１５ｄ

Ｌa※

地中梁

柱

鉄筋と鉄骨のあきは５．３による。 図面(又はＬ /４)

地中梁

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による) １０ｄ以上

Ｌ 以上

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

１４．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、１４．３図を標準とする。

Ｌ

※：鉄筋径及び本数は、図面による

１４．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより、

　　 開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

１４．５　壁の打増し要領

打増し部

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

１４．５図　壁の打増し補強配筋

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

ａ

１４．４　壁の交差部及び端部

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

１４．２　耐震壁の開口

１４．１　一般事項

（３）打増し部分に、壁及びスラブ等が取りつく場合は、壁及びスラブ筋等の定着長

（１）一般壁配筋の重ね継手の長さはＬ  とし、耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さは

（注）図中のＰ＠は、図面の壁筋の間隔を示す

（２）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

断面

床版

柱

主筋位置

柱

梁

柱

梁

１４．１図　壁の配筋

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置

（２）先端に小梁がある場合

　　 ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

　　 ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　 ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

小梁の終端部小梁が連続する場合

小梁外端部

片持梁

先端小梁

小梁連続端部

片持梁筋片持梁筋
折下げ 折下げ

片持梁

１３．４図　片持梁主筋の定着

　　 構造計算によって確認すること。

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、H19国土交通省告示593号の規定を満足することを

１３．２　小　梁

（１）連続小梁の場合

１３．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　３．図示のない事項は、１０．１及び１２．１に準ずる。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

１３．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

一般階

１５ｄ

ｂ Ｌ

Ｌa

※

※ Ｌ  をフックなしで定着
　 させる場合は２５ｄとする。

１３．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

　　ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合は、

　　　  全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

打増し補強筋は、１４．５図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

壁の交差部及び端部の交差部は、１４．４図による。

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

１－Ｄ※

２－Ｄ※

端部

Ｕ型鉄筋

交差部

４－Ｄ※２－Ｄ※２－Ｄ※１－Ｄ※

内壁の端部 外壁の端部

２－Ｄ※

１４．４図　壁の交差部及び端部の配筋

継手長さＬ Ｌ

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（日本建築学会）に基づき図面

連続端連続端外端

Ｌ

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

　　　※ Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

Ｌ ※

余
長

１３．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（２）単独小梁の場合

端部端部

Ｌ
２０ｄ(余長)

下端筋上端筋

≒４５゜余
長

Ｌ Ｌ

(頭つなぎ梁)

先端小梁

１４　　壁の配筋要領

１３　　小梁及び片持梁の配筋要領

2
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ｂ
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ｂ

3h
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3h

3h

1

1

１ 2

     ４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０，ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

     また、定着の長さは、Ｌ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

　　 さには打増し部分は含まない。

（４）土圧及び水圧などを受ける壁の配筋は、図面による。

　 による。

2
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（２）途中で配筋が変わる場合の定着は、１２．２図のように

　　 基礎底版筋を梁筋と読みかえる。

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa※

Ｌ2

Ｌ2

１０ｄ以上

Ｌ2

組立筋

１０ｄ以上 １０ｄ以上

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による)

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ2

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0 Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0 Ｌ0

Ｌ /４0７Ｌ /１２0Ｌ /６0

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ  （定着）2

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0

２Ｌ /３0Ｌ /６0 Ｌ /６0

Ｌ3h
２０ｄ(余長)

余
長

Ｌ2
Ｌ ※ｂ １５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ ※ｂ

Ｌ2

ｂ

Ｌ2

２Ｌ/３

Ｌ

Ｌ2 Ｌ2

≒４５゜

Ｌ3

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ3
≒４５゜

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

梁

壁

Ｌ1

Ｌ2 Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2
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１６．１図　柱の増し打ち補強配筋

出隅部

先端部補強筋

配力筋
主筋

受け筋

配力筋

主筋 受け筋Ｄ１３

Ｄ１６

主筋

主筋

主筋

※１

ｂ

先
端

壁
厚

以
上

間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径及び

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

出隅部分の補強筋

※

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

先
端

壁
厚

以
上

先端部補強筋

補強筋：

主筋

※１ ※１

６－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ

４－Ｄ※

（１）出隅部の補強筋は図面により、配筋方法は、１５．６図による。

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

（１）片持スラブの配筋

１５．４図　片持スラブの配筋

１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

１５．８図　段差のある床版の補強配筋

１５．９図　床版開口部の補強配筋

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．１図による。

１６．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

１６．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

１８．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

（１）壁配筋は、図面による。

１６．２図　梁の増し打ち補強配筋

１５．６　床版開口部の補強

１５．５　段差床版の補強

１５．４　地上部最上階の屋根床版

１５．３　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

１５．１　一般事項

１５．２　片持スラブ

１６．１　柱

１６．２　梁

１８．１  階段の配筋要領

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ  とする。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

　　 １５．２図、１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面による。

（１）出隅及び入隅部分には、１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

小梁を設ける事を原則とする。

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

　　 隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。（１５．９図）

　　 開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を

　　 避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

Ｄ１６－３００＠以内

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００㎜＜ａの場合は、図面による。

Ｄ１６－３００＠以内

２－Ｄ１３

１
０

０
以

下

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１３(Ｌ≦１０００)
Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｄ１６－３００＠以内

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００㎜＜ａの場合は、図面による。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

Ｌ

ｎ 

（    /2）本

２．柱又は梁にＬ  を定着する

受け筋（Ｄ１３）
１

０
０

以
下

一般スラブ配力筋

ＰＨ・吹抜け等

φ６＠１００（１５００角）溶接金網

梁のあばら筋

ａ

ａ

ａ

Ｌ

≧Ｌ

ａ

Ｌ

ａ

≧Ｌ

余
長

Ｌ

Ｌ≦６００

ＬＣ ：壁芯

２５ｄ

（Ｄ１３）
受け筋

Ｌ
余

長

１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

１５．１図 １５．２図

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１） スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

Ｌ ※

Ｌ ※

ｂ※

ｂ※

同一床版に段差がある場合、１５．８図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．２図による。

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

３５０

２－Ｄ１３

１
０

０
以

下

１６　　柱及び梁の増し打ち要領 １８　　階段の配筋要領

１５　　床の配筋要領

補強筋：Ｄ１６

出隅部分の補強筋

（注）ｂ  ≧ｂ  とする

出隅受け部分

（注）１．ｂ　≧ｂ　とする

Ｌ
ｂ
 /

2

Ｌ

ｂ

ｂ

※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

　　　※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

出隅部分の一般スラブ配力筋補強配筋 出隅部分の主筋補強配筋

※先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

　 よりかぶり厚さを除いた長さとする。

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

※：鉄筋径は、図面による

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ  ≦２００

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ 　≦２００

７０≦ａ≦２００７０≦ａ≦２００

Ｈ≦７０ ７０＜Ｈ≦１５０

1

Ｌ3

b

b

b Ｌ ※b

3

b

Ｌ 2

1
1
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1

2

1 2 1 2

2

2

1 2

2

2

2

1

1 2

2

2

2

2 2

本

ｎ 

ｂ /21

1
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Ｌ2

受け筋（Ｄ１３）

Ｌ2

受け筋（Ｄ１３） Ｌ3
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2
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ｂ
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Ｌ2

Ｈ

Ｌ1

Ｌ1
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ｎ 1 本
（    /2）本1ｎ 

Ｌ2

ａ

Ｌ2
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Ｌ2 ａ1

ａ
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※１

主筋
Ｄ１６－３００＠以内
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２１．２　基礎接合部の補強

１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

１９．２　梁と床版の取り合い

１９．３　円柱の取り合い

２０．２　基礎接合部の補強配筋

２１．１　杭基礎の配筋

３－Ｄ１６

梁幅

０＜Ｄ≦２００ ２００＜Ｄ≦１０００

梁幅

Ｄ：梁せい

梁

梁

梁

増し打ち補強筋

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

Ｄ

梁

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００以下とする。

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

　　 補強筋中心間隔ｐ以下とする。

（１）中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。

（２）既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

隅鉄筋Ｄ１６

Ｄ１３＠２００

ＨＯＯＰ

基礎梁
(図面による)

フーチング

１９．３図　円柱の取り合い配筋

２０．１　直接基礎の配筋

（１）独立基礎

基礎筋

基礎筋

ＧＬ
▽

はかま筋

Ａ部詳細

（２）連続基礎

２０．２図　連続基礎の配筋

基礎梁主筋

基礎梁あばら筋

腹筋とかねてよい

はかま筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

Ａ

基礎筋 はかま筋

２０．１図　独立基礎の配筋

Ｄ
３－Ｄ１６

底版補強筋
Ｄ１３ー＠２００縦横

杭径

杭径

１５ｄ

基礎筋

Ｄ１３ー３００＠縦横

基礎筋

平面

２１．１図　杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法

※

１．５Ｄ ｐ ｐ ｐｐ

ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐｐ
ｐ

※
※

※
※

３-Ｄ１９

Ｄ

１．５Ｄ

１００

梁：Ｄ

柱：Ｄ

ｐ
ｐ

ｐ

※

大梁

小梁

小梁

大梁

１．５Ｄ

ーＤ１３＠２００

柱：Ｄ

※

－Ｄ１３＠２００

１５ｄ

円柱と梁の取り合い

増し打ち補強要領は、１６．２による。 基礎接合部の補強は、２０．２による。

１００

杭径の１．０倍

Ｌ

中詰めコンクリート

２１　　杭基礎の補強

１９　　勾配屋根の取り合い

２０　　基礎及び基礎梁の配筋

ｂ） 柱幅と斜材幅が異なるａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

　　柱筋はａ），ｂ）に倣う。

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合 ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との

　　取合い

１） 柱頭部で柱芯に梁が
　　取り付く場合

２） 柱頭部で柱外面に梁が
　　取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

※Ｌ  を確保できない場合は、標仕（５．３．４（ｅ）（２））によることができる。2h

2

ＡＷＳＣＪ（第５版）－１０４－００５

Ｌ2

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ1

※

１．５Ｄ
Ｌ2

柱：Ｄ

Ｌ2

柱：Ｄ柱：Ｄ

Ｌ1

Ｌ1

Ｄ

Ｌ2

Ｌ1
Ｌ3

Ｌ3 Ｌ1

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ3

１００

Ｌ3

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ3

はかま筋

Ｌ2

Ｌ　 ※2hＬ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｄ

Ｌ　 ※2h

Ｌ2
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割裂補強筋配筋要領図

既存壁鉄筋利用時配筋要領図

コンクリート及び無収縮グラウト材圧入要領図

増設壁配筋要領図

割烈防止筋寸法（mm）

300mm以下

2
.
5
d
a
以

上
か

つ

ピッチ

主
筋

の
内

側

7.5da以上かつ

7.5da以上かつ
300mm以下

5da以上

2
.
5
d
a
以
上

か
つ

主
筋

の
内

側

ピッチ

シングル配置

※　daは鉄筋呼び径

1/10

5
.
5
d
a
以
上

5da以上

300mm以下
7.5da以上かつ

ピッチ

5da以上

2
.
5
d
a
以
上
か
つ

主
筋
の
内
側

7.5da以上かつ
300mm以下

ピッチ

4
d
a
以

上

チドリ状配置

ダブル配置

シャコネクタ－要領図

後施工アンカーの間隔

1/10

既存壁

既存壁厚

新設壁

増し壁

仕上げ除去後目荒らし

シャコネクター
D10@500

縦
横

と
も

@
5
0
0
以

下

既存壁厚-50
かつ

有効埋め込み長7da

かぶり

シャコネクター

d
a

既
存

壁
面

既存壁厚-50
かつ

既存壁

有効埋め込み長7da

先端形状

体面を目荒らしし、コンクリート打設前に十分水湿しを行う。

４）

３）

２） 増設部分と既存コンクリート躯体との接合面については既存コンクリート躯

１）

2.注意事項

1.使用材料

一般仕様

シャコネクタ－

SD295A(D10)　[増し壁の場合に使用する]

有機系カプセル型アンカー

接着系アンカー 有機系カプセル型アンカー

アンカー筋

JIS G 3112  SD295A

JIS G 3112  SD345

JIS G 3112  SD345

JIS G 3112  SR235

JIS G 3112  SD295A

コンクリート

無収縮グラウト材

鉄　　筋

無筋コンクリート

Fm=30N/mm 以上

Fc=21N/mm

Fc=18N/mm

スランプ18

スランプ15

（D16以下）

（D19以上）

（D19以上）

（D16以下）

（割裂補強筋）

スパイラル筋や壁配筋等の材料の加工に先立ち躯体寸法を実測し、これらの

補強筋を実状に合った寸法に加工すること。

打継ぎ面の目荒らしは、電動ピック等を用いて行い、平均深さ5mm(最大

後打ちコンクリートは梁下20㎝まで打設し壁頂部は無収縮グラウト材圧入

コンクリートとなるように充分な施工計画を立てる。

で10～15mm)程度の凹凸を、打継ぎ面の3/4～全面にわたって付け

ること。目荒らしは、他の部分にひび割れを生じさせないよう慎重に行う。

コンクリート打設にはバイブレーターの使用、又はタタキ締めを行い密実な

な変形が生じなければ合格とする。

８）

６）

５）

その他は、公共建築改修工事標準仕様書(R.7)、及び特記仕様書による。

設計用引張強度の2/3以上の荷重に対して、アンカー筋が抜出す等の過大

９） 既存躯体の埋設鉄筋探査を行い、適正に判断し施工を行うこと。

１０）

７）

耐震スリットは、既存鉄筋を全て切断すること。

中は振動を与えないように注意する。

とする。コンクリートの打込みは、圧入工法とする。

コンクリートの強度発現期間は充分な湿潤状態で養生する。また、養生期間

接着系アンカーの引張試験は、非破壊試験法による。試験箇所は１日に施工

されたものの各径ごとを1ロットとし、この中から3本を無作為に抜き取る。

2

2

※1　daは鉄筋呼び径
※2　開口補強筋に接着系アンカーを用いる場合の有効埋め込み長は10da以上とする。

仕上げ除去後目荒らし

50
以
下

　
有
効
埋
め
込
み
長

7d
a以

上

既存躯体
A

A

S 割裂補強筋　

アンカー筋（ナット付き）
（図示による）

壁　筋

（図示による）

仕上げ除去後目荒らし

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒らし

A－A断面

壁　厚

接着系アンカー

2
0d
a
以
上

（図示による）

壁　筋

　
有
効
埋
め
込
み
長

7
da
以
上

ナット先端

割裂補強筋

20
da
以
上アンカー筋（ナット付き）

（図示による）

既存躯体

5
0以

下

da

既存壁面

埋
め
込
み
長

有
効
埋
め
込
み
長

da

da

45°

7d
a
以
上

先端形状

B

20
0
以
上

既存壁

既存壁

既存壁はつり

フレア－溶接
片面10dもしくは両面5d

壁　筋
（図示による）

既存壁鉄筋

新設壁

B

※2　開口閉塞時の壁頭は、新設壁上部同様に
　　 約20cmの範囲はグラウトモルタルを注入する。

※1　dは鉄筋呼び径を示す。

20
0以

上

既存壁

2d

片面10d

新設壁既存壁鉄筋

既存壁はつり

壁　筋
（図示による）

フレア－溶接
片面10dもしくは両面5d

20
0
以
上

既存壁

　もしくは両面5d

2d

フレア－溶接
片面10dもしくは両面5d

無収縮グラウト材圧入

既存壁鉄筋

新設壁鉄筋

フレア－溶接

d/2 d/2

d

d/2d/2

両面溶接

dd

片面溶接

d

溶接要領

開口閉塞壁上部

B－B断面

（1）普通コンクリート打設後、（2）無収縮グラウト材を圧入する。

既存躯体

壁　厚

（１）普通コンクリート打設要領

普通コンクリート

型　枠

1/10

1/10

1/10

壁　厚

（２）無収縮グラウト材圧入要領

型　枠

無収縮グラウト材圧入口

空気抜き口

20
0

レイタンス除去、水湿し

ウレタン系シーリング

（速乾性）

普通コンクリート

外部振動機叩き締め

仕上げ除去後目荒らし

既存躯体

コンクリート投入口

無収縮グラウト材

20
0

1/30

※　Pは図示による。

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
5d
a以

上
〃

〃
〃

〃
P

〃〃 P〃〃〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃

アンカー筋

（図示による）

割裂補強筋

（図示による）

接着系アンカー

50
以
下

第
一
鉄
筋
位
置

5da以上 P

第一鉄筋位置

50以下

〃〃
P

壁　筋

（図示による）

ダブル

ダブル 100

120 50

50

200

180

ダブル 50250 170

間隔S

シングル 70 50150

外径D壁　厚 壁　筋

ダブル

ダブル

50

50

350 270

390 310

壁　筋壁　厚 外径D 間隔S

ダブル 50220300
※：シャコネクターの第一鉄筋位置は、
　　躯体面より、500mm以下とする。

※：シャコネクターをフォームタイ兼用と
　　する場合は、ナットを設ける。
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⇒

あと施工アンカ－

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

（1）接着系アンカー
da

Le

D
a

Ld

はしあき

PP

配置する。)

（原則として、中央に

da

へりあき

(2) あと施工アンカーの位置と間隔

割裂補強筋配筋要領

1. 割裂補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。

20
0

グラウト材

スパイラル型

あと施工アンカ－

2. 割裂補強筋は、6φスパイラル型とし、ピッチ、スパイラル径は下記による。

新設壁厚

壁　厚

150 75φ

スパイラル径

180 100φ

割裂補強筋

6φ@50

6φ@50

備　　　考

割裂補強筋

(ナット付）

(5da以上)

(2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

3. 継手は、2巻以上の重ねとする。

目荒し

鉄筋フレア溶接要領

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする。但し、La 及び Lbは 2d以上とする。

d d

d/2

La Lb

10d

100φ200

150φ250

150φ300

新設・増設壁上部グラウト要領

1. 特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。

新設壁の場合

増設壁厚

グラウト材

増設壁の場合

割裂補強筋

あと施工アンカ－

スパイラル型

目荒し

2
00

既存壁

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

La

dd

5d

Lb

片面フレア溶接 両面フレア溶接

既存壁等撤去要領図
注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

S=1/30  

梁

15
0

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

撤去壁-スラブ 取合部

鉄筋切断

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

20

スラブ

15
0

20

20

無収縮モルタルにて補修

柱

深さ20mmはつり、鉄筋切断後20

直交壁

無収縮モルタルにて補修

撤去壁-直交壁 取合部

新設壁部目荒らし

鉄筋切断

目荒らし

鉄筋切断

新設壁厚

梁

新設壁厚

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

新
設
壁
厚

柱

鉄筋切断

新設壁部目荒らし

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

20

撤去庇-梁 取合部

無収縮モルタルにて補修

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30とする。

アンカ-筋ピッチ標準

P
P

P
P

5d 5
0

50

5d P P P PP

新設壁開口配筋要領図

コンクリ－トカッタ－深さ両面30

開口補強筋を取り付けた後、内型枠に合わせグラウト材を充填する。

大開口部はあと施工アンカ－により、開口補強筋を設ける。

3.小開口部は切断面の補修（錆び止め塗装）を施す。

コンクリ－トカッタ－及び、はつり出し

2.各開口寸法に合わせ、コンクリ－トカッタ－及び、はつり出しにより開口部を開ける。

開口寸法：W

開
口
寸
法
：
H

先導孔（100φ程度）

1.床・壁にコア抜きにより先導孔を開ける。

鉄筋切断部分錆び止め塗装

開口寸法：W

○小開口部

開
口
寸
法
：
H

鉄筋切断

開口寸法：W

開
口
寸
法
：
H

・適用は特記による。

撤去要領 補修要領

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30

開口寸法：W

150

鉄筋はつり出し

開
口
寸
法
：
H

150

15
0

鉄筋切断

15
0

開
口
寸
法
：
H

150150

開口寸法：W

目荒し

フ
レ
ア
溶
接

フレア溶接

15
0

11da 15da

グラウト充填

15
0

・適用は特記による。○大開口部

あと施工アンカ－
開口補強筋
（特記による）

（特記による）

撤去要領 補修要領

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。

da

6φ@50

6φ@50

6φ@50

d/2 d/2 d/2

L  ： コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

Le ： アンカ-の有効埋め込み長さ

Ld ： アンカ-筋の全長

Ln ： 有効定着長さ

Da ： 既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

da ： アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効 埋め込み長さ

開口補強筋　：　Ｌｅ＝１０ｄａ

一般部　：　Ｌｅ＝７ｄａ

(ナットなし）

ナットなし)とし、ナットから ねじ山

ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

定着長さ

アンカー筋形状

また、先端形状は45゜カットとする。

が2山以上でること。

(＝補強筋との継手長さ＋クリアランス)

接着系アンカ-の有効

開口補強筋　：　Ｌｎ＝Ｌ  ＋５ｄａ

一般部　：　Ｌｎ＝２０ｄａ

荷　重　（ kN )アンカー筋呼び名(da)

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

da

Le

Da

da

１

（確認強度）

アンカーの有効埋込長さ(Le)

21.0[ ]Ｄ[ 13 ]

Ｄ[ 13 ] [ 10 ]da

[  7 ]da [ ]44.6

[  7 ]da [ ]59.8

[ ]

Ｄ[ 19 ]

Ｄ[ 22 ]

Ｄ[ 19 ]

Ｄ[ 22 ]

[  7 ]da

[  7 ]da

[ 10 ]da

[ 10 ]da

[ 10 ]da

Ｄ[ 16 ]

Ｄ[ 16 ]

[ ]24.8

[ ]

[ ]

[ ]

31.6

38.9

56.3

76.1

施工確認試験荷重

確認強度は、計算で得られた、アンカーの鋼材による引張荷重又はコンクリート

破壊による引張荷重の小さい方の2/3程度の荷重。

※埋込みピッチ及びへりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重を別途検討。

一 １．参考図書
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事

項

※第３章　補強部材・部位の設計

※第４章　補強工事の施工

「２０１７年改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針　同解説」　日本建築防災協会／国土交通大臣指定耐震改修支援センター
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2通り軸組図　S=1:100
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3通り軸組図　S=1:100
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CA4 CB3 CC4

FG7 FG8 FG21

4通り軸組図　S=1:100
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W50

W60E
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梁増打

W50A

凡 例

改修工事範囲

部位番号

0:改修前

階数 0-0

0

Co壁取壊し 1-2
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S=1:100 　改修前 2通り～4通り軸組図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前 2通り～4通り軸組図

A-060

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



▽+17.350

RSL▽+16.500

2SL▽+12.000

1SL▽+7.500

B1SL▽+0.500

B2SL▽-8.000

1SL▽+5.000

A CB

FG3 FG4

B2SL▽-5.500
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CA2 CB2 CC2

1G5 1G6 1G19

1G3 1G4 1G18

2G3 2G2 2G8

RG3 RG3 RG8

W15 W15

W15 W15
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2通り軸組図　S=1:100
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CA3 CB3 CC3

FG5 FG6 FG20

3通り軸組図　S=1:100

A CB

B1G7 B1G8 B1G17

1G9 1G10 1G19

CA4 CB3 CC4

FG7 FG8 FG21

4通り軸組図　S=1:100

2G1 2G4 2G9

RG4 RG5 RG9

W60 W60E

W50

W60E

W15

W15+EW12

梁増打

W50A

凡 例

改修工事範囲

部位番号階数 0-0

N:改修後N

壁新設EW35 1-2
N

2-2
N

壁新設EW20

1-5
N
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S=1:100 　改修後 2通り～4通り軸組図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修後 2通り～4通り軸組図

A-061

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)
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B通り軸組図　S=1:100
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S=1:100 　改修後 B通り軸組図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

改修前 B通り軸組図

A-062

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-1

N
1階　1通　A～B通間　耐震壁EW12増打

B A

1

平面図　S=1:50

a a

b

b

1

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

B A

a-a断面図　S=1:50

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

120

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

D16@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D16@150シングル
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接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150

D10@150

無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填

D16@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
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既設鉄筋 D10@150シングル

増打ち壁鉄筋 D10@150シングル

接着系アンカー D16@150シングル

D10@150

D10@150

CB1 CA1

1G1

2G1

上端筋

下端筋

STP

A,3,4端部

6-D22

2G1

B,2,3端部

4-D22

中央部
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  -D10@150

腹筋 4-D10
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上端筋

下端筋

STP

A端部
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1G1

C端部
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中央部
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  -D13@200
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主筋

HOOP

14-D22

CB1

-D13@100

主筋

HOOP

14-D22

CA1

-D13@100

H200

H200

ジベル筋

接着系アンカー

ジベル筋

接着系アンカー

ジベル筋

増打ち壁鉄筋 D10@150シングル

接着系アンカー D16@150シングル

CB1 CA1

5. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

耐震補強詳細図(1)

A-063

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-2

N
1階　2通　B～C通間　耐震壁EW35新設、建具新設、柱増打

1-3

N

4 3 2 1

C
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KEYPLAN

DN

C B

b
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2

a

平面図　S=1:50

2

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

▽1FL+ 7.800

C B

▽1SL+ 5.000

▽1SL+ 7.500
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▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

a-a断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300 ▽1SL+ 5.300

c

c

2

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

c-c断面図　S=1:50

新設壁鉄筋 D19@150ダブル

接着系アンカー D19@150ダブル
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D19@150ダブル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D19@150ダブル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D19@150 D19@150

割裂補強筋φ6

割裂補強筋φ6

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

5. 幅止め筋は縦、横ともD10-@900とする。

無収縮モルタル充填 D19@150ダブル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D19@150ダブル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D19@150ダブル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D19@150

D19@150ダブル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6

無収縮モルタル充填

D19@150ダブル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6

D19@150D19@150
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2-D22
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有効埋込長 10d
接着系アンカー 2-D22
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横筋

縦筋

斜め筋

開口補強筋

2

B

主筋 4-D25

HOOP筋 □-D13@100

B1CB2h

柱配筋図　S=1:30

4-D25 4-D25

B1CB2h

HOOP:□-D13@100

B1CB2h

HOOP:□-D13@100

既設柱CB2 HOOP筋

鉄筋残し柱取壊し範囲 

4-D25

接着系アンカー

有効埋込長 7d
4-D25

接着系アンカー

有効埋込長 7d

CB2CC2
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1G4

主筋
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主筋
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14-D22
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上端筋

下端筋
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B端部
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1G4

C端部

7-D25

中央部

4-D25

  -D13@200

腹筋 4-D10

4-D25 7-D254-D25

H200 H200

割裂補強筋φ6

CC2 CB2

6. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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福 山 市 上 下 水 道 局
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号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/30,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

2025年8月

A-064

耐震補強詳細図(2)

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-4

N
1階　A通　2～4通間　耐震壁EW15 EW12増打、建具新設

4 3 2 1
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平面図　S=1:50
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b-b断面図　S=1:50
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a-a断面図　S=1:50
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c-c断面図　S=1:50

c

c

既設鉄筋 D10@150シングル

増打ち壁厚さ t120 増打ち壁鉄筋 D10@150シングル

既設鉄筋 D10@150シングル

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。
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12-D22

CA4
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A,3,4端部
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2G1
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4-D22
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接着系アンカー

ジベル筋

接着系アンカー

ジベル筋

接着系アンカー

ジベル筋
接着系アンカー

ジベル筋

接着系アンカー

ジベル筋

接着系アンカー

ジベル筋

接着系アンカー D13@150シングル 接着系アンカー D13@150シングル

接
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増打ち壁厚さ t150 増打ち壁鉄筋 D10@150シングル

増打ち壁厚さ t120 増打ち壁鉄筋 D10@150シングル 増打ち壁厚さ t150 増打ち壁鉄筋 D10@150シングル

CA2 CA3 CA4

主筋

HOOP

16-D22

CA3

-D13@100

5. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。

450 450 6,100 450 450 8,150 400 500

7,000 9,000

27
0

2
305
0
0

3
00

9
00

6
,
10
0

450 450 6,100 450 450 8,150 400 500

7,000 9,000

7,
0
00

9
00

6
,
10
0

3
0
0

5
,8
0
0

1
50

1
20

270230

500300

150120

300200

500300

150150

7,
0
00

9
00

6
,
10
0 7,
0
00

1,050

2
,1
0
0

2
,1
0
0

25
0

1,050

2
0
0

2
0
0

2
0
0

1,050 640

6
4
0

2
,1
0
0

640
640

2
5
0

15
0

15
0

15
0

12
0

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-065

耐震補強詳細図(3)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1-5

N
1階　4通　B～C通間　耐震壁EW12増打

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

B Cb

4

a a

b

平面図　S=1:50

4

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

B C

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

a-a断面図　S=1:50

既設鉄筋 D10@150シングル

増打ち壁鉄筋 D10@150シングル

接着系アンカー D13@150シングル

既設鉄筋 D10@150シングル

増打ち壁鉄筋 D10@150シングル

接着系アンカー D13@150シングル
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シ
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ル

無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填

D13@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D13@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D13@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D13@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150

D10@150

D13@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D13@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150

D10@150

D10@500
D10@500

D10@500

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

CC4CB3

2G4

1G10

主筋

HOOP

18-D22

CB3

-D13@100

主筋

HOOP

14-D22

CC4

-D13@100

上端筋

下端筋

STP

4-D22

2G4

7-D22

中央部

3-D22

  -D10@150

腹筋 4-D10

B端部 C端部

4-D22 7-D223-D22

上端筋

下端筋

STP

B端部

6-D25

1G10

C端部

10-D25

中央部

4-D25

  -D13@200

腹筋 4-D10

6-D25 10-D254-D25

H200

H200

接着系アンカー

ジベル筋

接着系アンカー

ジベル筋
接着系アンカー

ジベル筋

CB3 CC4

5. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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1-6

N
1階、2階　C通　2～4通間　耐震壁EW25新設、柱新設、梁新設、耐震壁EW20新設

1-7

N

4 3 2 1
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KEYPLAN
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4 3 2
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b
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a a

2-5

N

a a

b

b

C

4 3 2

b

b

a a

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D22@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D22@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6割裂補強筋φ6

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

5. 幅止め筋は縦、横ともD10-@1000とする。

割裂補強筋φ6 割裂補強筋φ6

新設壁厚さ t250 新設壁鉄筋 D13@200ダブル

接着系アンカー D22@200シングル 接着系アンカー D22@200シングル

新設壁厚さ t200 新設壁鉄筋 D10@100ダブル

新設柱 1CA3

C

3

柱配筋図　S=1:30

柱頭

C

3

柱脚

主筋
16-D22

HOOP筋 □-D13@100

1CA3

12-D25

柱頭

柱脚

新設柱リスト

新設壁厚さ t250 新設壁鉄筋 D13@200ダブル

1
50

50

C

△2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

b-b断面図　S=1:50

▽+12.080

150

22

11

2-2平面図　S=1:50

1-1平面図　S=1:50

エポキシ樹脂注入エポキシ樹脂注入

シアー筋付鋼板

t=6mm W=200mm

シアー筋付鋼板

t=6mm W=200mm

D13@200ダブル

首下長さ20da以上

シアー筋

D13@200ダブル

首下長さ20da以上

シアー筋

クレーンガーター クレーンガーター

縦筋･横筋とも

D10@100ダブル

主筋

HOOP

14-D22

CC2

-D13@100

主筋

HOOP

14-D22

CC4

-D13@100

CC4 CC2

CC4 CC2

2-D16
開口補強横筋

6. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。

4
00

900

4
0
0

80
0

7,0009,000

500 400 15,150 450 450

4
0
0

40
0

450 450

2
5

8,150 900 6,100

7,0009,000

500 400 15,150 450 450

2
50

4
00

4
0
0

2
00

2
50

25
0

30
0

3
5
0

2
00

900

450 450

4
0
0

4
00

80
0

900

450 450

4
0
0

4
00

80
0

25 25

25

25 25

25

7,
00
0

30
0

4,
7
50

1
1,
18
0

2
70

250200

73
0

6
,3
8
0

70
0

3,
67
0

100 150

250

50

1,130 1,385

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/30,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-067

耐震補強詳細図(5)

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



4 3 2

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

▽1SL+ 5.300

▽RSL+16.750 (水上)

a-a断面図　S=1:50

1-6

N
1階、2階　C通　2～4通間　耐震壁EW25新設

1-7

N

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

a a

b

b

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

5. 幅止め筋は縦、横ともD10-@1000とする。

新設壁厚さ t250 新設壁鉄筋 D13@200ダブル

接着系アンカー D22@200シングル

新設壁厚さ t250 新設壁鉄筋 D13@200ダブル

接着系アンカー D22@200シングル
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D22@200シングル
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D13@200 D13@200
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C

△2SL+12.000

▽1FL+ 5.300
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b-b断面図　S=1:50
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割裂補強筋φ6

PG2

1G16 1G15

CC2CC4

主筋
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14-D22

CC2

-D13@100

主筋
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14-D22

CC4
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上端筋

下端筋

STP

2端部
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1G15
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中央部
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腹筋 4-D10
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割裂補強筋φ6

b

b
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有効埋込長 10d
接着系アンカー 2-D16

2-D16

横筋

縦筋

斜め筋

開口補強筋

6. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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1-6

N
1階、2階　C通　2～4通間　柱新設、梁新設

1-7

N

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

2-5

N

a a

b

b

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打柱・梁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

5. 幅止め筋は縦、横ともD10-@1000とする。

断   面

B x D

上   筋

下   筋

腹   筋

スタラップ

3-D25

3-D25

2-D13 @200

位   置 全断面

符   号 G1ho

500×700

2-D10

新設梁リスト
C

3

主筋
16-D22

HOOP筋 □-D13@100

1CA3

柱配筋図　S=1:30

C

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

b-b断面図　S=1:50

4-D25

2-D25

4-D25

接着系アンカー

有効埋込長 12d
2-D25

接着系アンカー

有効埋込長 12d
1CA3

HOOP:□-D13@100

12-D25

柱頭

柱脚

柱頭

C

3

柱脚

4 3 2

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

▽RSL+16.750 (水上)

▽1SL+ 7.500

▽2SL+12.000

▽1FL+ 7.800

▽1SL+ 5.000

▽1SL+ 5.300

▽RSL+16.750 (水上)

a-a断面図　S=1:50
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接着系アンカー

有効埋込長 12d
3-D25
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下端筋

STP
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4端部
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中央部

6-D25
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腹筋 4-D10

6-D25 8-D256-D25

PG2

新設柱リスト

b

b

6. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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（2）準備

　なお、既存部材に欠損などが有り、補強が必要と思われる場合は、監督職員と協議する。

・既存躯体の寸法を記録し、鉄骨製作に反映させる。

・事前に、施工対象部の記録写真を撮影する。

・既存コンクリートのひび割れ・欠損・脆弱部、その他の損傷部を調査記録して報告書を提出

　する。

（3）下地処理

・ひび割れは、エポキシ樹脂などを注入して補修する。

・鉄筋が露出している場合は、鉄筋の錆を除去して防錆材を塗布した後に修復する。

・コンクリート表面の突起や段差部などは、ディスクサンダーなどで除去し、平坦にする。

・コンクリート表面の風化層、レイタンス、汚れ、油分、型枠剥離材などは、ディスク

　サンダーや高圧水洗浄などを用いて除去し、清浄な面にする。

・表面研磨時に生じた埃などは、エアーブロー、吸引器、ウェスなどで除去する。

　ントモルタルなどで補修する。

・表面仕上げ材を撤去し、構造体コンクリートを露出する。

・躯体面や不陸修正材の表面の乾燥状態は8％以下を目安とし最大10％以下とする。

　ただし、1.(3)の専門工事会社が保水テープによる養生が必要でないと認めた材料に

　ついてはこの限りではない。

・ドライアウト防止として、ポリマーセメントモルタルにて不陸修正直後に、養生シート

　（住友3M　コンクリート保水テープ2227HP）を用いて24時間以上養生を行う。

　タルで行う。厚さは、原則として30mm以下とする。

・シアー筋付き鋼板の加工に先立ち、既存躯体の実測を行い、工作図及び原寸図を作成し、

　承認を受ける。

・鋼板の接着接合面は、ブラスト処理（ISO Sa2 1/2(SSPC SP-10)）以上とし、ブラスト後、

　錆を発生させないようにし、速やかに2.(5)に指定された防錆塗料を塗布する。

・シアー筋付き鋼板の仮固定用アンカーボルトの穴径は、ボルト径より5～10mm程度大きく

　し、鋼板の両端部に2箇所づつ開ける。

・鋼板の寸法が長くなる場合は、必要に応じてその間に仮固定用アンカーボルトの穴を設け

　る。

（4）シアー筋付き鋼板製作

・取付に必要なレベル墨及び出入り墨を出す。

・シアー筋付き鋼板を取付けるためのアンカーボルトを所定の位置に打設する。

・シアー筋付き鋼板と躯体の間隙幅を所定の寸法とするため、スペーサーを鋼板接着面に

　取付ける。

（5）シアー筋付き鋼板取付

・計量容器や混合用具類は、乾燥して清浄であること。

（6）シールおよび注入パイプの取付

・可使時間を過ぎたパテ状エポキシ樹脂は、使用してはならない。

・パテ状エポキシ樹脂の一回の混合量は、シール長さ等を考慮して可使時間以内に使用でき

　る量とする。

・エポキシ樹脂の注入パイプと空気抜きパイプを、エアだまりの無い様に、シール材で取り

　付ける。

・外壁に面する場所での補強は、雨天の場合施工を中止するか、雨水の掛からない対策を

　行う。

・施工は原則として、5℃以上の環境で行う。5℃以下で施工する場合は、適切な保温対策を

　行う。

・硬化養生の時間は、施工後24時間以上を目途とし、指触確認を行う。

・既存コンクリートと鋼板の間隙に、注入パイプの取付と、エポキシ樹脂の流出防止シール

　を行う。

（7）接着用エポキシ樹脂の注入

・計量容器や混合用具類は、乾燥して清浄であること。

・可使時間を過ぎた接着用エポキシ樹脂は、使用してはならない。

・接着用エポキシ樹脂の一回の混合量は．注入作業等を考慮して可使時間以内に使用できる

　量とする。

・混合したエポキシ樹脂を注入器に入れ、最下部の注入パイプから徐々に加圧しながら連続

　して注入する。

・エポキシ樹脂が隣接の空気穴から流出してきたら、当該の空気抜きパイプを密栓し引き

　続きエポキシ樹脂を注入する。または、注入していたパイプを密栓し、続いてエポキシ

　樹脂が流出したパイプからエポキシ樹脂を注入する。

　再注入する。

・この注入作業を順次繰り返して、すべての注入作業を終了する。空隙が出来た場合は、

・硬化養生時間は、施工後24時間以上とする。

・施工は原則として、5℃以上の環境で行う。5℃以下で施工する場合は、適切な保温対策を

　行う。

・外壁に面する場所での注入は、雨天の場合、施工を中止するか．雨水の掛からない対策を

　行う。

・木ハンマーなどで鋼板を軽く打診して、エポキシ樹脂の未注入部がないことを確認する。

（8）注入パイプ撤去

・エポキシ樹脂の硬化後、鋼板を打診して未注入部が無いことを確認して、パイプ等を除去

　する。

・「建築工事標準仕様書　JASS 5 鉄筋コンクリート工事」および「既存鉄筋コンクリート

　造建築物の耐震改修設計指針・同解説」に準拠する。

・型枠等を撤去し、仕上げ作業を行う。

（9）鉄筋コンクリート工事

（10）仕上げ

4．品質検査

（1）使用する材料の品質検査は、製造所の試験成績書を提出する。

（2）使用した材料の品質検査は、下記による。

圧縮強度

充填確認

材料納品書

試験回数

工事期間中

１回以上かつ

製造ロット毎

パイプ内に流出樹脂

が残存していること

判　定

全箇所

一致していること設計図書との適合

目視

JIS K 7208

主な検査方法

折り曲げ法 打撃法 溶接部で折れない 施工前

材　料

注入接着用

エポキシ樹脂

防錆塗料

シアー筋溶接部

5．施工記録

・下記の事項について施工記録を作成し、監督職員に提出する。

作業工程　、　施工方法　、　天候・気温　、　品質検査記録　、　工事記録写真

6．標準詳細図

・接着接合部取付詳細図

シール材

既 設 躯 体

パイプ

シアー筋付き鋼板
壁筋

エポキシ樹脂（厚さ標準10mmとし,
5～10mmの範囲）

スパイラル筋

・シアー筋付き鋼板納まり詳細図

25mm以下
(梁下と柱側面の

各鋼板の開き寸法)

エポキシ樹脂 シアー筋付き鋼板

シール

シアー筋付き鋼板

エポキシ樹脂

壁筋
 10mm以下(標準)

・鋼板の穴あけ詳細図（例） アンカーボルト用穴

アンカーボルト用穴

採用項目に　　を記す

・コンクリートの欠損部は、2.(6)のポリマーセメントモルタルなどで補修する。

・コンクリートの豆板や劣化部などは、健全な下地まではつり取り、2.(6)のポリマーセメ

　なお、必要に応じて、2.(6)のポリマーセメントモルタルなどで平坦に補修する。

・既存躯体は、鉄骨の取付に支障のないように不陸修正を2.(6)のポリマーセメントモル

25mm以下(梁下の鋼板と柱躯体との隙間)

・シアー筋付き鋼板を仮止めし、固定する。

　防錆塗料の種別は、下記を標準とし、接着性能が確認されている塗料を使用する。

JIS K 5633（長期暴露形エッチングプライマー2種)

指定材料：メタラクトH15（関西ペイント㈱）

　　　　　又は、注入接着用エポキシ樹脂との適合性が確認されたものによる。

（5）防錆塗料

接着性能：JIS K 6850（接着剤の引張せん断接着強さ試験方法）による引張せん断接着

・鋼板接着接合面の防錆塗料

・鋼板接着接合面以外の防錆塗科

JIS K 5674（鉛・クロムフリーさび止めペイント）

断面補修材の品質規格（Fc:コンクリ－トの設計基準強度)

試　験　方　法単　位項　　目 規格値

圧縮強度

コンクリートとの

JIS A 1172

( JIS R 5201 )

JIS A 6203　又は　JIS A 6909

に準拠（建研式付着強さ試験）接着強さ

JIS A 1108に準拠 Fc以上

1.2Fc以上

0.38  Fc 以上

（6）既存躯体コンクリ－トの断面補修材

　鉄筋スタッドのいずれかとする。

（7）シアー筋

・シアー筋付き鋼板のシアー筋は、ナット付き鉄筋スタッド・頭付きスタッド・ナットなし

ナットなし鉄筋スタッド

使用スタッド

シアー筋の定着長さ（da：鉄筋径）

定着長さ

首下20da以上

30da以上

頭付きスタッド

ナット付き鉄筋スタッド

・シアー筋付き鋼板の板厚は、4.5mm以上かつシアー筋の直径の1/2.5以上とする。

・シアー筋付き鋼板の鋼板は、4箇所以上仮止めする。

・シアー筋付き鋼板の鋼板は、スパン方向および柱高さ方向に適宜分割しても良い。

　ただし、鋼板間の隙間は5mm以下とする。

・出入り口開口壁のスラブ上に配置するシアー筋付き鋼板はスパン方向に分割してはならな

　い。

（8）シアー筋付き鋼板

・既存躯体コンクリ－トの部分的な断面欠損などの修復に使う修復材（ポリマーセメントモ

（9）その他の材料

・既存躯体コンクリ－トの断面補修材（ポリマーセメントモルタル）は、充分な接着強度と

　既存コンクリートと同等以上の圧縮強度を有する材料とする。

NAモルタル（住友大阪セメント㈱）同等以上

　用する。

　ルタル）は、充分な接着強度と既存コンクリ－トと同等以上の圧縮強度を有する材料を使

・既存躯体コンクリ－トのひび割れ補修を行う場合のひび割れ注入材は、ひび割れの深部ま

　で浸透し、コンクリートを一体化するために充分な接着強度を有し、ひび割れから供給さ

　れる水を遮断する性能を持つ材料を使用する。

3．施工

（1）施工手順 準　　備

下地処理 鋼板製作

シアー筋付き鋼板取付

シール工事

樹脂注入工事

鉄筋コンクリート工事

仕上げ

・断面補修材は製造ロット毎に下記の品質規格を満足することが確認された製品を使用する。

1．一般事項

（1）適用範囲

　ＲＣ壁接着工法設計施工指針」による。

（2）施工計画

工程計画

資材・機材の搬入および保管

現場養生

関連する別契約の工事との取り合い納まり等

仮設計画

鋼板の製作取付

・工事の着手に先立ち、下記の事項について充分検討し施工計画を作成して、監督職員に

　提出する。

（3）専門工事会社

・本工法に関する施工は、1.（1）に記載された専門工事会社による。

（l）鋼材

・本工法で用いる鋼材は、特別の場合を除き、下記の6種類とする。

一般構造用圧延鋼材　SS400級

溶接構造用圧延鋼材　SM400級．SM490級

建築構造用圧延鋼材　SN400級．SN490級

一般構造用軽量形鋼　SSC400級

2．材料仕様

（2）注入接着用エポキシ樹脂

・製造ロット毎の材料試験成績書を提出する。

注入接着用エポキシ樹脂の品質規格

JIS K 7208

JIS K 6850 10  以上

JIS K 7113 20  以上

項　目

圧縮降伏強度

引　張　強　度

引張せん断接着強度

単　　位 試験方法 規格値

60  以上

・注入接着用エポキシ樹脂は、本工法設計施工指針に記載された製品、かつ製造ロット毎に

　下記の品質規格を満足することが確認された製品を使用する。

（3）シール用樹脂

・製造ロット毎の材科試験成績書を提出する。

パテ状エポキシ樹脂の品質規格

JIS K 7113

JIS K 6850

20  以上

10  以上

項　目

圧縮降伏強度

引　張　強　度

引張せん断接着強度

単　　位 試験方法 規格値

JIS K 7208 60  以上

・シール用樹脂のパテ状エポキシ樹脂は、コンクリートと鉄骨枠の接着性を充分確保できる

　もので、間隙充填時に垂れ下がりのないものとする。

・シール用樹脂は、本工法設計施工指針に記載された製品、かつ製造ロット毎に下記の品質

　規格を満足することが確認された製品を使用する。

（4）コンクリートおよびモルタル

・ 普通コンクリート（後打ちコンクリート）

・ 膨張性コンクリート

　設計者承認の上、下記のいずれの膨張性コンクリートを用いても良い。

　(ａ)アルミ粉末を混入して初期の膨張を大きくするもの（膨張率1％程度）

　(ｂ)膨張剤および収縮低減剤を混入したもの（膨張率0.02％程度）

・ 無収縮モルタル

　原則として市販のプレミックスタイプのものを用いるものとする。

・（財）日本建築防災協会　技術評価書　建防災発第１８０６４号に基づく「ノンアンカー

グラウトＴＫ-Ⅱ(低臭タイプ)（ショーボンドマテリアル㈱）同等以上

＃101ＴＫ(低臭タイプ)（ショーボンドマテリアル㈱）同等以上

・製造日から１年以内のものを使用する。

・製造日から１年以内のものを使用する。

　　　　　強さが10N／mm2 以上で、材令によって低下しないこと。

60N/mm 2以上

N/mm2

N/mm2

N/mm2

N/mm2

N/mm2

N/mm2

N/mm2

N/mm2

　設計基準強度：既存コンクリートの設計基準強度以上かつ21N/mm 2以上

　設計基準強度：後打ちコンクリートの設計基準強度以上かつ30N/mm2 以上

縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月
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D19

D13

D10@600

D10@200

D19

D13

D10@600

既設梁 PG2 ②-断面図 S=1:30既設梁 PG2 ①-断面図 S=1:30

2-5

N
2階　C通　2～4通間　耐震壁EW20新設

注）

1. ＊印寸法は現場実測の上、決定すること。

2. 特記無き限り、鋼材はSS400とする。

4. 特記無き限り、スパイラル筋はSR235とする。

3. 特記無き限り、コンクリートFc24、無収縮モルタルFm30、鉄筋・シアー筋はSD295とする。

5. シアー筋付鋼板継手位置は、現場条件を考慮し決定すること。

6. (10)寸法は標準を10mmとし、最大25mm以内で決定すること。
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△2SL+12.000
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▽RSL+16.750 (水上)

b-b断面図　S=1:50

▽+12.080▽+12.800

無収縮モルタル充填

割裂補強筋φ6

PG2

1G16 1G15

CC2CC4

主筋

HOOP

14-D22

CC2

-D13@100

主筋

HOOP

14-D22

CC4

-D13@100

上端筋

下端筋

STP

2端部

13-D25

1G15

3端部

9-D25

中央部

5-D25

  -D13@200

腹筋 4-D10

9-D25 5-D255-D25

上端筋

下端筋

STP

3端部

6-D25

1G16

4端部

8-D25

中央部

6-D25

  -D13@200

腹筋 4-D10

6-D25 8-D256-D25

① ②

H200

7. 幅止め筋は縦、横ともD10-@1000とする。

無収縮モルタル充填

H200

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

a a

b

b

シアー筋付鋼板

t=6mm W=200mm

D13@200ダブル

首下長さ20da以上

シアー筋

クレーンガーター

干渉範囲クレーンガーター

干渉範囲
割裂補強筋φ6縦筋･横筋とも

D10@100ダブル

割裂補強筋φ6

縦筋･横筋とも

D10@100ダブル

シアー筋付鋼板

t=6mm W=200mm

エポキシ樹脂注入

シアー筋付鋼板

t=6mm W=200mm

エポキシ樹脂注入

D13@200ダブル

首下長さ20da以上

シアー筋

D13@200ダブル

首下長さ20da以上

シアー筋

クレーンガーター

b

b
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工事箇所
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1/30,1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内
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耐震補強詳細図(9)

2025年8月
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2-1

N
2階　1通　B～C通間　耐震壁EW20新設

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

DN

1

C B

b

平面詳細図　S=1:50

b

a a

▽2SL+12.000

C B

▽RSL+16.500

1

a-a断面図　S=1:50 b-b断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

新
設
壁

鉄
筋
 
D
1
0
@
1
5
0
ダ
ブ
ル

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

新設壁鉄筋 D10@150ダブル

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

新
設
壁

鉄
筋
 
D
1
0
@
1
5
0
ダ
ブ
ル

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

無収縮モルタル充填

D10@150

D10@150

割裂補強筋φ6

割裂補強筋φ6

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

無収縮モルタル充填

割裂補強筋φ6

割裂補強筋φ6

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150

D10@150

D10@150

D10@150

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6割裂補強筋φ6

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

5. 幅止め筋は縦、横ともD10-@1000とする。

接着系アンカー D19@200シングル
接
着

系
ア
ン
カ

ー
 
D
1
9
@
2
0
0
シ
ン
グ
ル

接
着

系
ア
ン
カ

ー
 
D
1
9
@
2
0
0
シ
ン
グ
ル

接着系アンカー D19@200シングル

新設壁鉄筋 D10@150ダブル

CB1CC1

RG2

2G2

主筋

HOOP

14-D22

CB1

-D13@100

主筋

HOOP

14-D22

CC1

-D13@100

上端筋

下端筋

STP

B端部,中央部

3-D22

RG2

中央部

5-D22

  -D10@150

腹筋 2-D10

3-D22 3-D22

上端筋

下端筋

STP

B端部

6-D22

2G2

C端部

8-D22

中央部

3-D22

  -D10@150

腹筋 4-D10

3-D22 6-D223-D22

H200

H200

CC1 CB1

6. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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2-2

N
2階　2通　B～C通間　耐震壁EW20新設

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

C B

b

2

a a

b

平面詳細図　S=1:50

▽2SL+12.000

C B

b

▽RSL+16.500

b

a-a断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

1

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

▽2FL+12.300

b-b断面図　S=1:50

新設壁鉄筋 D10@150ダブル

接着系アンカー D19@200シングル
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新
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筋
 
D1
0
@
1
5
0
ダ
ブ
ル

接
着
系
ア
ン
カ
ー
 
D
1
9
@
2
0
0シ

ン
グ
ル

割裂補強筋φ6

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6

D10@150

D10@150

D10@150

D10@150

新設壁鉄筋 D10@150ダブル

接着系アンカー D19@200シングル

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150

D10@150

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

5. 幅止め筋は縦、横ともD10-@1000とする。

無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填 D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D19@200シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6

割裂補強筋φ6

D10@150D10@150

D10@150D10@150

割裂補強筋φ6

CB2CC2

RG3

2G2

主筋

HOOP

14-D22

CC2

-D13@100

主筋

HOOP

14-D22

CB2

-D13@100

上端筋

下端筋

STP

5-D22

RG3

4-D22

中央部

3-D22

  -D10@150

腹筋 2-D10

A,C端部 B端部

3-D22 3-D223-D22

上端筋

下端筋

STP

B端部

6-D22

2G2

C端部

8-D22

中央部

3-D22

  -D10@150

腹筋 4-D10

3-D22 6-D223-D22

H200

H200

CC2 CB2

6. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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2-4

N
2階　4通　A～C通間　耐震壁EW15新設

4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN

A B C

4

a a

b

b

平面詳細図　S=1:50

b

b

▽2SL+12.000

CB

▽RSL+16.500

a-a断面図　S=1:50

▽RSL+16.750

A 4

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

b-b断面図　S=1:50

▽2SL+12.000

▽RSL+16.500
▽RSL+16.750

注）

1. 改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

2. 鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議の上行う。

4. 接着系アンカーの増打壁への有効定着長さは20da以上とする。

3. 補強コンクリートは24-18-20とする。

新設壁鉄筋 D10@150シングル 新設壁鉄筋 D10@150シングル

新
設

壁
鉄
筋

D
1
0
@
1
5
0
シ
ン
グ
ル

新設壁鉄筋 D10@150シングル 新設壁鉄筋 D10@150シングル

無収縮モルタル充填 無収縮モルタル充填

D10@150D10@150

D10@150

無収縮モルタル充填

D10@150

D10@150

D10@150D10@150D10@150D10@150

5. フレア溶接は、10d以上確保する。

D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d
D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6割裂補強筋φ6 割裂補強筋φ6

割裂補強筋φ6割裂補強筋φ6

CC4CB3CA4

RG4
RG5

2G1 2G4

主筋

HOOP

14-D22

CC4

-D13@100

主筋

HOOP

12-D22

CA4

-D13@100

上端筋

下端筋

STP

RG4

全断面

3-D22

  -D10@150

3-D22

腹筋 2-D10

上端筋

下端筋

STP

B端部,中央部

3-D22

RG5

C端部

4-D22

  -D10@150

腹筋 2-D10

3-D22 3-D22

上端筋

下端筋

STP

A,3,4端部

6-D22

2G1

B,2,3端部

4-D22

中央部

3-D22

  -D10@150

腹筋 4-D10

6-D22 4-D223-D22

上端筋

下端筋

STP

4-D22

2G4

7-D22

中央部

3-D22

  -D10@150

腹筋 4-D10

B端部 C端部

4-D22 7-D223-D22

主筋

HOOP

18-D22

CB3

-D13@100

H200 H200 H200

新
設

壁
鉄
筋

D
1
0
@
1
5
0
シ
ン
グ
ル

D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

割裂補強筋φ6

割裂補強筋φ6

D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

D10@150シングル

接着系アンカー

有効埋込長 7d

CA4 CB3 CC4

6. 接着系アンカーは非破壊引張試験を実施すること。

　 試験方法は「JCAAあと施工アンカー施工指針(案)」に準じ、

   施工1ロット毎に3本抜き取り検査とする。

　 施工1ロットは、同一施工条件で施工本数300本ごととする。
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構造

・ 一般配管用ステンレス鋼管　 　 （ＪＩＳ　Ｇ ３４４８）　ＳＵＳ３０４ 

・ ポリブテン管　　　　　　　　　（ＪＩＳ　Ｋ ６７７８，ＪＩＳ　Ｋ ６７９２）

・ 架橋ポリエチレン管　　　　　　（ＪＩＳ　Ｋ ６７６９，ＪＩＳ　Ｋ ６７８７）

　 ・ アスファルトコンクリート　・ コンクリート　・ 木材

形状、寸法等が設計書と異なる場合は他に支障を生じない限り監督員と協議の上処理する。

・

用途地域

工事場所

工事名称

改修・改築・

・

・・

・ 指定なし

増築

準防火地域

新築

防火地域

建物概要

敷地面積

工事種別

防火地域

延べ面積

床面積

面積２）

１）

フレキシブルジョイント

※ 再資源化を図るもの

受注者事務所等

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

4

3

2

1

34

35

9

・ 埋込形　　　　・ 壁付形

竣工時水セッケンを補充する。

・ 陶器付形　　　・ 壁付形

・ 台所流し用水栓は、泡沫式とする。

（　・ ワンタッチ式　　・ ワンハンドカット式　）

竣工時ペーパーを設置する。

止水栓付

止水栓付

・ 設ける （ ピットは除く ）　　　　・ 設けない

・ 陶器製　　　・ 防露形陶器製　　　・ 合成樹脂製　　　・ 防露形合成樹脂製

セッケン受け

（水セッケン共）

水セッケン入れ

水栓

紙巻器

洗面器

手洗器

化粧鏡

化粧棚

便座

洗浄用タンク

・　完成図　　　　　　　・　施工図

完成時の提出図書

その他

施工調査

　　　部

・ ナイロンロープ張り　　・ 木製仮囲い　　・ 鋼製仮囲い　　・ しない

・ 設ける

・ バキュームブレーカー付

・ フラッシュバルブ　　　　・ 自動洗浄　（ 個別・　焦電 ）　　・ 

・ フラッシュバルブ　　　　・ ロータンク

・ 図示陶器品番　　　ＪＩＳ記号　・ 図示陶器品番　　ＴＯＴＯ記号　（同等品以上）

構内既存の施設　　・ 有償で利用できる　　・ 無償で利用できる　　・ 利用できない

・ 敷地内に建てることができる。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 備品等

・ 設けない

　　・ １号　　・ ２号　　・ ３号　　・ ４号　　・ ５号　　・ 　　　　　㎡程度

大便器洗浄弁

小便器

大便器

衛生陶器付属品

工事用水

監督員事務所

工事現場仮囲い

事前調査　 調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）

工事着手に先立ち、設計図面 （ Ａ３版縮小 ） 製本を提出する。

・ 普通便座　（　・ 蓋有り　・ 蓋無し　）　・ 温水洗浄便座　・ 暖房便座

・ 一般鏡　　　・ 耐食鏡　　　・ 盗難防止形

・ 陶器製　　　・ 金属製

和風便器耐火カバー

5 構内既存の施設　　・ 有償で利用できる　　・ 無償で利用できる　　・ 利用できない工事用電力

7

6

・Ａ種　　・ Ｂ種：塗装仕上げ（・有・無 ）　・ Ｃ種：塗装仕上げ（・有・無 ）仮設間仕切り

引渡しまでの光熱水費

7

6

　材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

・ 現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

購入法」という。）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

の写しを監督員に提出する。（標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる

資料の提出を省略することができる。）

て所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書

また、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によっ

機器材料等

※　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　（財）日本建設情報総合センター

また、建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は、次表により

律」（以下「建設リサイクル法」という。）、「資源の有効な利用の促進に関する法律」

（以下、「資源有効利用促進法」という。）、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

理推進要綱に従い適正に処理する。

（以下、「廃棄物処理法」という。）その他関係法令等によるほか、建設副産物適正処

・　保全に関する資料（設備機器類及び一連の装置等の取扱い要領を記載した説明書等）

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン

工事概要Ⅰ

自動エアー弁 ダンパー

伸縮管継手

安全弁及び逃し弁

膨張管

電磁弁

二方弁

ストレーナ

温度計

圧力計、連成計

油管

冷却水管

冷温水管

温水管

冷水管

間接排水金物

排水金物

床排水トラップ

床下掃除口

床上掃除口

量水器

逆止弁

止水栓、仕切弁

瓦斯コック通気管

瓦斯管

排水管

消火管

給湯管

揚水管

給水管給
排
水
衛
生
凡
例

空
気
調
和
凡
例

給水栓、湯栓、混合栓

仮

設

工

事

一

般

共

通

事

項

一

般

共

通

事

項

施工計画時 工事完了時

再生資源利用計画書

再生資源利用促進計画書

再生資源利用実施書

再生資源利用促進実施書

搬入

搬出

・ 和風便器は埋込型とし，コンクリート接触面は緩衝材塗装加工とする。

本工事は登録対象工事であるため、受注者は、施工計画時、工事完了時及び登録情報の

　 ・ コンクリート及び鉄からなる建設資材

速やかに次の図書を提出する。

1

2

3

4

5

6

7

工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。

指定以外の機材を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

給

水

設

備

発生材の処理

計画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は、監督員と協議する。

変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

受注者は各関係官公署への必要な手続きを速やかに完了し、工事完成と同時に建物使用できるよう、一切の手続きを

　 受注者は、地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。

(1)官庁手続き

(2)地元企業及び地場製品の活用

　 設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い等の関係で、設計図書によることが困難

　 若しくは不都合が生じた場合は、監督員と協議する。

(3)疑義に対する協議等

(2)特記事項は※および○・印のついたものを適用する。

(1)項目は，番号に○印のついたものを適用する。

特記仕様2

引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）3

・引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

・引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後

・ 提出の方法及び形式は，監督員の指示による。

8

建設副産物は、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、計量伝票等を

完成時
４

４

外　　　景

各　　　室

面

面

キャビネ版程度（カラー）

サービス版程度（カラー）

必要に応じた数サービス版程度（カラー）工事中

必要に応じた数サービス版程度（カラー）着手前

ほか特記がない場合は、以下による。

建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方(改訂第２版）-建築設備編-」による工事及び完成写真

監督員に提出する。

分類 規格 撮影枚数 提出部数

1

1

1

・ 各種写真は，写真帳（Ａ４版）にて工事完成時に提出する。

・ 原版等の提出　　　・ する（ ・ 完成時のみ　・ 全て　）　　　　・ しない

衛

生

器

具

設

備

（柱及び梁以外の箇所で、開口補強が不要であり、かつ、スリーブ径が200mm以下の部分は、

　　　　　　　　　・ 有り（・ 放射線透過検査　・ 浸透探傷検査または磁粉探傷検査）

33

32

31 防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。防火区画の貫通処理

抜取率は　　　　　　　　　 ・ 標準仕様書による　　　　　 

                判定基準　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

溶接配管の検査

化学物質の測定

非破壊検査の適用　　※ 無し

30 電気容量 　　　　〃　　　　　　　以下とする。

図面に記載されている数値以上とする。機器性能29

28

27 標準仕様書及び図示による。塗装

紙製仮枠としてもよい。）

スリーブ

熱収縮材

ブチルゴム系絶縁テープ （１/２重ね、２回巻）

26

25

24

23

22

21 工事の施工に伴い既成部分を汚染または損傷した場合は、既成にならい補修する。

・ 放射線透過検査等　　　　　　・ 必要　　　　　　　　　・ 不要

補修など

又は溶融亜鉛めっき仕上げとする。

とし、屋外の配管、ダクトに使用する支持金物等はステンレス製 （ ＳＵＳ３０４ ） 

ポンプ及び屋外設置機器のアンカーボルト、ナットはステンレス製 （ ＳＵＳ３０４ ）支持金物・固定金具

耐震施工

標準仕様書によるが、特記のないかぎり下記を標準とする。保温材

排気ダクト、排煙ダクト

給水配管、給湯配管、ダクト類、冷温水配管等

給水配管、排水配管の多湿場所

ハ）　ロックウール　 －－－－

ロ）　グラスウール 　－－－－

イ）　ポリスチレンフォーム －

鋼管類の地中埋設

設備機器の固定は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」（平成８年版・建設大臣

（コンクリート内等）

ペトロラタム系防食テープ （ １/２重ね、１回巻き）＋プラスチックテープ（１/２重ね、１回巻き）

防食用ポリ塩化ビニル粘着テープ （ ＪＩＳ　Ｚ　１９０１○ア 0.4m/m ）１/２重ね、２回巻

外壁の地中部分で水密を要する部分のスリーブは、つば付き鋼管とし、地中部分で水密を

要しない部分のスリーブは、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）とする。

官房官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針」（２０１４年版・一般財団

・ 測定対象化学物質（　　　　　　　　　　）・ 測定方法（　　　　　　　　　　）

・ 測定対象室（　　　　　　　　　　）　・ 測定箇所（　　　　　　　　　　　）

13 工事実績情報の登録

請負金額

500万円以上 契約後10日以内 変更契約後10日以内 工事完成後10日以内

工事受注時 登録内容の変更時 工事完成時

※受注者は、次表に従い、工事実績情報を登録する。

登録申請を行う。ただし期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日を除く。

20

19

18 ・ 合成ゴム製 （ 球形 ）　　　　・ ベローズ形防振継手

排水管を除く埋設配管には、土被り150㎜程度の深さに埋設表示用テープを埋設する。

埋設表示

はつり工事

インバーター用の制御及び操作盤は標準仕様書を 　※ 適用する　・ 機器表特記による

設ける。接点及び端子は、標準仕様書を 　　　　　※ 適用する　・ 機器表特記による

・ ボイラー及び冷温水機等の付属盤の始動スイッチ二次側に煤煙濃度計用の電源端子を

・ 運転ブロック図に適合するものとする。

標準仕様書によるほか下記による。17 機器付属の制御盤

特記なき場合は、ＥＭ電線・ケーブルとする。16 電線類

装置等の取扱い要領を記載した説明板を作成し、指示する箇所に取付ける。

監督員と協議の上、設備機器類（ボイラー、冷凍機、ポンプ、空気調和機等）及び一連の15 説明板

下記項目の測定を行ない監督員に提出する（　　　部）測定表14

変更登録は、工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）

※登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。（舗装部分は ・ 鉄製　・ コンクリート製）

なお、変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できる。（登録要）

※上記以外のものはすべて構外に搬出し、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

登録内容について、あらかじめ監督員の確認を受けたのちに、次表の期間内に

法人日本建築センター発行）による。耐震クラスは（　　）とする。

4

3

2

1

・適用する。　　　　　　　　　　・適用しない

・適用する。　　　　　　　　　　・適用しない

名、工期、写真、所属会社名及び証明印の入った名札を着用するものとする。

技能士

電気保安技術者

技術者

監理（主任）

適用基準等

5 施工管理

建築板金施工

冷凍空気調和機器施工・冷凍機、空調機

・風道、換気熱絶縁施工

配管施工・配　　　　管

・保　　　　温

工　事　別 適　用　種　別 工　事　別 適　用　種　別

章 項 目 特 記 事 項

・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（平成　　年版）

・建築基準法、消防法、その他関係法令

・建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修

・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

※施工体制台帳（建設業法等に従って作成し、写しを提出する。）

　技術者台帳（施工体制台帳に添付）

※施工体系図（建設業法に基づき、当該現場の見やすい場所に掲示する。）

　受注者は施工管理体制を確立し、品質、工程、安全等の施工管理を行う。

　監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真、名前、生年月日、所

　属会社名を記載する。

福 山 市 機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

・ 本引込みより引渡しまでの基本料金　　※ 受注者負担　　　・ 別途

・ 本引込みより引渡しまでの使用料金　　※ 受注者負担　　　・ 別途

※本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物に

ついては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

・　自動制御方式（・電気式・電子式・デジタル式　）・　中央監視制御装置

・　１種換気　　　・　２種換気　　　・　３種換気　　　・　全熱交換器

・　機械排煙（　・有り　・無し　）　・　適用法則（　・建基法　・消防法　）

換 気 設 備

排 煙 設 備

自 動 制 御 設 備

・　パッケージ形空気調和機　　・　ガスエンジン式パッケージ形空気調和機

・　コージェネレーション装置　　・　氷蓄熱ユニット

・　吸収冷凍機　　・　直だき吸収冷温水機　　・　小形吸収冷温水機ユニット

・　鋼製ボイラー・　鋳鉄製ボイラー・　温水発生機　・　チリングユニット

　　　　　　　  ・　ファンコイルユニット，ダクト併用方式　・　　　　　　）

・　空気調和（　・中央ダクト方式　　・各階ユニット方式　・パッケージ方式

・　フード等用簡易自動消火　　・ 二酸化炭素消火　　･ 不活性ガス消火

・　粉末消火　・　消防用水　・　泡消火　・　連結散水　・　消火器

・　直放流下水管　　　　・　浄化槽

・　屋内消火栓　・　連結送水管　・　屋外消火栓　・　スプリンクラー

・　直放流下水管　　　　・　浄化槽　　　　・　側溝　　　　・　別途桝

・　自然流下　・　ポンプ排水　（　・ 汚物　・ 水　・ 雑排水　）

・　空気熱源ヒートポンプユニット　・　遠心冷凍機　・　スクリュー冷凍機

・　直結直圧式　・　直結増圧式　・　高置水槽式　・　受水槽方式

（○印のついたものを適用する。）設備概要Ⅲ

空気調和方式等

ガ ス 設 備

給 水 方 式

浄 化 槽

消 火 設 備

主 要 熱 源 機 器

給 湯 設 備

雑排水

汚　水

排 水 方 式

給

排

水

衛

生

設

備

空

気

調

和

設

備

　方式　（　・ 局所式　・ 中央式　）

　熱源　（　・ 電気　･ 都市ガス　・ 液化石油ガス　・ 灯油　・ Ａ重油　）

・　        （　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

・　小規模合併処理　　　　　　・　合併処理

放流先

共通仕様1

機械設備工事仕様Ⅳ

建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれ公共建築工事標準仕様書（建築工事編）及び公共建築工事

標準仕様書（電気設備工事編）による。

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書　　

8 消防法令に基づく防火対象物 ） 項

３） 付属施設

空気調和設備工事

・ 契約締結後１４日以内に実施工程表を提出するものとする。

工 事 種 目工 事 種 目

Ⅱ 工事種目 （○印のついたものを適用する。）

給排水衛生設備工事 ２．

・ 本工事の工期には、工事検査期間として１４日を含んでいる。

１．

（ ）9

10

11

排水設備工事

自動制御設備工事

排煙設備工事

換気設備工事

空気調和設備工事

4

3

2

1

8

7

6

5

4

3

2

1 衛生器具設備工事

給水設備工事

給湯設備工事

消火設備工事

ガス設備工事

浄化槽設備工事

厨房機器設備工事

建築基準法施行規則に定める主要用途区分

竣工図（・Ａ３版２つ折りにして製本　　　　　　　　　　　）　　　　部

代行する。（水道加入金の納付手続きは除く。関係官公署手続きは監督員の承諾後とする。）

・　都市ガス　種別１３Ａ（４５ＭＪ/Ｎ）　・　液化石油ガス

工事に使用する機器および材料は、石綿を含有しないものとする。

・飲料水（雑用水）の水質　　・ 浄化槽の放流水質　　・ 化学物質の濃度

・ 温度　　・ 湿度　　・ 風量　　・ 騒音　　・ 振動　　・気流　　・塵埃

鋼管類の地中埋設

・ ガス配管　　・蒸気配管　　・ 冷温水配管　　・ 冷却水配管　　・油管

2

1 給水方式

（ 屋　内 ）

・ 直結直圧式　　・ 直結増圧式　　・ 高置水槽式　　・ 受水槽方式

・ 内外面水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６） ＳＧＰ－ＶＤ

管 ・ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　　（ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６） ＳＧＰ－ＶＢ

10

9

8

7

6

5

4

3

・ 標準　　　型　　　　　　・ 防振　　　型

・ 鋼板製 （ ・ パネル形・ 一体形 ）・ ステンレス製パネル （ ・ 溶接・ ボルト ）

・ 鋼板製 （ ・ パネル形・ 一体形 ）・ ステンレス製パネル （ ・ 溶接・ ボルト ）

・ ＦＲＰ製 （ サンドイッチ構造 ）　　　　・ ＦＲＰ製

・ ベローズ形単式　　　・ ベローズ形複式

・ ステンレス製ベローズ形　　・ 合成ゴム製円筒形

ポンプ基礎

鋼板製水槽の防錆

受水槽

伸縮管継手

高置水槽

・ ＪＩＳ　５Ｋ　　　　　（高置水槽以降の配管に使用）

フレキシブルジョイント

揚水及び加圧給水ポンプ ・ 　　　　　φ　×　　　　　/min　×　　　　ｍ　×　　　　kW　×　　　　台

・ ＦＲＰ製 （ サンドイッチ構造 ）　　　　・ ＦＲＰ製

・ エポキシ樹脂コーティング　　　 　・ 亜鉛アルミニウム及びその合金溶射

弁

11

（ 屋　外 ）

・ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　　（ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６） ＳＧＰ－ＶＢ

・ 内外面水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６） ＳＧＰ－ＶＤ

・ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管　　（ＪＩＳ　Ｋ ６７４２） （ ・ ＨＩＶＰ ・ ＶＰ）

管

・ ポリエチレン管　　　　　　　　（ＪＩＳ　Ｋ ６７６２， ＪＷＷＡ　Ｋ　１４４）

・ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管 　 （ＪＩＳ　Ｋ ６７４２） （ ・ ＨＩＶＰ ・ ＶＰ）

・ 架橋ポリエチレン管　　　　 　 （ＪＩＳ　Ｋ ６７６９， ＪＩＳ　Ｋ ６７８７）

・ ポリブテン管 　　　　　　　　 （ＪＩＳ　Ｋ ６７７８， ＪＩＳ　Ｋ ６７９２）

・ ポリエチレン管　　　　　　  　（ＪＩＳ　Ｋ ６７６２， ＪＷＷＡ　Ｋ　１４４）

・ 一般配管用ステンレス鋼管　 　 （ＪＩＳ　Ｇ ３４４８）　ＳＵＳ３０４ 

・ ＪＩＳ　10Ｋ　（市水道に直結する配管に使用）

水圧試験は配管途中、隠ぺい埋戻し前又は配管完了後の被覆施工前に、監督員立会いの上、

19

18

17

16

15

14

13

12

・ 飲料水以外の給水管は、誤接続がないことを確認するため衛生器具等の取付完了後、

規定の水圧試験を行う。

鋼管の接合は管端コア付継手等を使用する。

・ リモート型　　　　　・ 流量計　　　　　　台

・ 変位を吸収できるようにスリークッションとする。

・ 標準図による。

・ 水道局規格形　　　・ MC形

・ 買入　　　　　　  ・ 借用

・ 市規格品　　　　・ VC形　　　　・ 市販品

・ ＪＩＳ　５Ｋ　　　　　（高架水槽以降の配管に使用）

その他

隔測メーター

建物導入部配管

埋設深さ

量水器桝

量水器

弁桝

給水管の最小管径は、原則として呼び径20とする。

　 水質検査をして結果を報告する。

　 系統毎に着色水を用いた通水試験等を行う。

・ 300mm以上（車両道路以外）　・ 600mm以上（車両道路）　・ 凍結深度(400mm)以上

・ 配管工事中に管内に異物の混入なきよう充分に注意し、工事完成前に監督員立会いの上、

・ ＪＩＳ　10Ｋ　　　　　（市水道に直結する配管に使用）弁

受注者は、監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め、工事現場内において工事

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書 № 1

V e r . 2 0 0 4

測定箇所等は、監督員の指示による。

(「竣工図電子データ作成要領」による。)・　竣工図電子データ（施工図含む）一式

10

・　ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒなど）、データ形式等は監督員の指示による）

施工範囲　「工事区分表」による。

11 建築工事等に伴う足場及び安全仮囲いは、無償にて使用できる。足場

・ 本工事で設置する。

　・ 内部足場　（　・ 単管足場　・ 枠組足場　）

※枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省

平成21年4月）の手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の組立，解体

変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置

※別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い、監督員の

　調整に協力し、当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。

別契約の関連工事

との調整等

方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

12 施工中の安全確保

　・ 外部足場　（　・ 枠組足場　・ 単管足場　）

・ 本工事は、交通誘導員として　　人を見込んでいる。交通誘導員の配置については、

　 実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の撮影を行い、監督員に提出する。

　 基づき、当該工事について、同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事

　 現場代理人を指名する。

・ 同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は、労働安全衛生法第３０条第２項に

　(副メーター設置等)

　(副メーター設置等)

Ａ

ＣＰ

Ｔ

Ｖ
Ｒ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

複式

単式

Ｓ

ＧＰ
Ｇ

ＲＤＣ
ＤＣ

ＲＨＣ
ＨＣ

ＲＨ
Ｈ

ＲＣ
Ｃ

Ｍ

Ｘ

Ｅ

ＲＣ造　地上２階地下１階

消防法施行令別表一１ （１５

A-075新 涯 ポ ン プ 場 ポ ン プ 棟 耐 震 化 工 事 （ そ の ２ ）

2025年8月

福山市上下水道局

1 7 8 5 . 6 8　m2

建築面積 326.5 3　m2

75 6 . 5 1　m2

（機械設備工事編）令和７年版（以下「標準仕様書」という。）、同営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事

標準図（機械設備工事編）令和７年版（以下「標準図」という。）及び公共建築改修工事標準仕様書（機械設備

工事編）令和７年版による。

第一種住居地域

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）
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管

通気管

満水試験継手

ピット内配管保温

方式

管

インバート桝

インバート桝用蓋

排水桝

排水桝用蓋

埋設深さ

その他

管

弁

熱源

膨張水槽

その他

弁

消火栓箱

水源用水槽

消火ポンプユニット

ポンプ基礎

消火器

保温

その他

処理種別

その他

マンホール

排水方式

形式・容量

構造

管

種別 中央監視制御装置

電源装置

計装工事の配線

方式

管

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

1

2

3

自

動

制

御

設

備

消

火

設

備

給

湯

設

備

浄

化

槽

設

備

ガ

ス

設

備

（ 屋　内 ）

（ 屋　外 ）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

・ 有り （ 構成機能図は図示による ） 　　　　　　　・ 無し

・ 要　（ ・ 本工事　　　・ 別途工事　） 　　　　　・ 不要

屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

・ 都市ガス　　　　　　・ 液化石油ガス

・ 配管用炭素鋼鋼管　　　　　　　　　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ ）（ 白管 ）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管　　　　　　　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４５４ ）（ 黒管 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　・ 露出部　カラーＶＰ ）

３階以上にわたる排水立て管には、各階ごとに満水試験継手を取付ける。

・ 施工する　　　　　　　　・ 施工しない

・ 自然排水　　　　　　　　・ ポンプ排水

・ SA，AB形　　　　　　　　・SC形　　　　　　　　　・小口径

・ 塩ビ製　　　・ 鋳鉄製 （ ・ ＭＨＡ　・ ＭＨＢ　･ 小口径用防護ハット　）

・ RA，RB形　　　　　　　　・ SC型　　　　　　　　・ 小口径

・ 塩ビ製　　   ・ 鋳鉄製 （ ・ ＭＨＡ　・ＭＨＢ　・ 小口径用防護ハット　）

・グレーチング　・鉄板製　○ア　６m/m

・ 300m/m以上（車両道路以外）　　・ 600m/m以上（車両道路）　　・ 勾配図による。

・ 配管途中、埋戻し前又は配管完了後、防露工事前に監督員立会の上満水試験を行う。

・ 単管式　　　　　　　　・ 復管式

・ 銅管　　　　　　　　（ ＪＩＳ　Ｈ　３３００ ）（ ・ Ｍタイプ　・ Ｌタイプ ）

・ 被覆銅管　　　　　　（呼び径２０までとする）

・ 水道用亜鉛メッキ鋼管　　　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４４２ ）ＳＧＰＷ

・ 保温付被覆銅管（ＪＩＳ Ｈ ３３００の外面に発泡断熱材（14mm以上）で被覆したもの

・ 一般配管用ステンレス鋼管　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４４８ ）ＳＵＳ３０４

・ 架橋ポリエチレン管　

・ ポリブテン管

・ ＪＩＳ　１０Ｋ　　　　　　　　　　　・ ＪＩＳ　５Ｋ

・ ボ イ ラ ー 　（ 　　　　　　　　） ・ 給湯器，湯沸器　（　　　　　　　　）

・ ステンレス製　（　　　　　　　　　）・ 鋼　板　製　（　　　　　　　　　　）

・ コンクリート埋設管内の保温はアスファルトジュート１回巻きとする。

配管終了後、保温施工前に監督員立会の上、規定の水圧試験を行う。

・ 水道用亜鉛メッキ鋼管　　　　　　　 　　　　 （ＪＩＳ　Ｇ　３４４２）ＳＧＰＷ

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（第２種亜鉛メッキ製品）（ＪＩＳ　Ｇ　３４５４）ＳＴＰＧ

・ 配管用炭素鋼鋼管　　　　　　　　　 　　　　 （ＪＩＳ　Ｇ　３４５２）ＳＧＰ

・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　　　　　　（ＷＳＰ　０４１） ＳＧＰ－ＶＳ

※消火用配管は、消防法令に適合するものとする。

・ ＪＩＳ　１０Ｋ　　 　　　　　　　　　・ 

・ 総合形（ ・ＨＢ－１Ａ・ＨＢ－１Ｂ　）・ 単独形（ ・ＨＢ－２Ａ・ＨＢ－２Ｂ　）

・ 総合形（ ・ＨＢ－４Ａ・ＨＢ－４Ｂ　）・ 消火器箱併設形（・HB-1AS　・HB-1BS ）

・ ステンレス製　（　　　　　　　　　）・ 鋼　板　製　（　　　　　　　　　　　）

・ 認定型　　　　　　φ×　　　　　／min×　　　　　m　　　　　kW×　　　　台

・ 標準　　　　　型　　　　　　　　　・ 防振　　　　　型

・ （　　　　　　）型　　（　　）本　・ 収納箱共・ 置台共・ 壁掛フック共

イ）　呼水タンクの保温　　　　　　 　・ 施工しない　　　　・ 施工する

ロ）　充水タンクの保温　　　　　　　 ・ 施工しない　　　　・ 施工する

ハ）　消火配管の保温は次による。

　　　・ 屋内消火栓用　　　　　 　　 ・ 施工しない　　　　・ 施工する

　　　・ スプリンクラー用 　　　 　　・ 施工しない　　　　・ 施工する

　　　・ 連結送水用　　　　　　　　　・ 施工しない　　　　・ 施工する

　　　・ 連結散水用　　　　　　　　　・ 施工しない　　　　・ 施工する

を行う。

水圧試験及び消防用設備等の機能等についての試験基準に基づく外観試験及び性能試験

・ 小規模合併処理　　　　　　・ 合併処理　　　　　　・ 単独処理槽

・ 放流水質　（ ・ ＢＯＤ　　　ｍｇ／以下　　・ ＣＯＤ　　　　ｍｇ／以下

　　　　　　　　・ Ｔ－Ｎ　　　ｍｇ／以下　　・ Ｔ－Ｐ　　　　ｍｇ／以下 ）

・ 分離接触ばっ気方式　　・　長時間ばっ気方式　　・　分離ばっ気方式

・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ ユ ニ ッ ト型　（　　　　　　　型　　　　人槽　　　　　　　／日 ）

・ 現場施工型　　 （　　　　　　　　　 　　 人槽　　　　　　　／日 ）

・ 自然排水　　　・ ポンプ排水　（　　　　　　　　　　　　　　 ）

･  ＭＨＡ型　　　　　・ ＭＨＢ型　　　　・ 製造者の規格品

処理水試験の報告書を作成し、浄化槽法による法定検査を受注者の責任において受ける。

槽の水張り試験及び配管の満水、水圧、通水、空気圧試験を行う。

無償保守点検期間中の消耗薬剤については、受注者において準備し、期間終了後の引継時

までに必要薬剤名やその量を報告する。

・ 電気温水器　　（ 　　　　　　　　） ・ヒートポンプ式給湯器（　　　　　　）

工事竣工後、６ヶ月間は試運転調整とし、

継手

プロパンガス集合装置

3

4

・ ガス用ポリエチレン管　　　　　　　（ ＪＩＳ　Ｋ　６７７４ ）

・ ポリエチレン被覆鋼管　　　　　　　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４６９ ）

・ 塩化ビニル被覆鋼管

・ 鋼管継手　（ 亜鉛メッキ ）　　　　・ ＰＬＳ継手同等品以上・ 溶接継手

遮断装置等

機器等

その他

5

6

7

・ 別図による

・ 遮断弁　　　　　　・ ガス漏れ警報器

・ 取付は　　　（　・ 本工事　　・ 別途工事　）　とする。

・ 配線接続は　（　・ 本工事　　・ 別途工事　）　とする。

コントローラーは圧力確認復帰形とする。

・ 本工事は、当地区ガス会社責任施工とする。

気密試験は、配管途中埋戻前又は、配管完了後監督員立会いの上試験を行う。

・（　　　　　）ｋｇ×　（　　　　　）　本立　　・ 無

・ バルク貯槽　（　　　　　）ｋｇ 　 ・　竪型　 ・　横型

・ ガス用ステンレス鋼フレキシブル菅

空

気

調

和

設

備

設計条件1

冷温水管

冷水・温水・冷却水

膨張・補給水管

蒸気・油管及び冷媒管

2

3

・ 水道用亜鉛メッキ鋼管　　　　　　　　　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４４２ ）ＳＧＰＷ

・ 配管用炭素鋼鋼管 （ 白管 ）　　　　　 （ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ ）ＳＧＰ

・ 配管用炭素鋼鋼管 （ 黒管 ）　　　　　 （ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ ）ＳＧＰ

※　湿度調節機能がない設備については、成行とする。

℃

℃ ％

％

℃

℃

％

％

※

※

屋 外

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

　　　　条　　件

季　　節

夏 季

冬 季

28.0

19.0

50.0

40.0

屋 内

排

水

設

備

予備品等13

・ 特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）の対象となるものは、法の定めに

　 従って適切に処理し、その結果を書面をもって監督員に報告する。

※ 機器表特記による。

　 として納める。

・ 空気調和機等又はフィルターキャンバーの装着枚数の （　　） ％を予備品（枠付） 

冷温水管の空気抜

その他

11

12

・ 亜鉛鉄板製（空調、換気、排煙）　　　　　　　　 ・ 鋼板製（排煙）

・ 空気溜りを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容易な位置に

　 空気抜弁を設ける。自動空気抜弁は、元バルブ付とする。

　（ ※ 低圧ダクト　　　　 ・ 高圧１ダクト　　　　・ 高圧２ダクト　）

長方形ダクトは　※コーナーボルト工法（ ・ 共板工法 ・ スライドオンフランジ工法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法　）

消音材を内貼りした風道、チャンバーは図示寸法は内法寸法とする。

・ ダンパー前後の風量測定口は、図示した箇所に設ける。

試験は、配管途中若しくは隠ぺい、埋戻し前又は配管完了後の塗装又は保温施工前に行う。

空気調和設備機器取付完了後試運転調整を行ない、風量、温度、湿度及び騒音の測定を

行い、測定表を提出する。

　 もって監督員に報告する。

・ 冷媒及び吸収液等の処理については、回収後適正に破壊処理し、その結果を書面を

・ 業務用冷凍空調機器は、「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」

 　法に基づく機器台帳を製作し監督員に提出する。

　 に従って適切に処理し、その結果を書面をもって監督員に報告する。

換

気

設

備

ダクト1 低圧ダクト（ ・ スパイラルダクト ・ コーナーボルト工法（ ・ 共板 ・ スライド ）

厨房系統の排気用ダクトは標準仕様書よりも一番手厚いものを使用する。

35.0 67.1

0.1 71.5

・配管工事完了後、防露工事前に監督員立会の上、通水試験を行う。

・一般配管用ステンレス鋼管　　　　　　　 （ ＪＩＳ　Ｇ　３４４８ ）ＳＵＳ３０４

・ 断熱材被覆銅管　　　　　　　　　　　　（ ＪＣＤＡ０００９）

ブライン管

給水及び排水管

吹出口・吸込口

防煙・防火ダンパー

フレキシブルジョイント

ファンコイルユニット

及びパッケージエアコン

4

5

6

7

8

9

・ 配管用炭素鋼鋼管 （ 黒管 ）　　　　　 （ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ ）ＳＧＰ

給、排水設備の項による。

・ 床置形　　　　・ 天吊形　（ ・ 露出　　・ 隠ペイ形　　・ カセット形　）

・ 

・ ステンレス製ベローズ形　　　　　・ 合成ゴム製

・ 枠及びスリットの材質は　　　　　・ 鋼板製　　　　・ アルミニウム製

・ 防煙ダンパー（ＳＤ）　・ 防火ダンパー（ＦＤ）　・ 防煙防火ダンパー（ＳＦＤ）

風道10

・ 防煙ダンパーは　　　　　・　電気式 　　　　　　・ 空気式

・ ダンパー復帰機構は　　　※ 遠隔式　　　　　　　・ 手元式

・ グラスウールダクト（円形ダクト）（注：火気使用室，多湿箇所は使用不可）

（第１桝まで）

※ 硬質ポリ塩化ビニル管　　　（ ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ ）　ＶＰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　・ 露出部　カラーＶＰ ）

・ 排水用鉛管　　　　　　　　　　　　（ ＳＨＡＳＥ－Ｓ２０３ ）

・ コーティング鋼管　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　

・ 耐火二層管　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 配管用炭素鋼鋼管　　　　　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ ）　ＳＧＰ

・ 配管用炭素鋼鋼管　　　　　（ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ ）　ＳＧＰ

・ 硬質ポリ塩化ビニル管　　　（ ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ ）　　ＶＰ

・ 耐火二層管　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 硬質ポリ塩化ビニル管　　　（ ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ ）　（ ・ ＶＰ　※ ＶＵ ）

風量測定口

ダンパー

排気ダクトのシール

2

3

4

取付位置は　（ ・ 図示した位置　　　・ 遠心送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

　　　　　　　 ・ 外気取入れダクト ） とする。

空気調和設備の当該項目による。

・ 浴室　（ シャワー室、脱衣室を含む ） 系統

チャンバー

保温

5

6

空気調和設備の当該項目による。

下記ダクトの保温を行う。

・ 全熱交換器用のダクト （ 保温の厚さ２５㎜、範囲は図示よる。）

・ （・厨房・湯沸室・　　　）のダクト（仕様はｈ･(イ)･Ⅶ とし範囲は図示による。）

・ グラスウールダクト（円形ダクト）（注：火気使用室、多湿箇所は使用不可）

　　　　　　 ・ アングル工法　） とする。

厨房用ダクトはアングルフランジ工法とする。

Ver. 2 0 0 4

・ OAダクト　機器から外壁の間（保温の厚さ２５mm）

・ EAダクト　外壁より１m （ 保温の厚さ２５㎜） 福山市上下水道局

A-076新 涯 ポ ン プ 場 ポ ン プ 棟 耐 震 化 工 事 （ そ の ２ ）

2025年8月



福 山 市 電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

・単相2線式100V  　　・単相2線式200V 　　・直流2線式100V

１　工事名称

２　工事場所

３　用途地域

４　防火地域　　　　・防火地域　　　・準防火地域　　・指定なし

６　敷地面積

７　建物概要

床面積

９　本工事の工期は工事検査期間として１４日を含んでいる。

10　契約締結後　　日以内に実施工程表を提出するものとする。

Ⅱ　工事種目　（○印のついたものを適用する。）

章 項    目 特　　　記　　　事　　　項

一

般

共

通

事

項

1

・建設経済局建設業課,住宅局建築指導課監修 建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事編)

・建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達　建築工事安全施工技術指針

・建築基準法、消防法、その他関係法令

・

2

　　監理技術者、主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真、名前、生年月日、所属

　　会社名を記載する。

3

4

5

自家用電気工作物の施工は、第１種電気工事士により行う。

機器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。ただし、

同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。

また、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって

所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写

しを監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提

出を省略することができる。）

一

般

共

通

事

項

工事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。

6 ・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　「資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「リサイクル法」という。）」、「廃棄物

　の処理及び清掃に関する法律」その他関係法令等によるほか、「建設副産物適正処理推進

　要綱」に基づき適正に処理する。

　　ａ．アスファルトコンクリート　　　ｂ．コンクリート　　　　　ｃ．木材　

　　ｄ．コンクリート及び鉄からなる建設資材　

・建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）（財）日本建築情報総合センター

　が生じた場合は速やかに当該システムにデータ登録を行うものとする。

　また、リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は、次表により計画書（

　実施書）を提出する。

搬 出

搬 入

工事着手前

再生資源利用計画書

再生資源利用促進計画書

再生資源利用実施書

再生資源利用促進実施書

　なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。

7 建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第２版）－建築設備編－」によるほ

分 類

施 工 前

施 工 中

施 工 後

完 成

規 格 撮影枚数 提出部数

１サービス版程度（カラー）

サービス版程度（カラー）

サービス版程度（カラー）

サービス版程度（カラー）

必要に応じた数

必要に応じた数

必要に応じた数

各 室 ４ 面

外 景 ４ 面

１

１

１
キャビネ版程度（カラー）

　※完成写真は，写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。

8 完成後は速やかに次の図書を提出する。

・竣工図　（・完成図　　　　・承諾図　　　　・施工図　　　　・　　　　　　　）

※本工事で発生する建設副産物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につい

　ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので適正に処理する。

　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

仮

設

工

事

1

2

3

4

5

・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない

構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない

構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない

・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　    　）

・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）

・原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない

・単相3線式　　100 /2 0 0 V５　工事種別　　　　・新築　　　　　・増築　　　　　・改築　　　　　・改修

工期、写真、所属会社名及び証明印の入った名札を着用するものとする。

か特記がない場合は、以下による。

・国土交通省住宅局住宅総合整備課監修　公共住宅建設工事共通仕様書（平成　　年版）

※再資源化を図るもの

撮影用具　　（　・従来カメラ　　・デジタルカメラ　）

※施工体系図（建設業法に基づき、当該現場の見やすい場所に掲示する。）

・施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）

　技術者台帳（施工体制台帳に添付）

Ⅰ　工事概要

適用基準等

監理(主任)技術者

施 工 管 理

電気工事士

機器材料等

工事及び完成写真

完成時の提出図書

工事現場仮囲い

工 事 用 水

工 事 用 電 力

引渡しまでの光熱費

1　電気方式

2　施工方法

受注者事務所等

受注者は、監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め、工事現場内において工事名、

受注者は施工管理体制を確立し、品質、工程、安全等の施行管理を行う。

　本工事は登録対象工事であるため、受注者は施工計画時、工事完了時及び登録情報の変更

・上記以外のものはすべて構外に搬出し、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

発生材の処理

・三相3線式 　・6. 6kV　　 ・40 0V　　　・200V

・単相2線式 　・10 0V　　　・200V

・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）

・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途

・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途

3　その他 ・構内柱に所有者名を表示する。

ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）

・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事

・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。

平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。

1　電気方式

1　電気方式

2　機器・器具類

2　機器への接続等

４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。

換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。

・接地極埋設　試験用接続端子箱取付

・建築構造体利用　　・引下げ導体

・建築構造体利用4　接地極

3　避雷導体

2　受雷部 ・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等

・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設1　工事範囲

5　予備品等

白熱電球の定格電圧（防災用照明は除く。）は110Vとする。4　電球の定格電圧

3　照度測定 ・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）

・電池内蔵型　　　　・電池別置型

非常用の照明装置に関する指針（建設省住宅局建築指導課監修）による。

上記以外は特記による。

湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。

1　照明器具

2　非常照明

コンセントのプレートは回路番号を表示する。

・保全に関する資料　　　　　　　　　　　　（　　）部

５

１

２

３

構
内
配
電
線
路

幹
線
動
力
設
備

電
灯
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

４

照
明
器
具
供
給
取
付

雷
保
護
設
備

※その他電子データ等の提出形状及び方法等は、監督員の指示による。

9 ・別記工事区分表による。

10

・建築工事等に伴う足場及び安全仮囲いは，無償にて使用できる。

他工事との

　　　関連事項

施工中の安全確保

　・竣工図電子データ（施工図含む）　　　　　　一式

　　（「竣工図電子データ作成要領」による。）

Ⅲ　電気設備工事仕様

１　共通仕様

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、電気設備技術基準、内線規程、国土交通省大臣官房官庁営

　・Ａ３版を２つ折りにして製本　　　　（　　）部

特記なきは、LED照明器具とする。

　建築工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれ公共建築工事標準仕様書（建築工事編）、公

共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。

（１）官庁手続き

工事完了時

８　消防法に基づく防火対象物　　　消防法施行令別表一　　（　）項（　）

１）構造

延べ面積

２）面積

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は、労働安全衛生法第３０条第２項に基づき、

接地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）

標示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）

外気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。

地中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。

　　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）

分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入

色彩の決定については監督員の指示による。

内面

露出

露出

露出

位置ボックス類

配 管 類

支 持 金 具

調合ペイント　絶縁ワニス

調合ペイント

調合ペイント

さび止め・調合ペイント

１回塗り

２回塗り以上

２回塗り以上

各２回塗り以上

・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）

なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。

屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっきとし必要に応じ塗装する。

色彩の決定については監督員の指示による。

・測定対象化学物質、測定方法、測定対象室及び測定箇所数は特記による。

・工事着手に先立ち、設計図面（Ａ　版二つ折り）製本を提出する。　　　（　　）部

記による。チャンネルベースに用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。

埋 設 標 示 等

埋 設 深 さ

接　地　工　事

地 中 配 線

結 露 防 止

耐 震 施 工

分電盤・配電盤

塗 装

化学物質の濃度測定

そ の 他

特記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。

Ａ種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。

標識シート（Ｗシート150m m） （・高圧660 0V　 ・低圧　・その他）

（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9 / 1、屋外取付は建物に合わせる。）

建物の種別（・特定の施設　・一般の施設）

重要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置

する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。

場合2.5k A以上とし、50A Fを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特

主遮断器の遮断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が50A F以下の

屋上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）

盤まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。

特記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。

動力

放送

印のシールを貼る。

構造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構

スラブ厚の1/4を超える外径の配管（31を超えるもの）は、打込みをさける。

15

16

1 7

1 8

1 9

2 0

屋上スラブ配管

　　　　　その他

防火区画の貫通処理

　及び予備配管施工

プレートの材質

カバープレートの

　　　　　　表示

ハンドホール

合成樹脂可とう電線管

動

放

電灯

テレビ共聴 TV

電話

防犯

Ｔ

警

電気時計

自火報

灯 時

火

インターホン

ＯＡ

イ

OA

長さ1m以上の通線を行わない配管には、1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。導 入 線13

14 ねじなし電線管の

　　　　　　使用

薄鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ

い。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）

溶融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。

造とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。

既設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。

21 鋼管柱・外灯ポール 発錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。

22

23

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

蓋の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）

11

」を作成し、監督員の確認を受けた後に、（財）日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）

にフロッピーディスク登録またはオンライン登録を行うとともに、ＪＡＣＩＣ発行の「工事

請負金額 工事受注時 登録内容の変更時 工事完成時 登録期限

○ ○ ○ 10日以内

カルテ受領書」の写しを速やかに監督員に提出する。

工事実績情報の

　　　　　　登録

500万円以上

受注者は、下表の区分に従い、工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）により「工事カルテ

※変更時と登録時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できる。

電 線 類12

場合は，綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。

特記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する

設備機器の固定は、建設大臣官房官庁営繕部監修　官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

（平成８年版）及び建築設備耐震設計・施工指針（２０１４年版）による。

・防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。

・天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。

・工事着手に先立ち、設計図面（Ａ１版二つ折り）製本を提出する。　　　（　　）部

　当該工事について、同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を

　指名する。

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは、本契約後直ちに

　「統括安全衛生責任者選任届出書」（任意書式）を提出すること。

　　　　　　支線（　・要　　　　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）

・一般照明　監督員と協議による。

特記による。

5　仕様詳細 ・別図避雷設備仕様（　　/　　図）による。

・ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）

　受注者は各官公庁への必要な手続きを代行する。（官庁手続きは監督員の承諾後とする。）

電

力

設

備

工

事

・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。

　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）

　発電設備工事

発電設備工事（太陽光発電設備工事を除く）

太陽光発電設備工事2

1

1

2

3

4

監視制御設備工事1

　電力設備工事

　中央監視制御設備工事

構内配電線路工事

電灯設備工事

雷保護設備工事

動力設備工事

受変電設備工事1

　受変電設備工事

直流電源装置設備工事

交流無停電電源装置設備工事

1

2

　電力貯蔵設備工事

電話設備工事

情報表示設備工事

拡声設備工事

誘導支援設備工事

インターホン設備工事

テレビ共聴設備工事

監視カメラ設備工事

駐車場管制設備工事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

　通信・情報設備工事

10

11

自動火災報知設備工事

防犯・入退室管理設備工事

・単相3線式100/2 0 0 V

幹線　・三相3線式　　 　V 　　・単相2線式　　　 V　　

分岐　・三相3線式　 　　V 　　・単相2線式　　 　V

・JIS A 4201:1992 ・JIS A 4201:2003 ・JIS Z 9290:20196　適用規格

・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤

進相コンデンサ（保護接点，放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式

・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）

一次電圧　　三相3線式　6.6kV

・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）

リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％

・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）

・最大値残針付　　・警報接点付

・本工事　　・別途工事　　・なし

1　電気方式

3　主遮断装置

2　配電盤構造

4　機器類

5　計器類

7　盤内取付装置

6 デマンド監視装置

二次電圧　　・三相3線式400V 　・三相3線式200V 　・単相3線式10 0/2 0 0 V

受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA  　・電灯（　　　　）kVA
受
変
電
設
備

１

※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度t0：34. 1℃）

変圧器（自冷式，最大値残針付温度計）　　・油入　　・モールド

・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。

・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。8　仕様詳細

9　予備品

　参考：日本配電制御システム工業会規格

受

変

電

設

備

工

事

・配管　　・配線　　・機器取付

・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源

1　工事範囲

2　用途

3　蓄電池

１

直
流
電
源

装
置

・常時インバータ給電方式　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・配管　　・配線　　・機器取付

（　　　　）kVA　（　　　　分補償）

・100V　　・100/ 2 0 0 V　　・20 0V

・簡易形

予備品は製造者の標準品一式とする。

1　工事範囲

2　ＵＰＳ

5　予備品

7　蓄電池

6　定格出力

5　出力電圧

4　出力電気方式

3　用途

・単相2線式 　・単相3線式 　・三相3線式

２

交
流
無
停
電
電
源
装
置 ・ＨＳ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah

4　仕様詳細 ・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。

8　予備品 予備品は製造者の標準品一式とする。

・ＨＳ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　

・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah

電

力

貯

蔵

設

備

工

事

風圧荷重計算等は建築基準法によるが、設計指数は次の通りとする。

太
陽
光
発
電
設
備

２

１

予備品は製造者の標準品一式とする。

・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン

1　工事範囲

2　発電方式

3　出力電気方式 ・単相2線式　　・単相3線式　　・三相3線式

4　出力電圧

5　機器能力

6　原動機出力

7　始動方式 ・電気始動方式　　・空気始動方式

（　　　　）kW以上

・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形8　構造

9　防油堤

・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス

・別図発電設備仕様（　　/　　図）による。

・配管　　・配線　　・機器取付

・6.6kV　　・105 V　・210 V

・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　）kca l以上

10　燃料

11　仕様詳細

・燃料電池　　・コージェネレーション　　・風力　　・（　　　　　）

・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事

発
電
設
備
（
太
陽
光
発
電
設
備
を
除
く
） 12　予備品

発

電

設

備

工

事

通

信

・

情

報

設

備

工

事

・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）

・卓上型　　・壁掛型　　・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）

・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W

・配管　　・配線　　・機器等取付

2　増幅器

1　工事範囲

予備品は製造者の標準品一式とする。

・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。

　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式

表示盤

　・壁掛式　　　・壁埋込式

子時計

　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回線

親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）

・配管　　・配線　　・機器等取付

2　電気時計

1　工事範囲

3　表示装置

4　仕様詳細

5　予備品

通
信
線
路

１

構
内

2　架空配線

1　地中配線

1　工事範囲

2　アウトレット

3　機器仕様詳細 ・別図電話設備仕様（　　/　　図）による。

・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・4P　　・　　P　）

・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）

支線（　・要　　　・不要　）

・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）

電
話
設
備

２

３

拡
声
設
備

４

電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）通

信

・

情

報

設

備

工

事

情
報
表
示
設
備

設計用基準風速　V0：32m/s

その他の係数は 風圧用途係数I：1.1 6（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.3 2）

地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場合の数値）

地上垂直積雪量ZS：0.3m（福山地区）

地震地域係数Z：1.0（1. 0～0.7）

地震用途係数I：1.2 5（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）

仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。

・別図拡声設備仕様（　　/　　図）による。

・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W

4　機器仕様詳細

3　スピーカ

イ
ン
タ
ー
ホ
ン

・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式

・配管　　・配線　　・機器等取付

3　型式

2　電源

1　工事範囲６

支
援
設
備

誘
導

５ 1　工事範囲

2　誘導支援装置

3　仕様詳細 ・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。

5　機器仕様詳細

・同時通話式　　・交互通話式4　通話方式

・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。

・テレビ（　・有　　・無　）

4　増幅器

3　受信波 ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ

・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　dB）

・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品

・配管　　・配線　　・機器等取付

2　機器類

1　工事範囲

を付属する。

・別図テレビ共聴設備仕様（　　/　　図）による。

7　その他

6　機器仕様詳細

5　電界強度測定

分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ

・AC100 V　　・乾電池

テ
レ
ビ
共
聴
設
備

７

設
備

・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要

・配管　　・配線　　・機器等取付

・音声誘導　　 ・身障者用インターホン　　・トイレ呼出装置　　

・4K、8K対応機器（周波数帯域3,224 M H zに対応した機器）を使用する。

（増幅器、分配器、テレビ端子等）

火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線

警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）

・配管　　・配線　　・機器等取付

・別図監視カメラ設備仕様（　　/　　図）による。

予備品は製造者の標準品一式とする。

８

設
備

・配管　　・配線　　・機器等取付

・光電式　　・ループコイル式

・別図駐車場管制装置仕様（　　/　　図）による。

予備品は製造者の標準品一式とする。

駐
車
場

管
制
設
備

・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録

・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式

機能（　・蓄積式　　・住戸型　）

送受話器（　　）台

表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとする。（Ｒ型は除く）

・一体型　　・複合装置型

・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市ガス用　）

・遮断弁制御器（　　）台

1　工事範囲

2　仕様詳細

3　予備品

1　工事範囲

2　検知器

3　仕様詳細

4　予備品

1　工事範囲

2　火災報知設備

　　　 　受信機

　　 　連動設備

　　　　　　設備

監
視
カ
メ
ラ

3　連動操作装置

4　非常警報装置

5　その他消防設備

6　ガス漏れ警報装置

7　LPガス漏れ遮断

・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　

９

自
動
火
災
報
知
設
備

連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　　　）

10

制御内容（　・防火戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用　）

11 ・別図防犯設備仕様（　　/　　図）による。

・別図入退室管理設備仕様（　　/　　図）による。防
犯
・
入
退
室

管
理
設
備

1　仕様詳細

2　工事範囲 ・配管　　・配線　　・機器等取付

・配管　　・配線　　・機器取付

・警報盤　　　　　・監視制御装置2　監視方式

3　監視制御方式

交流無停電電源装置

5　仕様詳細

6　予備品

4 ・製造者の標準とする。

・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。

予備品は製造者の標準品一式とする。

・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・汎用ＰＣ　）

・信号処理装置（　　　　　　　　　　）

・記録装置　　（　　　　　　　　　　）

監
視
制
御
設
備

１ 1　工事範囲中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

構内通信線路工事

連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））

（１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

（２）特記事項は※および ・ 印のついたものを適用する。

（２）地元企業および地場製品の活用

（３）疑義に対する協議等

とが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督員と協議する。

　受注者は、地元企業および地場製品の積極的な活用に努める。

　設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書によるこ

２　特記仕様

３　引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）

・引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後

・引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

福 山 市 電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

１４

        :

        :

        :

        :

        :

        :

        :

        :

        :

        :

２

三角コーン表示）

３

２

●●

●●

●●

●●

V e r . 2 0 0 4

福山市上下水道局

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

ＲＣ造　地上２階地下１階

建築面積

３）

15

A-077

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

第一種住居地域

　756. 5 1　m2

　326. 5 3　m2

17 8 5 . 6 8　m2

繕部監修　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版（以下「電気標準仕様書」という。）、

同営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）令和７年版、改修工事の場合は

同営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。
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KEYPLAN煙突
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A

ポンプ井

a a

平面詳細図　S=1:50

A

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

ポンプ井 外部

32

a-a断面図　S=1:50

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

b

b

c

c

cb d

cb d

A

c-c断面図　S=1:50

ポンプ井外部

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

煙突
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A

ポンプ井

a a

平面詳細図　S=1:50

b

b

c

c

冷却水管(戻)SGPWφ100

取外し L=9.91ｍ

冷却水管(行)SGPWφ50

取外し L=9.76ｍ

撤去範囲
撤去範囲撤去範囲撤去範囲

燃料管(行)φ32

取外し L=3.94ｍ

撤去範囲

燃料管(戻)φ32

取外し L=7.65ｍ

撤去範囲

撤去範囲

撤去範囲

SGPWφ100

取外し L=9.91ｍ

冷却水管(戻)

冷却水管(行)SGPWφ50

取外し L=9.76ｍ

水銀灯安定器

取外し

吐出ゲート操作盤

取外し

撤去範囲

燃料管(戻)φ32

取外し L=7.65ｍ

水銀灯安定器

取外し

吐出ゲート操作盤

取外し

冷却水管(戻)SGPWφ100

取外し L=9.91ｍ

冷却水管(行)SGPWφ50

取外し L=9.76ｍ撤去範囲

燃料管(行)φ32

取外し L=3.94ｍ

凡 例

改修工事範囲
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0
0
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0
0
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,
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450 450 6,100 450 450

7,000
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50

3
5050
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3
0
0

S=1:50 　1F壁 A通 配管撤去図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-078

1F壁 A通 配管撤去図

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



4 3 2 1

C

B

A

KEYPLAN煙突

32

A

ポンプ井

a a

平面詳細図　S=1:50

A

▽2SL+12.000

b-b断面図　S=1:50

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

ポンプ井 外部

32

a-a断面図　S=1:50

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

b

b

c

c

cb d

cb d

A

c-c断面図　S=1:50

ポンプ井外部

▽2SL+12.000

▽1FL+ 5.300

▽1SL+ 5.000

煙突

32

A

ポンプ井

a a

平面詳細図　S=1:50

b

b

c

c

冷却水管(戻)SGPWφ100

復旧 L=9.91ｍ

冷却水管(行)SGPWφ50

復旧 L=9.76ｍ

復旧範囲

復旧範囲復旧範囲復旧範囲

燃料管(行)φ32

復旧 L=3.94ｍ

復旧範囲

燃料管(戻)φ32

復旧 L=7.65ｍ

復旧範囲

復旧範囲

復旧範囲

SGPWφ100

復旧 L=9.91ｍ

冷却水管(戻)

冷却水管(行)SGPWφ50

復旧 L=9.76ｍ

水銀灯安定器

復旧

吐出ゲート操作盤

復旧

復旧範囲

燃料管(戻)φ32

復旧 L=7.65ｍ

水銀灯安定器

復旧

吐出ゲート操作盤

復旧

冷却水管(戻)SGPWφ100

復旧 L=9.91ｍ

冷却水管(行)SGPWφ50

復旧 L=9.76ｍ復旧範囲

燃料管(行)φ32

復旧 L=3.94ｍ

凡 例

改修工事範囲

450 450 6,100 450 450
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/50

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

A-079

S=1:50 　1F壁 A通 配管復旧図

1F壁 A通 配管復旧図

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1階 平面図　S=1:100

既設換気扇

750×700

650×650
800×750

消音エルボ

消音エルボ

700×700

チャンバー 1,500×1,000×1,500

チャンバー 1,500×1,000×1,500

チャンバー 2,500×1,500×900

800×750

チャンバー 1,500×1,500×900

450×450

700×700

C

4 3 2 1

B

A

650×650

A A

C

4 3 2 1

B

A

B1階 平面図　S=1:100

50

50

450×450

650×650

650×650

2階 平面図　S=1:100

C

4 3 2 1

B

A

3.　     既設ダクトを示す。

注）特記なき限り

2.　　　 ダクト一時撤去範囲を示す。

ポンプ室

送風機室

電気室 階段室

吸気ダクト

排気ダクト

吸気ダクト

排気ダクト
吹抜 操作室

階段室

煙突

配管室

ベルトコンベアー

ピット

除塵機室

1.　　　 改修工事範囲を示す。

既設換気扇

吹出口
VHS 1000×300

1 個

9,000 7,000 8,000

6,
00
0

6,
00
0

9,000 7,000 8,000

9,000 7,000 8,000

6
,
00
0

6
,0
0
0

6,
00
0

6,
00
0

S=1:100 　換気設備 改修前 平面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

換気設備 改修前 平面図

A-080

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1階 平面図　S=1:100

650×650

450×450

C

4 3 2 1

B

A

A A

C

4 3 2 1

B

A

B1階 平面図　S=1:100

50

50

2階 平面図　S=1:100

C

4 3 2 1

B

A

ポンプ室

送風機室

電気室 階段室

吸気ダクト

排気ダクト

吸気ダクト

排気ダクト
吹抜 操作室

階段室

煙突

配管室

ベルトコンベアー

ピット

除塵機室

3.　     既設ダクトを示す。

注）特記なき限り

2.　　　 ダクト復旧範囲を示す。

1.　　　 改修工事範囲を示す。

既設換気扇

750×700
800×750

消音エルボ

消音エルボ

700×700

チャンバー 1,500×1,000×1,500

チャンバー 1,500×1,000×1,500

チャンバー 2,500×1,500×900

800×750

チャンバー 1,500×1,500×900

700×700

650×650

450×450

650×650

650×650

既設換気扇

吹出口
VHS 1000×300

1 個

9,000 7,000 8,000

6,
00
0

6,
00
0

9,000 7,000 8,000

9,000 7,000 8,000

6
,
00
0

6
,0
0
0

6,
00
0

6,
00
0

S=1:100 　換気設備 改修後 平面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

換気設備 改修後 平面図

A-081

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



650×650

800×750

800×750

4 3 2 1

A-A断面図　S=1:100

RSL(L)▽+16.500

2SL▽+12.000

1SL▽+7.500

B1SL▽+0.500

配管室 除塵機室

操作室

送風機室ポンプ室

3.　     既設ダクトを示す。

注）特記なき限り

2.　　　 ダクト一時撤去範囲を示す。

1.　　　 改修工事範囲を示す。

8,0007,0009,0006,500

7,
0
00

4
,5
00

4
,5
00

8
50

S=1:100 　換気設備 改修前 断面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

換気設備 改修前 断面図

2025年8月

A-082

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



650×650

800×750

800×750

4 3 2 1

A-A断面図　S=1:100

RSL(L)▽+16.500

2SL▽+12.000

1SL▽+7.500

B1SL▽+0.500

配管室 除塵機室

操作室

送風機室ポンプ室

3.　     既設ダクトを示す。

注）特記なき限り

2.　　　 ダクト復旧範囲を示す。

1.　　　 改修工事範囲を示す。

8,0007,0009,0006,500

7,
0
00

4
,5
00

4
,5
00

8
50

S=1:100 　換気設備 改修後 断面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

換気設備 改修後 断面図

A-083

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1階 平面図　S=1:100

C

4 3 2 1

B

A

2階 平面図　S=1:100

C

4 3 2 1

B

A

ポンプ室

送風機室

電気室 階段室

吸気ダクト

排気ダクト

吸気ダクト

排気ダクト

吹抜
操作室

階段室

改修工事範囲

＜凡例＞

No.1吐出ゲート開度計
水銀灯安定器BOX

取外し

階段灯取外し

FL20W×1

埋込コンセント(2P15A×2)取外し

9,000 7,000 8,000

6,
00
0

6
,
00
0

9,000 7,000 8,000

6
,
00
0

6
,0
0
0

S=1:100 　建築電気設備 改修前 平面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

建築電気設備

A-084

改修前 平面図

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



1階 平面図　S=1:100

C

4 3 2 1

B

A

2階 平面図　S=1:100

C

4 3 2 1

B

A

ポンプ室

送風機室

電気室

階段室

吸気ダクト

排気ダクト

吸気ダクト

排気ダクト

吹抜
操作室

階段室

改修工事範囲

＜凡例＞

No.1吐出ゲート開度計
水銀灯安定器BOX

再取付

階段灯再取付

FL20W×1

埋込コンセント(2P15A×2)再取付

（位置Box新設）

（位置Box新設）

6,
00
0

6
,
00
0

6
,
00
0

6
,0
0
0

9,000 7,000 8,000

9,000 7,000 8,000

S=1:100 　建築電気設備 改修後 平面図
縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

建築電気設備

A-085

改修後 平面図

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)



S=1:100 　1階仮設計画図

F

E

D

C

B

A

12345 2d3d

DN

DN

除塵機室上部

除塵機室上部エンジン室

搬入スペース

自家発スペース

ポンプ室

重油タンク室

歩廊D

煙突

発電機基礎

（参考図）

＜仮設凡例＞

：枠組本足場（養生シートあり）

枠組本足場 L6.00×H5.70枠組本足場 L8.00×H5.70

L12.00×H12.00
枠組本足場

枠組本足場
L5.00×H10.20

枠組本足場
L5.00×H10.20

枠組本足場
L14.50×H10.20

枠組本足場
L16.00×H12.00
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

1階仮設計画図

A-086

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

（参考図）



S=1:100 　1階上部仮設計画図

F

E

D

C

B

A

12345

DN

UP

エンジン室
吹抜

屋根B

歩廊D

歩廊A

作業員控室 湯沸室

脱衣室

踏込

便所

EPS

A階段室

監視室

ポンプ室
吹抜

階段室

電気室

送風機室

排気ダクト

吸気ダクト

搬入バルコニーA

煙突

歩廊B

（参考図）

＜仮設凡例＞

：枠組本足場（養生シートあり）

枠組本足場
L2.50×H3.50

枠組本足場
L2.50×H3.50

枠組本足場
L5.00×H3.50

枠組本足場
L5.00×H10.50
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縮 尺

福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

A-087

1階上部仮設計画図

（参考図）



F

E

D

C

B

A

12345

DN

A階段室

階段室

操作室

排気ダクト

吸気ダクト

ポンプ室
吹抜

電気室

エンジン室
吹抜

搬入バルコニーB

S=1:100 　2階仮設計画図
（参考図）

＜仮設凡例＞

：枠組本足場（養生シートあり）

(外)
L7.50×H10.00(ブラケット足場)

(内)枠組本足場
L5.00×H3.50

枠組本足場
L5.00×H3.50
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

A-088

2階仮設計画図

（参考図）



S=1:100 　南立面仮設計画図

F E D C B A

▽ 1FL  + 0.370

▽ 2FL  + 5.170

▽U2FL  + 7.670

▽ 3FL  +12.170

▽ 4FL  +17.370

▽RSL(L)+21.870

▽RSL(H)+22.870

▽ 1FL  + 0.370

▽PARAP +17.220

▽煙突  +19.370

△RSL(L)+16.370

▽ 3SL  +11.870

▽ 2SL  + 4.870

△  GL  + 4.670

▽U2SL  + 7.370

▽RSL(H)+16.620

（参考図）

枠組本足場 L12.00×H12.00

＜仮設凡例＞

：枠組本足場（養生シートあり）
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福 山 市 上 下 水 道 局

番

号

図面番号

工 事 名

種　　別

工事箇所

設計年月

1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

A-089

南立面仮設計画図

（参考図）



FEDCBA

▽ 1FL  + 0.370

▽ 4FL +17.370

▽ 3FL  +12.170

▽ 2FL  + 5.170

▽U2FL  + 7.670

▽B1SL  - 5.430

▽ 1FL  + 0.370

▽ 2SL  + 7.370

▽ 3SL  +11.870

▽PARAP +17.220

▽煙突  +19.370

△RSL(L)+16.370

▽RSL(H)+16.620

▽RSL(L)+21.870

▽RSL(H)+22.870

S=1:100 　北立面仮設計画図
（参考図）

＜仮設凡例＞

：枠組本足場（養生シートあり）

L7.50×H10.00(ブラケット足場)
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1/100

福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

2025年8月

新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事(その２)

A-090

北立面仮設計画図

（参考図）



 

参考数量書 

 

§工事名称  新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２） 

§工事場所  福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内 

 

 

 

 

 

特記事項 

１ この数量書は、福山市建設工事請負契約約款第１条に定める「設計図書」ではなく 

参考数量です。従って、契約後の変更等を含意するものではありません。 

２ 数量の算出は次の基準によっています。 

※ 「建築数量積算基準・同解説」（建築工事積算研究会制定） 

※ 「建築設備数量積算基準・同解説」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 



工事名称 新涯ポンプ場ポンプ棟耐震化工事（その２）

工事場所 福山市新涯町二丁目及び新涯町四丁目地内

【工事概要】
  耐震補強工      一式
  電気設備工      一式
  機械設備工      一式

設　　計　　書

福山市上下水道局



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

建築工事        

1   

式

電気設備工事    

1   

式

機械設備工事    

1   

式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   

式

  現場管理費    

1   

式

  一般管理費等  

1   

式

計

工事価格        

1   

式

消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％

式

工事費          

1   

式

福山市上下水道局



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

建築工事        

1   

式

電気設備工事    

1   

式

機械設備工事    

1   

式

計

福山市上下水道局



建築工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

耐震補強工事    

1   

式

耐震補強工事廃材処分

1   

式

耐震補強工事廃材運搬

1   

式

計

福山市上下水道局



電気設備工事　種目別内訳 4

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電気設備取外し再取付工事

1   

式

計

福山市上下水道局



機械設備工事　種目別内訳 5

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

機械設備取外し再取付工事

1   

式

機械設備工事廃材処分

1   

式

機械設備工事廃材運搬

1   

式

計

福山市上下水道局



建築工事　科目別内訳 6

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   

式

鉄筋            

1   

式

コンクリート    

1   

式

型枠            

1   

式

金属            

1   

式

左官            

1   

式

建具            

1   

式

塗装            

1   

式

防水            

1   

式

内外装          

1   

式

取壊し撤去      

1   

式

環境配慮改修    

1   

式

計

耐震補強工事

福山市上下水道局



建築工事　科目別内訳 7

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

発生材処理      

1   

式

計

耐震補強工事廃材処分

福山市上下水道局



建築工事　科目別内訳 8

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

発生材処理      

1   

式

計

耐震補強工事廃材運搬

福山市上下水道局



電気設備工事　科目別内訳 9

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電気版取外し再取付

1   

式

計

電気設備取外し再取付工事

福山市上下水道局



機械設備工事　科目別内訳 10

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

換気ﾀﾞｸﾄ取外し再取付

1   

式

配管撤去復旧    

1   

式

計

機械設備取外し再取付工事

福山市上下水道局



機械設備工事　科目別内訳 11

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

発生材処理      

1   

式

計

機械設備工事廃材処分

福山市上下水道局



機械設備工事　科目別内訳 12

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

発生材処理      

1   

式

計

機械設備工事廃材運搬

福山市上下水道局



建築工事　中科目別内訳 13

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   
式

計

鉄筋            躯体            

1   
式

計

コンクリート    躯体            

1   
式

計

型枠            躯体            

1   
式

計

金属            内部            

1   
式

計

左官            外部            

1   
式

左官            内部            

1   
式

計

建具            鋼製建具        

1   
式

計

塗装            内部            

1   
式

計

防水            内部            

1   
式

計

内外装          内部            

1   
式

耐震補強工事

福山市上下水道局



建築工事　中科目別内訳 14

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

計

取壊し撤去      内部            

1   
式

計

環境配慮改修    撤去            

1   
式

計

耐震補強工事

福山市上下水道局



建築工事　中科目別内訳 15

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

発生材処理      処分            

1   
式

計

耐震補強工事廃材処分

福山市上下水道局



建築工事　中科目別内訳 16

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

発生材処理      運搬            

1   
式

計

耐震補強工事廃材運搬

福山市上下水道局



電気設備工事　中科目別内訳 17

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

電気版取外し再取付

1   
式

計

電気設備取外し再取付工事

福山市上下水道局



機械設備工事　中科目別内訳 18

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

換気ﾀﾞｸﾄ取外し再取付 ダクト設備      

1   
式

計

配管撤去復旧    配管設備        

1   
式

計

機械設備取外し再取付工事

福山市上下水道局



機械設備工事　中科目別内訳 19

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

発生材処理      処分            

配管設備        1   
式

計

機械設備工事廃材処分

福山市上下水道局



機械設備工事　中科目別内訳 20

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

発生材処理      運搬            

配管設備        1   
式

計

機械設備工事廃材運搬

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 21

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

墨出し          別紙 00-0001

1   
式

養生            別紙 00-0002

1   
式

整理清掃後片付け 別紙 00-0003

1   
式

外部足場        別紙 00-0004

1   
式

内部足場        別紙 00-0005

1   
式

災害防止        別紙 00-0007

1   
式

仮設材運搬      別紙 00-0008

1   
式

計

耐震補強工事 直接仮設

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 22

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D10            

異形棒鋼        3.2 
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D13            

異形棒鋼        2.7 
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D16            

異形棒鋼        0.1 
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD345  D19            

異形棒鋼        1   
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD345  D22            

異形棒鋼        0.3 
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD345  D25            

異形棒鋼        0.6 
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除      H2程度                          別紙 00-0856

1   
式

鉄筋加工組立    耐震改修用                      

-                  -            7.6 
ｔ

鉄筋運搬費      10ｔ車 30㎞程度                 

7.6 
ｔ

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋        φ6×φ200@50　材工共           

13.9 
ｍ

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋        φ6×φ150@50　材工共           

27   
ｍ

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋        φ6×φ100@50　材工共           

71.4 
ｍ

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋        φ6×φ50@50　材工共            

38.7 
ｍ

計

耐震補強工事 鉄筋 躯体

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 23

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   呼び強度24 S18      

粗骨材20                        81.9 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  耐震補強　流込み打設            

81.9 
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ(高炉 JIS A5308   呼び強度18 S15      

ｾﾒﾝﾄB種使用)    粗骨材20                        2.6 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  耐震補強　流込み打設            

2.6 
ｍ3

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填  Fc30　材工共                    

2.4 
ｍ3

計

耐震補強工事 コンクリート 躯体

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 24

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

型枠            打放合板型枠B種                 

耐震補強                        613   
㎡

型枠            普通合板型枠                    

耐震補強                        36.2 
㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            

649   
㎡

無収縮ﾓﾙﾀﾙ用型枠

20.4 
㎡

打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理   部分目違いばらい 

613   
㎡

ｺｰﾝ処理         

39   
㎡

構造ｽﾘｯﾄ        

7.2 
ｍ

構造ｽﾘｯﾄ用目地材 t30                             

1.1 
㎡

計

耐震補強工事 型枠 躯体

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 25

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D10　L=200mm      

120   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D10　L=250㎜      

406   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D10　L=300mm      

242   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D13　L=400mm      

483   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D16　L=450mm      

125   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D16　L=900㎜      

4   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D19　L=550mm      

366   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D22　L=600mm      

144   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D25　L=700mm      

4   
本

後施工ｱﾝｶｰ      接着系　SD345-D25　L=1300mm     

24   
本

軽量鉄骨壁下地   90形 下地張りなし @300         

329   
㎡

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) ふところ1.5ｍ未満    

下地張りあり @360 ｲﾝｻｰﾄ別途     9.9 
㎡

ﾉﾝｱﾝｶｰRC壁接着  ｼｱｰ筋付鋼板接着取付　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注

入とも　t6✕W200+D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ    1   
式

計

耐震補強工事 金属 内部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 26

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

外装薄塗材 E    ｺﾝｸﾘｰﾄ面  砂壁状 吹付け         

下地調整費(C-1)共               222   
㎡

計

耐震補強工事 左官 外部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 27

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

床ﾓﾙﾀﾙ塗り      金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ     厚30      

9.5 
㎡

幅木ﾓﾙﾀﾙ塗り    金ごて 出幅木         高さ100   

4.3 
ｍ

壁ﾓﾙﾀﾙ塗り      金ごて                          

外壁                    厚25    46.4 
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  直均し仕上げ                    

仕上げ          -                               5   
㎡

建具周囲防水    外部建具                        

ﾓﾙﾀﾙ充填        17.4 
ｍ

計

耐震補強工事 左官 内部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 28

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

SD-3            W900×H2000　防火設備           

鋼製片開き防音ﾄﾞ 3   

ｱ               か所

計

耐震補強工事 建具 鋼製建具

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 29

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

巾木　VP        細物　H100　ﾓﾙﾀﾙ面              

4.3 
ｍ

ＥＰ塗り        ﾓﾙﾀﾙ面           工程A種(一般)  

素地別途                        46.4 
㎡

DP塗り          鉄鋼･亜鉛めっき鋼･鋼製建具面    

(基準単価)      1級 素地ごしらえ及び下塗り別途  15.7 
㎡

計

耐震補強工事 塗装 内部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 30

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｼｰﾘﾝｸﾞ          構造ｽﾘｯﾄ部　PS-2　30×20        

14.4 
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ          ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ(2成分形)   PU-2 15×10  

(基準単価)      20.1 
ｍ

計

耐震補強工事 防水 内部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 31

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

床ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ張り 厚2.0 ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙKT      

(基準単価)      一般床                          2.6 
㎡

壁              t100                            

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り 19.1 
㎡

壁              t25                             

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り 329   
㎡

天井　ﾛｯｸｳｰﾙ    ﾌﾗｯﾄ内部用 厚12    不燃         

化粧吸音板張り  下張GB-R      厚12.5共          9.9 

(DR)            ㎡

天井廻縁        塩化ﾋﾞﾆﾙ製                      

14.2 
ｍ

計

耐震補強工事 内外装 内部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 32

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

（床）          

ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           

52.2 
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 人力        集積共   

0.1 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      無筋       人力        集積共   

5.1 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄはつり    床 厚30㎜ 集積共                

2.4 
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ･床人研ぎ 集積共                          

撤去            0.6 
㎡

（壁）          

ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           

200   
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 人力        集積共   

9.7 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄはつり    壁 厚30㎜ 集積共                

149   
㎡

ALC壁           ALC仮壁取壊し撤去               

取壊し          t120                            24.3 
人力+ﾊﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶ                  ｍ3

壁下地撤去      集積共                          

323   
㎡

壁              壁面　t100                      

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ    18.7 

取壊し          ㎡

壁              壁面　t25                       

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ    323   

取壊し撤去      ㎡

鉄骨            

取壊し撤去      3.7 
ｔ

壁              t15                             

ｹｲｶﾙ板取壊し撤去 4.2 
㎡

壁              t60                             

押出成型ｾﾒﾝﾄ板取 16.8 

壊し撤去        ㎡

鋼材取壊し撤去  H-148-100他                     

0.5 
ｔ

（天井）        

天井            

ｺﾝｸﾘｰﾄ面        8.1 

はつりだし      ㎡

耐震補強工事 取壊し撤去 内部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 33

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

天井下地撤去    集積共                          

10.4 
㎡

鉄筋探査        床面                            

12.9 
㎡

鉄筋探査        壁面                            

120   
㎡

鉄筋探査        天井面                          

8.4 
㎡

ｱﾙﾐ製建具       AW-2　ｱﾙﾐ製嵌め殺し連窓         

取壊し撤去      W5070×H1600                    1   
か所

ｱﾙﾐ製建具       AW-3　ｱﾙﾐ製ﾌﾗｯｼｭドア付き        

取壊し撤去      嵌め殺し連窓　W5075×H2600      1   
か所

ｱﾙﾐ製建具       AW-4　ｱﾙﾐ製嵌め殺し連窓         

取壊し撤去      W5070×H1600                    1   
か所

ｱﾙﾐ製建具       AW-6　ｱﾙﾐ製嵌め殺し連窓         

取壊し撤去      W5070×H1600                    2   
か所

鋼製建具        SD-3　鋼製片開き防音ﾄﾞｱ         

取壊し撤去      W900×H2000                     1   
か所

ｶﾞﾗｽ撤去        集積共                          

36.8 
㎡

手すり撤去      H=1100                          

鋼製ﾊﾟｲﾌﾟ手すり                 0.2 
ｍ

計

耐震補強工事 取壊し撤去 内部

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 34

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

仮設・養生      ﾚﾍﾞﾙ3                           別紙 00-0857

1   
式

化粧天井仕上材撤 ﾚﾍﾞﾙ3　PBt9＋DRt12              

去              10.4 
㎡

除去石綿材処理  二重梱包＋密閉処理              別紙 00-0858

1   
式

石綿含有材運搬  ﾚﾍﾞﾙ3                           別紙 00-0859

場内集積・積込み含む            1   
式

石綿含有材処分  ﾚﾍﾞﾙ3                           別紙 00-0860

1   
式

計

耐震補強工事 環境配慮改修 撤去

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 35

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ       有筋                            

処分費          34   
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ       無筋                            

処分費          8.1 
ｍ3

ﾌﾟﾗ類           

廃材処分費      10   
ｍ3

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ類     

廃材処分費      0.3 
ｍ3

ｶﾞﾗｽ類          

廃材処分費      0.3 
ｍ3

金属類          

廃材処分費      24.5 
ｍ3

金属製建具      

処分費          7.1 
ｍ3

計

耐震補強工事廃材処分 発生材処理 処分

福山市上下水道局



建築工事　細目別内訳 36

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ運搬   有筋                            

34   
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ運搬   無筋                            

8.1 
ｍ3

ﾌﾟﾗ類           

廃材運搬        10   
ｍ3

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ類     

廃材運搬        0.3 
ｍ3

ｶﾞﾗｽ類          

廃材運搬        0.3 
ｍ3

金属類          

廃材運搬        24.5 
ｍ3

金属製建具      

廃材運搬        7.1 
ｍ3

計

耐震補強工事廃材運搬 発生材処理 運搬

福山市上下水道局



電気設備工事　細目別内訳 37

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

水銀灯安定器ﾎﾞｯｸ 取外し再利用                    

ｽ取外し         1   
面

No.1吐出ｹﾞｰﾄ開度 取外し再利用                    

計　取外し      1   
面

水銀灯安定器ﾎﾞｯｸ 再利用再取付                    

ｽ再取付         1   
面

No.1吐出ｹﾞｰﾄ開度 再利用　再取付                  

計　再取付      1   
面

階段灯          FL20W×1                        

取外し再取付    1   
箇所

埋込ｺﾝｾﾝﾄ       2P15A×2                        

取外し再取付    1   
箇所

埋込位置ﾎﾞｯｸｽ新 埋込ｺﾝｾﾝﾄ用                     

設              2   
箇所

計

電気設備取外し再取付工事 電気版取外し再取付

福山市上下水道局



機械設備工事　細目別内訳 38

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

換気ﾀﾞｸﾄ取外し  亜鉛鉄板製給気ﾀﾞｸﾄ450×450　t0.5

　取外し再利用                  5.4 
㎡

換気ﾀﾞｸﾄ取外し  亜鉛鉄板製給気ﾀﾞｸﾄ650×650　t0.6

　取外し再利用                  23.4 
㎡

換気ﾀﾞｸﾄ再取付  亜鉛鉄板製給気ﾀﾞｸﾄ450×450　t0.5

　再利用再取付                  5.4 
㎡

換気ﾀﾞｸﾄ再取付  亜鉛鉄板製給気ﾀﾞｸﾄ650×650　t0.6

　再利用再取付                  23.4 
㎡

制気口ボックス類 別紙 00-0775

取外し          1   
式

制気口ボックス類 別紙 00-0861

再取付          1   
式

計

機械設備取外し再取付工事 換気ﾀﾞｸﾄ取外し再取付 ダクト設備

福山市上下水道局



機械設備工事　細目別内訳 39

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

燃料管(戻)撤去  SGP32A　屋内一般　露出　撤去/処 

分                              7.7 
ｍ

燃料管(行)撤去  SGP32A　屋内一般　露出　撤去/処 

分                              3.9 
ｍ

冷却水管(戻)撤去 SGP100A露出　撤去/処分          

9.9 
ｍ

冷却水管(行)撤去 SGP50A露出　撤去/処分           

9.8 
ｍ

燃料管(戻)復旧  SGP32A露出　新設                

7.7 
ｍ

燃料管(行)復旧  SGP32A露出　新設                

3.9 
ｍ

冷却水管（戻）復 SGP100A露出　新設               

旧              9.9 
ｍ

冷却水管（戻）復 SGP50A露出　新設                

旧              9.8 
ｍ

配管塗装工事    調合ペイント                    別紙 00-0862

1   
式

計

機械設備取外し再取付工事 配管撤去復旧 配管設備

福山市上下水道局



機械設備工事　細目別内訳 40

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

金属類          

廃材処分費      2.2 
ｍ3

計

機械設備工事廃材処分 発生材処理 処分配管設備

福山市上下水道局



機械設備工事　細目別内訳 41

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

金属類          

廃材運搬        2.2 
ｍ3

計

機械設備工事廃材運搬 発生材処理 運搬配管設備

福山市上下水道局



建築工事　別紙明細 42

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

墨出し          別紙 00-0001

1   
式

墨出し          一 般                           

RC･SRC造 地上階                 58.5 
㎡

計

養生            別紙 00-0002

1   
式

養生            一 般                           

RC･SRC造 地上階                 78.7 
㎡

計

整理清掃後片付け 別紙 00-0003

1   
式

整理清掃        一 般                           

後片付け        RC･SRC造 地上階                 78.7 
㎡

計

外部足場        別紙 00-0004

1   
式

枠組本足場      手すり先行　900枠500+240　12m未 

満　耐震補強                    336   
掛㎡

枠組本足場      手すり先行　900枠500+240　12m未 

満　ﾌﾞﾗｹｯﾄ共　耐震補強          75   
掛㎡

計

内部足場        別紙 00-0005

1   
式

枠組本足場      手すり先行　12m以下　900枠500×1

枚　耐震補強                    452   
掛㎡

計

耐震補強工事 直接仮設

福山市上下水道局



建築工事　別紙明細 43

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

災害防止        別紙 00-0007

1   
式

養生ｼｰﾄ張り     防炎Ⅰ類　2階建て　修理費含む   

建築面積300m2                   411   
㎡

仮設間仕切り    Ｃ種（養生ｼｰﾄ）                 

452   
㎡

計

仮設材運搬      別紙 00-0008

1   
式

仮設材運搬      建枠幅900(二枚布)               

(枠組本足場)    411   

(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬      建枠幅900(二枚布)               

(枠組本足場)    452   

(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬      

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     411   
㎡

仮設材運搬      仮設間仕切りC種（養生シート）   

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     452   
㎡

計

耐震補強工事 直接仮設

福山市上下水道局



建築工事　別紙明細 44

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除      H2程度                          別紙 00-0856

1   
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除      H2程度                          

0.2 
ｔ

計

耐震補強工事 鉄筋 躯体

福山市上下水道局



建築工事　別紙明細 45

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

仮設・養生      ﾚﾍﾞﾙ3                           別紙 00-0857

1   
式

床養生          二重張り　ｼｰﾄ厚さ0.15㎜         

10.4 
㎡

計

除去石綿材処理  二重梱包＋密閉処理              別紙 00-0858

1   
式

除去石綿材処理  ﾚﾍﾞﾙ3                           

二重梱包＋密閉処理              0.2 
ｍ3

計

石綿含有材運搬  ﾚﾍﾞﾙ3                           別紙 00-0859

場内集積・積込み含む            1   
式

除去石綿材運搬  ﾚﾍﾞﾙ3　現場～処分場             

場内集積＋積込み含む            0.2 
ｍ3

計

石綿含有材処分  ﾚﾍﾞﾙ3                           別紙 00-0860

1   
式

石綿含有材処分  ﾚﾍﾞﾙ3                           

0.2 
ｍ3

計

耐震補強工事 環境配慮改修 撤去

福山市上下水道局



機械設備工事　別紙明細 46

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

制気口ボックス類 別紙 00-0775

取外し          1   
式

吸込口取外し    鋼板製VHS1000×300　取外し再利用

1   
か所

計

制気口ボックス類 別紙 00-0861

再取付          1   
式

吸込口再取付    鋼板製VHS1000×300　再利用再取付

1   
か所

計

機械設備取外し再取付工事 換気ﾀﾞｸﾄ取外し再取付 ダクト設備

福山市上下水道局



機械設備工事　別紙明細 47

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

配管塗装工事    調合ペイント                    別紙 00-0862

1   
式

配管用          露 出     32A                   

炭素鋼鋼管(白管) 11.6 

塗装            ｍ

配管用          露 出     50A                   

炭素鋼鋼管(白管) 9.8 

塗装            ｍ

配管用          露 出    100A                   

炭素鋼鋼管(白管) 9.9 

塗装            ｍ

計

機械設備取外し再取付工事 配管撤去復旧 配管設備

福山市上下水道局



48
名　　称 工期 直接工事費 率 増減率 共通仮設費率 補正係数 補正係数 共通仮設費

① ② ③ ④＝②＋③ ⑤ ⑥ ⑦＝①×④×⑤×⑥

建築工事

  改修工事

5.8

小計

(率対象)

建築工事

  処分費

建築工事

  改修工事 共通仮設費(積上げ)

小計

(率対象外)

合計

共通仮設費 [公共建築工事共通費積算基準(令和6年改定)]

福山市上下水道局



49
名　　称 純工事費 率 増減率 現場管理費率 補正係数 補正係数 現場管理費

① ② ③ ④＝②＋③ ⑤ ⑥ ⑦＝①×④×⑤×⑥

建築工事

  改修工事

小計

(率対象)

建築工事

  処分費

小計

(率対象外)

合計

現場管理費 [公共建築工事共通費積算基準(令和6年改定)]

福山市上下水道局



50
名　　称 工事原価 率 増減率 一般管理費等 前払金支出割 一般管理費等 工事価格

① ② ③ 率④＝②＋③ 合補正係数⑤ ⑥＝①×④×⑤ ⑦＝①＋⑥

建築工事

  改修工事

建築工事

  処分費

合計

(率対象)

契約保証費

端数調整

総計

一般管理費等 [公共建築工事共通費積算基準(令和6年改定)]

福山市上下水道局



共通仮設費(積上)　明細 51

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

情報共有システム

利用料          1   
式

計

福山市上下水道局


